
普通の場合、男性は、太った女性には、関心を持たないも

のだろう。それで、ダイエット関連の商品は飛ぶように売

れるのだろうか。関心を持たない、と控えめに表現したが、

性欲を、持たない、という表現の方が、もっと的確なのだ

ろう。

日本の有名画家、田宮真一郎の妻、可奈は、かなり肥満

気味であるが、彼女は、ついに、妊娠したのだった。だ

が・・・しかし、

「それは、おれの子供では、ないだろう。これ

は・・・。」

と妻を激しく難詰する事は、彼には、とても、できなかっ

た。何故なら、彼は、肥満した妻と夜の生活を送ろうとせ

ずにいて、すでに他の女と夜の関係を持って、いたからだ。

（だから、といって、こんな事に、なるなんて、思っては、

いなかった。）そう真一郎は、とても苦悩した。それに、

生まれてくる子が女の子なら、名前は、ユナとつけたい、

と可奈は、ズバッと宣言するように言った。（それは、そ

れでいいとして、それでも、ユナって、なんか全く、変な



名前だな。）生まれてくる子供が、自分の子では、ない、

と知りながら、どうする事も、できないとは、それが当た

り前とはいえ・・・これから、おれは、はたして、どうい

う気持ちで、生きていくのだろう。いっそ・・・、と真一

郎は、思うと妻を、ちらり、と見て、殺そうか？と、思っ

たりも、したのだが、では、どうするのか？という具体的

な案になると、なかなか、彼には思い浮かばない。

（今は、思いつかなくても、そのうち、きっと、きっと、

思いつくかもしれない・・・）そう真剣に思う著名画家、

真一郎は、自分の右手を固く、固く、握りしめていった。

美青年の浜野貴三郎は、透明のテーブルを、はさんで向

き合っている、美少女ユナに、こう問いかけた。

「君のお父さんって、とても有名な画家なんだって？」

「ええ、とても有名で、とても、お金持ちなの。あなたも、

きっと、知っているはずよ、わたしの父の名前は。」

「一体、それは、なんていうのかな。」

「その名は、田宮真一郎、うふ。」



「ああ、あの怪奇な主題の絵の作品が多い人だね。インタ

ーネットでも、とても話題になっているし、某巨大掲示板

にはスレッドが沢山、立っているよ。」

「うふ、じゃあ、知っているのね、浜野さん。とっても、

わたし、嬉しいなー。」

ユナは、細い首を、少しかしげて、浜野に魅惑的にウイン

クした。

「そうだったんだね。何か君は裕福な家庭のお嬢さんだと、

思っていたけど・・・。ぼくが、田宮さんを知っているの

は、ごく、ごく、当たり前だよ。だって、ぼくはね、これ

でも絵描きの、はしくれなんだから、だよ。」

ユナは、丸い大きな眼をピカリと、輝かせた。

「そうなのね。わたし、あなたが、なんだか芸術家じゃな

いか、って思っていたのよ。だから、こうして、こんなに

素敵なデートがデートできて、とても、わたし、幸せな一

日、だわ。」



ユナは黄色のコーヒーカップを、ゆっくり手に取ると、口

びるを柔らかく、つけた。彼女の赤いくちびるは、浜野の

眼にガッシと、焼きついた。

「浜野さん、どうしたの、わたしの顔に、何か、何か、つ

いてる？」

「いやあ、あまりにもね、君のくちびるが、ただ、ただ美

しくて。」

「まあ。とても、とても、お上手ね。でも、あなたも、と

っても美青年よ。そう言われない？」

「まあ、時々はね、なんて。それよりさ、一度、ぼく、有

名な田宮画伯に本当に会えないかな。」

「それは、簡単、パッと、すぐに会えるわよ。だって、田

宮は、なんといっても、わたしの父ですもの、父です。」

浜野の両方の眼は、夜明けの太陽のように希望でキラキ

ラと輝いた。

浜野貴三郎は熊本県、熊本市の出身である。



美術に才能を秘めた血は、彼の一族の中に流れているよう

で、叔父に東京都町田市で美術大学に通っていた男がいた。

彼の名前は、小島政治という。叔父さんのようには、な

りたくない、と浜野は常々思うのだったが、やはり、東京

都町田市の美術大学の学生となり、それで田宮ユナと知り

合ったのだった。

叔父の小島政治が失敗したのは、女性問題であったとい

う。だから、浜野は気をつけなくちゃと思っているのだ。

熊本のバスセンターから高速バスに乗り、福岡市の博多

駅のすぐ隣のバスセンターへ行き、そこから新幹線で上京

したのは、一年前だった。水島マリという浜野の友人の姉

が、町田のキャバクラ、「愛の花束」というところで働い

ているという。

叔父の小島政治とも、かつて、その店で、話をした事があ

る、とか、いうらしい。

「いっぺん、遊びに行ってみよう。おれが話しを、してお

くから。」



彼の友人は、熊本のバスセンターに見送りにきた時、に、

そう話した。

「おー、そーしよー。東京から、おれ、携帯で電話する

よ。」

浜野は、笑顔で答えながら、高速バスに乗り込んだ。

（マリさんか。でもな、女には、気をつけないと、いかん

なー）

浜野はＪＲ町田駅で降りた時、今は亡き歌手の坂井泉水

を思い出した。

浜野は坂井のファンだったのである。インターネットでも

坂井の画像を探しているうち、ヌード画像を見つけて、す

ぐにパソコンに保存しておいた。

その位のファンであるために、当然坂井泉水の住所はネ

ットの情報から知っていた。その情報では、東武線の一つ

の駅の近くとなっていた。



浜野はもちろん、坂井の家に花束を持って訪ねるつもり

だったのだが、彼が町田に着いたときには坂井泉水は入院

中だったのである。

浜野がアパートに入った翌日、ネットのニュースで坂井

泉水の事故死を知った。彼は悄然と、うなだれた。できれ

ば、坂井泉水と結婚したかったのだ。彼女が四十歳でも、

構わないと思っていたのに。

真一郎は娘のユナが連れてきた彼氏を見ると、昔、どこ

かで見たことのある顔に似ていると思った。世の中、似た

人なんて、山ほど、いるものだ。が、

「僕は、熊本出身です。」

と、その青年が自己紹介するのを聞いて、ハッ、とした。

思い出した、思い出した、あの男だ。そう、小島政治、と

いう、あの自分の生徒だった青年に、実によく似ている。

ならば、もしかすると、親戚なのではないか。が、そうだ

とすると、ユナは多分・・・この関係は、しかし・・・。



「そうかね。ぼくは長野の出身でね。東京なんて、地方出

身者の集まりみたいなもんだよ。熊本といえば、古くは柔

道の木村政彦さんなど、いっぱい有名な人がいるよねー。

うーん、では、君の絵には、とても、期待して、いいんだ

ろう。」

「いえ、そんなに、期待されるほどでは、ないかも、しれ

ませんよ。」

浜野はユナの母、可奈が置いていった高級そうなコーヒー

カップを手にして

「これは、どうも、いただきます。」

可奈は魅惑的な笑顔で、

「ああ、どうぞ。たくさん、飲んでね。」

ユナは、

「お父さん、浜野さんには、よく指導してあげてね。お願

いっ。」

「ああ、もしかしたら、来年当たり、彼に授業をするかも

しれんなあ。」



真一郎は心の中で、（浜野か。この男に妻を殺させては、

どうだろう、なんて安易な考えだな。それは。）と思って

いたのだ。

現在の、この邸宅は町田市、高ヶ坂にある六百坪の中古

住宅を買い取ったものだ。時価、一億六千万円だったので、

都内二十三区の六億だの何だのの家よりは、ずっと安い。

前の持ち主は田園調布に移りたいという事で、その資金

の一部に真一郎が、支払った代金は使われたらしい。この

高ヶ坂近辺では、仲むつまじい親子関係である、と真一郎

達、親子は思われていた。高ヶ坂というところは、文字通

り、坂になっているところで、原町田という鉄道の町田駅

がある場所に向かって上っていくようになっている。さて、

町田市は、町田駅近辺以外の土地では、あまりマンション

のない住宅地なのである。

農地もあり、農民も住んでいる。遺跡も発見されたとこ

ろで、古くから人は、住んでいた場所なのだ。

日本には魔術というものが、中々、根付かないものだ。



そもそも日本は、仏教に、おおわれている。それは京都の

みに限らないのだ。新興宗教も、仏教系が多いのである。

そんな宗教の中で、東京都町田市には、西洋の神秘団体

と関係のある団体もある。町田の賢者、と呼ばれる人物も

いるらしいが、この人物は人間ではなく、物質化している

霊体だといわれている。

それとは全く関係なく、シャンメルという若い外国人女

性が作った魔術結社、「薔薇の星」も、その本部を町田に、

ついに移したのだ。

絵山という男が、その団体の副首領格だが、彼は画材商

でもある。「薔薇の星」は、インターネットを通して布教

していったので、ウェブサイトから申し込めるようになっ

ている。

中でも開運という魔術が、大人気だ。もちろん恋愛系魔

術を、おこなってくれてもいる。こういう団体も収益が上

がると必然的に同じ道へ行く、つまりは、宗教法人化であ

る。



薔薇の星は、町田市役所に宗教法人の申請をして、見事、

すぐに認可された。宗教法人というものは、ご本尊が、何

かないといけないのだが、薔薇の星では、主宰神はホルス

となっている。ホルスとは、エジプトの神であるのだが、

これはアレイスター・クロウリーの影響もあるというのだ。

よって、薔薇の星では、合法ドラッグの吸引も行う事が

ある。これも人気の一つで、町田にある大学の学生も、か

なり入信したのだった。

なんといっても、ホルスの永劫と呼ばれる時代を、これ

から迎えるということで、教団では、ホルス賛歌も、歌わ

れる事となった。

外国人女性シャンメルは、ＯＴＯというクロウリー系の

魔術結社に入っていた事も、あるのだ。ＯＴＯはクロウリ

ーが入る事によって、クロウリー色が強くなった魔術団体

である。

さて、日本に西洋魔術が根付かない理由を考えてみると、

できる日本人がいなかった。



ということに、つきる。魔術修行のために、アメリカや

イギリスに渡って学ぶほど暇な人は、いないわけだ。それ

で、大抵は書籍や、よくて、通信教育という事になるのだ

が、その程度のものでは本物とはいえないだろう。ひるが

えって、仏教などは、昔の中国に渡って学ぶ事を日本国が

奨励していた。二十五歳の若き美女、シャンメルは絵山に、

こう語るのだ。

「日本で、ホルス神を祭るためには、いくつかの、霊的ラ

インを破壊する必要が、あるようですネ。」

「と、いいますと、やはり、それは京都なのですか。」

「いえ、京都というより、むしろ関西でしょう。ここに強

い、日本の霊的結界が張られています。弘法大師が意図し

て造った、と思われるものも、ありますしね。」

「なるほど、それでエジプト魔術も、日本では、はやらな

かった、というわけですね。」

「そうだわ。ホサム・モハメド・サディーク・イブラヒム

も、ついに、あきらめたようですね。」



「あの絶版になった、エジプト赤魔術の秘法、の著者です

ね。」

「ええ、そう。でもね、今の東京の霊的結界も、なかなか

の、ものですよ。何せ、マッカーサーが何もできなかった、

のですから。彼は、フリーメーソンの大幹部だったのにも、

かかわらずにね。」

「それは、霊的結界は、ホルス様も、お嫌いなのでしょう

か。」

「もともと、エジプトを拠点とされる神様なのですが、そ

こは、これからの時代の神様ですから、本当の神様がいな

い日本なんて、ホルス様にとって、何のことはない、です

けどね。ただ、最低限の破壊工作は、われわれが、する必

要があるようです。」

「神社が、とても邪魔である、ということなのでしょう

か。」

「いえ、むしろ寺でしょう。日本は意外にも仏教の国なの

ですよ、絵山君。知りませんでした？」

「知りませんでしたね。何故でしょう。」



「活動している霊は、仏教系の霊の方が多いんです。神社

の霊は、いないか、いても、弱いものだからね。」

「なるほど、思い当たりますよ。明治以来、日本は国家神

道などといって、国で推し進めてきたものの、見事に第二

次大戦で無意味、だと立証されたようなものですから。」

「神風も、ふん、吹かなかったそうでは、ありません

か。」

そこでシャンメルは、にやりと軽蔑的に笑った。それから、

「けどもね、わたしは、そうでもないと思います。日本こ

そ世界一に、なりえた国なのです。だから、ホルス様の使

者、エイワスは、私に日本で布教を始めよ、と宣告したの

でした。」

「まさに、日本からホルスの永劫が、ついに始まる、とい

うことですね。」

「そう。我々の教団名は、そうだわ、ホルス・ジャパンに、

変えようか、と思っています。」

教団の部屋の外の太陽が、一段と輝いたように、絵山には

感じられた。



町田で貿易商を営む白山吾郎は、田宮の妻、可奈の父親

である。

妻を、とうになくした彼の最近の趣味は、パソコンイン

ターネットからの出会い系で、若い娘と出会うことだった。

出会い系で、会える会えないは、本人の運によるものであ

る。

可奈の娘、ユナも大きくなったし、おじいさん、とユナ

に呼ばれて久しいが、吾郎は効率よく女子大生やＯＬと出

会っては、幾人もの愛人を作っていた。

町田駅前のデパートの一区画に店を持っているが、そこ

は店長にやらせて、通販で全国に販売していた。それもイ

ンターネットの普及により、ホームページでの販売を開始

してからは、以前の通販より注文が殺到していた。それも

ネットの店長に任せて、会社には昼の十二時ごろ来て、午

後三時には退社していたのだ。

出会い系の待ち合わせの場所としては、ＪＲ町田駅前か

ら出て、右に曲がって数分のところである。そこは大変、



大きな陸橋となっている。そこから小田急の町田駅へ向か

う人の数は、まるで小さな新宿のようだ。通り過ぎていく

人達は、立って誰かを待っている人など、気にしないのだ。

吾郎は何故、女に出会えるのだろう。それはプロフィー

ルに、社長業としていて、年齢も誤魔化さないためだ。就

職難の今日、吾郎は出会い系で出会った女子大生が卒業し

てからは、自社に入社させてやった事もある。

浜野貴三郎も、上京して大学に通えるという、それなり

の家柄であったが、折からリーマンショックなどの不景気

で、実家からは小遣いの分の金は、ほとんど送られて、こ

なくなっていた。そこで浜野はアパートの部屋で、ノート

パソコンから様々な情報を探しているうちに、女から小遣

いをもらえるという逆援助の方法を出会い系サイトで行え

る事が、分かった。

（売春男（ばいしゅんだん）なのか・・・）と浜野は思っ

たが、すでにネットの掲示板には、成功した男性の体験談

なども載っていた。



裕福な女性の男買い、というものも、密かにおこなわれ

ていたのだが、逆援助サイトなどで一気に幕開けとは、な

ったのだ。

それで、浜野も逆援助を謳っているサイトに登録したの

だが、すでに競争率は、高いものとなっていた。女が少な

いのだ。それもそのはず、そのサイトでは、女性の入会に

は二万円、という、きまりを作っていた。おまけに一回の

交際の報酬としては、十万円を最低でも払える人、という

条件があったのだ。これでは不景気になると富裕な女性と

ても、そこには厳しいものがある。そこで、浜野は一般の

無料サイトに登録して、金持ちの女性を狙った。まだユナ

と出会う前の話である。

そうすると、やはり金持ちの女性といえども、入会金な

しの出会い系サイトを選ぶ人は多いというもので、浜野も、

お誘いを受ける事とはなった。相手は世田谷の独身女性で、

会社の経営者、三十八歳だ。結婚歴は、なし。町田には輸

入雑貨を安く売っている店があるというので時々、来る事

があるという。



件名 そのうちお会いしましょう

わたしは日曜日は、ひまなのですよ。お食事をしてから、

映画でも、と、いきたいところですけれど、町田には映画

館は、なかったのでしたわね。お食事代も、わたしが持ち

ますから、気になさらなくていいのですわ。小田急デパー

トの上で、よく食事をしますし、あなたのお好きなところ

でも、よろしいわよ。

というメールを金曜の夜に受け取った浜野は、興奮した。

三十八では、それほど歳でもないし、第一、お小遣いをも

らえるのだから、しかもそれは並みのＡＶ男優よりは、も

っと多いはず。

件名 了解しました

もちろん、あなた様の、お選びになるところなら、何処

へでも、お供します。

返信メールは割りと、すぐに来た。それは、二十分以内だ

った。

件名 待ち合わせ場所



それでは、日曜の朝、十一時にＪＲ町田駅前の陸橋の出

口のあたりで。わたしは、小田急線で来ますけど、小田急

の出口って、人が、ごちゃごちゃ、していますから、歩い

ていきますわ。

浜野も、それには、すぐに返信した。

件名 了解です

お待ちしています。

さて、ポイントだが、浜野は最初のメールで、自分の携

帯番号を載せて送信している。

白山社長の出会い系の女性も、彼が自分の携帯番号を載

せて送信する、返信が来た。これが、ひとつのコツなのだ。

熊本出身の浜野は、とても純朴である。何の用心もなしに

やったのだが、これが、出会い系で、うまくいった原因で

ある。

昨今、出会い系で会えないと嘆く人は、随分多いのだが、

直メールを知らずに会うのは難しいし、直メールの後は電

話番号を知らないと、すんなりと、会いにくくなる。



男性が自分の直メールを教えずに、相手から聞き出すの

は困難だ。できれば、これはと思う相手には先に自分から

携帯番号を教えれば、うまくいくという方法がある。都会

の人間は用心しやすい。そうすれば、相手も用心して、ず

るずると、メールのやり取りで時間も、お金も消費してい

くのだ。そこが、出会い系業者が儲かる要因の一つ、とな

っているのだが。最低でも自分の直メールは教えよう。そ

こに返信してこない女、か何か知らないが、その相手は、

決して貴方には会う気などないよ。といっても、これを読

んでいる人が出会い系を使う人、かどうかは、こちらには

分かりませんが。

日曜の朝十時ごろは、町田駅近辺の人通りは、すでにか

なりなものとなっている。

ＪＲ町田駅から小田急線の町田駅までは、屋根つきの歩

道となっている。地上二階という感じだ。幅も広いのに両

駅に向かう人達は、左側通行で歩いていく。浜野が指定さ

れた場所に行くと、そこには周りの人間とは違った、中肉



中背の女性が帽子をかぶって立っていた。浜野は、その女

性に、

「もしかして、緑山さんですか？」

「ええ、お待ちして、いましたわよ。」

「えっ、そんなに早くからですか。」

「五分ほど前に来ていたのですわ。気になさらないで

ね。」

ハンドルネーム緑山、であった、その女性はニッコリ微笑

むと、

「小田急デパートの上へ、行きません事？」

「ええ、参ります。喜んで。」

二人はそれから、小田急の駅の方へ歩き出した。

小田急駅に入ると、デパートへ行くエスカレーターがあ

る。そこから、最上階のレストラン街へと着いた。緑山は

高価な香水の匂いを漂わせていた。時間としては店内には、

どの店も人は、まだあまり入っていない。ガラス張りに町



田の景色が見えるレストランへ、緑山の後を浜野は店に入

った。席に着くと、

「浜野さんですね。」

「はい。ぼく、町田の美術大学に通っています。」

「わたしね、本当の名前は、緑川っていうの。まあ、美術

って、すばらしいわね、うん。わたしの叔母が銀座で画廊

を、していたわ。わたしも、将来やりたいなっ、て思って

いるのよ。」

「それは、素晴らしい。でも、ぼくは、イラストレーター

にでも、なろうかって思っているんです。画廊に出展でき

るものを、描けるようになれるなんて、ぼくは、思っては、

いないんです。」

「そうかしら、そう？才能っていうのは、磨けば光るもの

でしょ。叔母はね、一人の画家を有名にしたことが、あっ

たわよ。最初は、でもね無名の青年だったけども。」

「え、誰なんですか、その人の名前は?」

「うん、名前は言わなかったなぁ。画廊の名は銀月だった

と思うけど、ね。」



町田にも、やはり親のいない子供たちが入る施設がある。

義務教育は受けられるけど、それが終わると就職するし

かないのだ。折からの不景気で、引き取って養おうとする

人も、今は中々いないのだ。

そんな孤児たちの一人、佐山牙は、その名前も少し変っ

ているが、そもそも、母親と思われる人物が、ある雪の日

に施設を訪れ、赤子同然の、その子を預けていった時に、

書類に、その名前を書いたというのだ。

受付の中年の男性事務員は、

「牙だけで、いいのですか。」

「はい。」

「牙男とかでは、ないのですね。」

「いえ、一文字です。」

何か、ゆらりと、その若い女性は揺れた。



「わかりました。それで、そちらの、ご住所も書いてもら

わないと、いけないんですがね。」

「住所は霊界です。」

事務員は、それを聞いて失笑した。

「漫才を、あなたと、やっているほど、ひまでは、ないん

ですよ。書きたくない気持ちは、わかりますけど、いずれ

この子も働ける歳になりますしね。そうしたら、もう養育

どころか逆に、あなたに、お金をあげるように、なるかも

しれないのですから。」

ホホホ、と、その女性は笑った。

「冗談では、ないのですよ。今から、わたしは、帰らなけ

れば、いけないので、これで失礼します。」

と言うが早く、その場で、その女性の姿は、いきなり、消

滅した。

「ひえっ！」

事務員は、その場でドスンと腰を抜かした。



後からこの話は、現代の怪談としてネット上にも広まっ

たが、事務員の精神状態の方が疑われて、精神分析を受け

る事となった。

彼は定年も近かったので早期退職してからは、しばらく

精神病院に通院しているという。その事務員の話では、そ

の女性の顔は、少し有名だった歌手の顔に似ていた、と話

したので、ますます怪しまれる事とは、なったのだが、と

にかくも連れてこられた赤ちゃんは幽霊ではなく、普通に

育っていった。

町田駅近くのシティホテルに向かって、浜野と緑川は歩

いて行った。日曜だけに、人通りは普段の二倍は、ある。

商店街の外れにあるホテル「町田ストップ」へ二人は入っ
た。受付でダブルの部屋を借りる。エレベーターで六階の

部屋へ行く途中、彼らは誰の姿も見なかった。昼の休憩に

使う客は少ないためだ。ドアを開けると消毒剤の匂いが、

かすかにした。

「わたしの本名は、緑川鈴代っていうのよ。」



「ぼくは、浜野貴三郎といいます。」

「さっそくだけど、いいかな？」

「え、何を・・・。」

「決まってるじゃない。セックス。」

「あ、ああ、そうですね。」

浜野は緑川鈴代が服を脱ぐのを手伝い、自分も素早く下

着姿になった。鈴代は脱ぐと意外と豊満な体だった。浜野

は、それを見るだけで彼の下半身は、とても充実した。

「ま、元気いいわね、あなたの息子さん。」

「あ、ほめてくださって、ありがとう。さっそく、いきま

すけど、いいですか。」

「もちろんよ。さあ、来て。」

浜野は鈴代を抱きかかえるとベッドへ下ろした。

レースのカーテンの外の光は眩しいくらいだ。二人は全

裸になると、素早くキスをした。それから浜野は鈴代に突

入したのだ。（おっ、いい・・・）浜野は、鈴代のものが、



なめくじのように感じられた。（こんな事して、おれの方

が、お金を出さないと、いけないんじゃないのかな）

浜野の方が先にいきそうになるのを、我慢して、こらえ

たのは何回もあった。その都度、歯を食いしばり、天井を

見るなどして耐えられない射精を防いだのだ。だが、三十

分後、艶かしく悶える鈴代の姿態を見ると

「もうっ、我慢できない。あっ。」

浜野は一物に装着した薄型のコンドームの中に出した。

何度も出してしまったのだ。

『すみません。こんなに早く。』

「いえ、とてもよかったわよ。」

鈴代は裸のまま、ベッドの近くのテーブルに置いたハン

ドバッグの中から、シャネルの財布を取り出すと、

「はい、これ。少ないけどね。」

と無造作に一万円札を束にして渡した。浜野は、それを受

け取ると指で数えてみた。



「うわあ、十万円も、あります。いいんですか、緑川さん、

こーんなに。」

「いいのよ、もちろん。これからは、私の事を鈴代、と呼

んでね。」

小田急町田駅の改札口前で緑川鈴代と別れてから浜野は、

近くにある版画美術館へ行こうと思った。十万円も身につ

けて、うろうろするのも何だが、日曜日なのでＡＴＭで入

金もできないため、何か成金にでもなった気持ちで町田駅

前商店街を歩いていると、若い女性の声がして、

「ねえ、遊ばない？おにいさーん。」

と茶髪の二十代の女が彼に言い寄ってきた。（さっき遊ん

だばかりだ。射精もしたよ、何回も。）とは言えないので、

「今度にしようよ。ねー。」

と言い捨てて、早足にその場を通り過ぎた。



西の歌舞伎町ともいわれる町田駅周辺では、援助交際目

当ての女子高生も少なからずいるわけだが、東京都の条例

違反などしては人生の破滅である。

町田駅を東の方に歩いていくと、やがて下り坂になるの

だが、そこを少し降りて行ったところに町田市の版画美術

館がある。芹が谷公園という広い公園の中にあるのだが、

日曜は、やはり人が多かった。

「なんだー、これは！これは、女の下半身じゃないか

っ。」

版画美術館の入り口の近くのベンチの前に、多くの人が

雲のように集まりつつあった。

そのベンチには、胴から下の下半身が両足を揃えて座っ

ていたのである。ふくよかな腰といい、黒々としたアンダ

ーヘアといい、何か若い女性のものを思わせる。

足も裸足である。切断された箇所から血は流れていない。

よく見ると、薄いビニール袋が腰に縫い付けられていた。

それが止血していたのだろう。



浜野はそれを見て気味が悪くなると同時に、美術学生と

して、この構図は役に立つかもしれないと思って、携帯電

話で写真撮影すると、その場を立ち去った。

小田急町田駅の改札口から構内に入った緑川鈴代は、エ

スカレーターから降りた女性を見てハッとした。

（叔母さん！）肥満はしているが、行方不明になった叔

母の緑川鈴華に、そっくりの体つきだった。近づいてきた、

その女性を見ると、顔は、しかし全くの別人なのだった。

ただ、歩き方まで叔母にそっくりだ。もしかして整形手術

をしたのかもしれない。鈴代は、その女性に近づいて、

「叔母さんでしょう？鈴代ですよ。」

「え?人違いですよ。わたしは、全然、貴女を知りません

し、」

「どうも大変、すみませんでした。」

にこりともせずに、その女性は行き過ぎた。



その女性は、田宮可奈である。可奈は（緑川鈴華に似てる

わね。親戚か何かなのかしら。）と思っていたのだ。そう

なら少しまずい、いや大いに、まずいとはいえ、あれが、

ばれる事など、

ある訳が、ないのだ。でも事実を言ってみた所で、それは

誰も信じはしないだろう。又、そんな事を言えば、自分は

狂人かと思われるに決まっているし・・・。実際の話、あ

の女性は今日始めて見たのだ。もうかなり前の出来事、ユ

ナが生まれる前の話なのだ。

緑川鈴華の行方を可奈は知っているわけだが、それは誰

にも、いう必要など、ないのだ。

浜野貴三郎は、原町田のアパートで独り暮らしをしてい

るのだが、洗濯物が、なかなか乾かないため、コインラン

ドリーの乾燥機に入れる事にした。（町田って、なんで、

こんなに洗濯もんが乾かんのだろうか。熊本なら、すぐ乾

くのに。）

東京都町田市は、まるで盆地のようなところである。



北に多摩川が東西に流れているため、というのもあるか

もしれない。そこで何となく、陰鬱な感じが、しないでも

ないのだ。

東には神奈川県の、こどもの国があり、西側には相模原

市がある。

ＪＲ町田駅を西側に下りて少し行くと小さな川があり、

それを渡ると相模原市だが、かなりな勾配の坂道が上へ登

っていく形だ。それでＪＲ町田駅には神奈川県相模原市か

らも人は、電車に乗りに来るし、町田駅近辺でショッピン

グもしていく。

浜野は緑川鈴代というセレブと会えたわけだが、鈴代は

世田谷の女性で、町田にはセレブな女性は、あまりいない

というのが実情だ。

（今度、世田谷に行って鈴代さんと会いたいなー。）

と浜野は、乾燥機から洗濯物を取り出しながら思った。

（でも、会ってくれん、のじゃなかろうか。）

町田は独身女性は小中高生ぐらいで、女子大生もいると

はいえ、浜野には、もっと大人の女性が魅力的だったが、



町田は既婚者が多いのである。町田の人妻といえば、知る

人には有名で、つまりデリヘルの事なのである。デートク

ラブ的なところの人妻なども、待ち合わせに町田駅前を使

っているようだ。

死んで又、この世に生まれ変わる。

それは人によって時間は、違うのだろう。死んで、いく

らも経たないうちに生まれ変わる例もあるのだろう。田宮

真一郎は妻とは、ユナが生まれて以来、セックスレスとな

っていた。今、ユナは十九歳なのだから、それは、かなり

長い期間となる。

専門学校の帰りにユナは、制服姿の女子高生に呼び止め

られた。暗い小道で一人歩いていたので、物陰からその少

女が飛び出してきたのには彼女は、ハッとした。

「あなた、田宮ユナさんでしょ？」

「ええ、はい、そうですよ。」

「あなたのお父さんは、てとも有名な画家ですね。」



そう問いかける少女、といっても豊満な体に発育している

彼女が、にこりとした。

「ええ、あなたは父のファンの方？」

「それは違うのよねー。だって田宮真一郎とは、私の父な

のです。」

「ええっ？ほんとうに！」

「でもねー、あなたはですね、私の姉では、ないので

す。」

「それは、どういう事ですか？」

「え?どういう事って、あなたには、もうおわかりの、お歳

ではありませんか。」

ユナは頭の中に、何か人の手を入れられたような感覚がし

た。

「だから、だから何なの？あなたは、何が言いたいの

よ。」

「あなたも真実を知った方が、いいのでは、ないかしら、

うふふ。」



腐女子、という言葉が、ユナの頭の中にポカンと浮かんだ。

「何だか、面白い冗談ね。でも、私、忙しいのよ。そこを

どいて、くださらない。」

「いいえ、どかないわ。あなたが、私を認めるまでは、

ね。」

「え、認めるって何を？」

「私が真実の田宮真一郎の娘で、あなたは、そうでは、な

い事をよ。」

「一体、あなたは、何を言っているのかしら。わたしは、

わたしの父の家で育てられたのよ。あなたこそ、何よ、一

体。」

「それでは、あなたには、まだ何も知らされて、いなかっ

たって事ですね。」

「何を知るも何も、あるもんですか。そういう遊びが今、

あんたたち、女子高生で流行っているのね。」



「いいえ。わたしの母は、キャバクラに勤めていたの。そ

の時、お客さんとして父が来て、それで深い関係になり、

母は私生児として、わたしを産んだのよ。ふん。」

ドーンと、銀河系の最も近くのところの恒星が、突如と

して、爆発したような衝撃をユナは受けた。

「だ、だからといって、ね。それじゃあ、あなたの苗字は、

なんなのよ。」

「わたし、剣上（けんじょう）エリ、っていいます。以後、

お見知りおきを。なーんてね。」

「わかったわ。本当は、よくわからないけど、でも父は、

わたしを娘として育ててくれたわ。」

「そうですね。でも、もういい加減、うんざりしているの

かも、しれないですね。わたしを認知しようか、って話も、

あるくらいですから。」

「そうするかどうかは、それは父の問題だわ。」

「ええ、ええ。ただ、わたしは、これを伝えたくって、こ

こで待っていたのです。」



「わかりました。ええ。」

「あなた、認める？」

「ええ、認めるわ。それで、いい?」

「そう、いいわ。よかったわ、義理のお姉さん。」

剣上エリは道路の端に寄ると、にこりとした。

その容貌は、よく見ると何処か父に似ているところがあ

る。大体、娘というのは父に似るものなのである。ユナは

呆然としながら歩き始めた。

高ヶ坂の六百坪の自宅に帰る坂道の中で、ユナの頭の中

は、かつてないほど目まぐるしく回転していった。

わたしが父の子じゃないとしたら、わたしは誰の子なの

かしら、母は、わたしの本当の母なのかしら、わたし父に

は似てない気もしてたし、母には似てる気もしたことがあ

ったけど、今まで一度も、そんな事、考えた事なかったか

ら、わたし、こんなに不幸せな気持ちになった事なかった

わ



あの女が言ってる事は、やっぱり嘘なのかな、

でも、やっぱり父とは母は仲が、よさそうに見えた事は、

なかったし、そういえば、父が、わたしを本当に可愛がっ

てくれた事も、ないような気がして、なにか、わたしが間

違った時も母の方が、わたしをかばってくれたよう気がし

てたし、父親って、あまり愛情を示してくれないのかなと

思って、納得していた事もあったんだけど、うちには、お

手伝いさんもいたりするから、他の普通の家庭のように孤

独になる事はないし、お手伝いさんも、わたしを可愛いっ

て言ってくれて、母と同じように可愛がってくれたから、

父親なんて、あんなものと思っていたのだけど

もしかして？そう、なんとか父に聞いてみよう。って、

本当の父って誰なのかしら。今までの自分は、あれが世の

中の父親の姿だと思っていた。ユナは気がつくと自宅の門

の中に入っていた。右手にある大きな樹木が、何か彼女を

蔑むように見つめている気がした。



娘というものは、母親と同じ運命を辿る場合が実に多い

ものだ。剣上エリも十八歳なのに母と同じ業界で働きたい

と思っている。

母は今はキャバクラの経営者だけど、昔はキャバクラで

ナンバーワンを取っていたらしい。静岡から東京に出てき

て、赤坂や銀座で働いて、今は町田で店を開いている。

「お母さん、月収って、いくらなの？」

「うん、多い時で、そう、三百万円かな。」

「すごーい。それ、それ、年収じゃないのねっ？」

「もちろんよ、でもね、少ない時は、二百万円だけど。」

「だって今、いまー、年収、三百万時代とか、日本では、

言われているのでしょ？」

「そうみたいね。でもね、エリ。お母さんは大丈夫よ、あ

なた、アメリカに留学したって、いいわ。いいお客様が、

たくさん付いてくれているし、町田って既婚者が多いから、

うちは結構繁盛してるのよ。」



「うん、アメリカか。エリね、インターネットの勉強した

いな、アメリカに行って。」

「それは、とっても、いいわね。お母さんにも、ぜひ、教

えてね、エリは、でも他に、絵を描くのが、うまいんだか

ら、それでネットで、有名になれるかもしれないわね。」

「お母さん、わたしの絵の才能って、お父さん譲り？」

「そうなのだわ、きっとね。エリは、すごい天才かも、し

れないのよ。」

「お父さん、ねえ、次は、いつ来てくれるの？」

「来月よー、きっと。きっと、そうなのよ。」

「エリのところに、いつも帰ってきて、ほしいな。」

「無理を言っちゃ、駄目よ。お父さんには、お父さんの、

事情があるの。」

「うん。それ、わかるー。」

居間の大きな窓からは、小田急とＪＲの町田駅近辺の風

景が見える。人影は小さく動いている。



夜遅く、浜野は版画美術館の近くのベンチに置かれてい

た、女の下半身の写真を携帯で見てみた。すると何と、そ

こには上半身も裸の女性が、右手を頬に当てて微笑んでい

るではないか。若い二十代の女性でＯＬ風の感じがする。

ぞっ、と浜野は背筋が寒くなった。

（これはー、なんなー、写っとる、上も。幽霊かいな、こ

れ。）

そう思って、目の錯覚か、どうか確かめるために、あち

こちに手で携帯電話を持っていって見たが、やはり消えな

いで写っている。

（こげなことがー、やっぱ、ある、とたい。）

あの事件は、ネットでも有名になったが、何と動画に撮

って動画共有サイトにアップロードした、つわものもいた。

その動画は最近の一番人気とは、なっていたのだが、し

かし、浜野も見たその動画では上半身は写っていなかった。

（おれの携帯にだけ、写っとるのだろか。）



警察も捜査中だが犯人の目星もつかず、女性の上半身も

発見されていなかった。（警察に持っていってやろーか。

でも、取り合って、もらえんかもしれん。いや、それより、

おれが疑われる。かもしれん。だけん、持っていくのは、

やめとこー。）

浜野も純朴ではあるが、過去に財布の落し物を警察に届

けた時に、変に思われた過去を持っていたのだ。（うん、

上半身は、おれが撮影したと、思われるけんなー。）

それにしても、その女性の胸は、キレイな巨乳なのだ。

見ていると浜野は、少し勃起しそうになった。（よか、お

なご(標準語・訳 おんな)、たい。）

浜野は隔週日曜日に緑川鈴代と会って、いつも十万円は

貰っていたので、月二十万円の収入になった。

最近は大手企業でも副業を認めているところもあり、こ

ういう出会いを利用している社員も、いるかもしれない。

相手の女性は三十代後半から四十代が多いだろう。浜野に



は美食の趣味があったので都内の高級レストランへ行って

は鈴代からの報酬を使っていた。

それから、ネット通販で、ペニス増大法やサプリメント

を買ってみた。やってみると、（やっぱり太くなったな

ー）と部屋の鏡にも写っている自分の硬直したものを見て、

物差しでも計ってみた。三センチ伸びたし、直径も大きく

なった。それも、顧客と言うべき鈴代を喜ばせるためで、

やはり鈴代は喜んだ。

（やっぱ、ＡＶ男優より、よかぼう。男優になったら、み

んなの前で、ちんこ出さな、いかんし恥ずかしか、もんな

ー）ＡＶ男優は、一本の仕事につき出演料は一万円とも言

われている。浜野は一回で十本のＡＶに出た男優と同じ額

を受け取るのだ。

そんな浜野だが、隔週一回では、物足りなくなっても当

然だ。彼は出会い系で、別の女性を探したりもしている。

すると、

ユナという女性が、プロフィールに



ある有名画家の妻なんですけど、お金はあっても、あち

らは主人と、ないから遊びませんか？もちろん、お礼は、

タップリ、しますよ。

と書いていた。（こりゃ、よかぼう。おれのためにも、な

るしたい。）浜野は好奇心と金への欲望にわくわくしてい

た。

夫の浮気には、妻は敏感だが、妻の浮気には夫は鈍感だ

といえるのかもしれない。

が、そもそも妻の浮気は夫の浮気が原因なので、浮気相

手に夢中な夫は、そもそも妻の事など気にしていないから

とも、いえるのではないか。

画家の田宮真一郎は、妻が性的にも魅力をなくしていた

ので、憂さ晴らしに画商の絵山とキャバクラへ行ったのだ。

そこで昔、関係していたキャバクラ嬢に、とてもよく似た

女性に夢中になった。

妻の可奈は、育児にいそしんでいたので、何となく夫は

外で女を作ったらしいと気が付いても、口に出して言わな



かった。特に娘のユナが、昔の自分と同じく、右足をよく

動かせない事に愛情を感じていたからかもしれない。

妻子ある男は、自分と同じような境遇の女、つまり人妻

に興味を持ちやすいものだが、田宮はそうではなく、手軽

につきあえる水商売系の女性に興味を持つ方だったのだ。

キャバクラ嬢も仕事として接しているので、お客さんと

して来るのを捨てるには、それなりの相手で、自分と本当

につきあってくれる男性を選ぶのだ。

それは、もともと長野県出身の田宮には都会の人間の冷

たさはなく、女を軽く捨てる事は、できないたちなので、

それで妻も捨てられないのだが、キャバ嬢にも同じように

なる。それを目ざとく見抜けるのもキャバ嬢の眼力なのだ。

高級グラスに一杯、ドンペリを注いでもらった田宮は、

「へえ、剣上さんっていうのか。変った名前だね。」

「みなさん、そうおっしゃいますわ。わたし、静岡の出身

なんです。」

「静岡に多い名前ですか？」



「いえ、うちぐらいかな、と思いますわ。実は、わたしの

ご先祖さんは、徳川幕府のお侍さんだったので、それで、

こういう名前なのでは、と思うのです。」

「ははーん。それは、それは。剣上なにさん、ですか。」

「由梨（ゆり）と申します。」

「明治になってから静岡へ移動されたんですね。」

「そうなのです。勝海舟に命じられて。」

「そういう時代だったんですね。ぼくも長野から来たんで

すよ。」

「まあ、そういえば、何か、東京の人ではないと感じたり

しましたもの。」

「結構、ぼくも東京は長いんですけど、やあ、生まれは隠

せないね。」

絵画商の絵山は、

「さっそく、意気投合ですね。真一郎さん、代償なんてあ

ったとしても、こんなに美しい女性が現れるようになって



いる。というのが、魔術の意気なところ、ではありません

か？」

「ああ、そうかもしれないね。いや、もうあの事

は・・・。」

由梨は眼を少し大きく開いて、

「魔術って、それは手品の事ですの？」

絵山は、

「あ、いえ違いますよ。西洋魔術です。オカルトですよ。

真一郎さんは、成功と引き換えに代償を払ったんですが、

あなたのような方に巡り会えるとは、我々の神も、なかな

か、親切なものです。」

「えっ、そういうものは、わたくし、全くわからないので

すけど。」

「大抵の人は知らないし、気にする事はないですよ。でも、

もし興味が沸いたら、ぜひ、連絡をもらえませんか。」

絵山は、上着のポケットから名刺を出して由梨に渡した。



「ホルス・ジャパン・・・アシスタント・ディレクタ

ー・・・ですのね。」

「ええ、わたしは北海道出身なんですけど、元々は千葉の

方からの開拓民でしてね。」

「そうなのですね。お名刺は、ありがたく、いただいてお

きます。」

絵山は、これで、真一郎も本当の愛を知る事になるだろ

うと思った。

真一郎の妻は、本当は彼には、ふさわしくないのではない

か、と前から思っていたのだ。

由梨と会ったその夜、真一郎はオークションに昔、妻に

なる前の、可奈の裸を描いた絵を出品した。翌日、五千万

円で落札されていた。

（うん、やっぱり、おれには才能があったんだ。あれは魔

法の筆なんて使ってないぞ。）



真一郎は、あまりインターネットには興味がなかった。

が、オークションだけはやっていたのだ。彼の絵は昔なが

らに画商が取り扱っているが、不景気もあって、売れなく

は、なっているため絵の値段は、どんどん下げて売ってい

た。それが五千万円なんて、ああ、久々の快挙だったのだ。

オークションでは様々な長者が生まれていて、パワーセ

ラーなる人達もいる。

彼の絵も画商は、ネットオークションなどで売りさばく

事もあるのだ。今回もちろん、真一郎はデジタルカメラで

絵を撮影してから、出品したのだが、落札したのは、ある

画商で、それをインド人の富豪に転売したらしい。

それで真一郎の妻のエロい絵は、もう、すでに、なくな

ってしまった。

（由梨。そう、由梨の絵を描こう。それが、これからのお

れの生き甲斐だ。）

彼は隣の部屋で、妻が出会い系サイトを見ているのにも

気づかずに、絵筆を取ると、キャンバスに向かい、やる気

を見せた顔をした。



浜野は絵を描くための、女性モデルには不自由しなかっ

た。学校から帰ってすぐにネットサーフィンを始める。そ

のうちにライブチャットなるものに出会ったのである。

最初に見たのは、ノンアダルトのライブチャットだった

が、そのうちアダルトライブチャットを見るようになった。

浜野はタイピングが遅い方だったが、そこは緑川鈴代から

貰った金を注ぎ込んで何とかヌードになってもらう事に成

功してからというもの、日々、その裸身をスケッチする毎

日だったのだ。

チャットでは、浜野は女性に、キーボードを打つ指で、

こう問う。

浜野 よかったら脱いでくれないかな

相手の女性 えっ、今すぐ？

浜野 うん、いますぐ、脱いで

と、いった感じでチャットすると、相手の女性は快く、

脱いでくれる。



町田にはストリップ劇場もないので、浜野には有難かっ

たのだ。結局、逆援助で得た収入の半分はアダルトチャッ

トで費やしたりしている。

学校では、浜野のヌードデッサンが上達した、と教師に

誉められる事となった。最近ではアダルトライブチャット

でも、地域別にパフォーマーが、わかるので関東というよ

り東京に絞り込んでチャットしている。

美術としては、女性器そのものを描く事は、発表もでき

ないので単なるヘアヌードでも満足だ。様々なヘアを眺め

ては、インターネットの恩恵を感じる浜野なのである。

（よか時代たいなー、ほんと。）

浜野の実家は、浜野電器という家電の店をやっていたた

め、東京に来る前からパソコンには親しんでいたのだ。

浜野は、高校時代すでに自分の部屋にパソコンを持たせ

てもらっていた。ネット接続もしていたので一年生頃から

見ていたのだが、三年にもなると、



「おい、貴三郎。おまえ、アダルトば見ているだろう

が。」

と居間で父に厳しく、問われた。

「あ、うん。でも、金は、払っとらんよ。」

「ああ、でも、危ないサイトの、あるそうや、ないか。」

「今の所は大丈夫ばい、ばい。」

「そうか、ほう。。よかとの(よいものが)あったら、おれ

にも教えい。」

「あー、そうすったい(そうするよ)。父さん。」

その時は、すでに志望する大学も町田の美術大学と決め

て、推薦も通っていたので、父親もあまり何も言わなかっ

た。それで、続けて貴三郎は、

「美術の勉強のために見るとだけん(見るのだから)、ため

になると。」

「ほう。そりゃ、よかたい。」



・・・、と最近電話で、父がアメリカからの日本の無修正

サイトに入った、というのを聞いて浜野は思い出したのだ。

熊本には風俗らしきものも少なく、火の国の女は行動も早

いので、やらせてくれる女性は結構いたりする。それで、

浜野は浜野電器に買い物に来た、二十歳くらいの女性に誘

われて、公園の立ち木のかげで、初挿入したが、十秒でイ

ッてしまったので、その女性に笑われた。

「すまんです。」浜野は頭を下げて、謝った。

「よかと(いいわ)。初めては、そんなもんたい(そんなもの

よ)。よく、せんずりして、鍛えんね(きたえてね)。」

「はあ。はい・・・。」

その女性は笑いながら、白いパンティを上に上げた。

（東京に行ったら、何人とやれると、だろうか。）

浜野は背中を向けた、その女性の尻を見ながら、ぼんやり

と思っていた。

浜野は小田急線で箱根の方へ旅をした。



神奈川県は北西の方は、山ばかりである。箱根は西南の

方になるのであるが、常に観光バスが行き来している。

観光目的ではなく、某神社でお祓いをしてもらうためだ。

携帯電話に撮った下半身の女性の画像は上半身が写ったり、

消えたりしていたのだ。

そして、なによりも、その画像を消そうとしても、消え

ないのだった。携帯ショップに持ち込んで消してもらうよ

うに頼んだのだが、その店員にはできなかったし、店長に

来てもらったが、やはり無理だったのだ。店長は、

「これ、あの殺人事件の被害者の写真でしょう。町田の版

画美術館の。」

「ああ、そう、そうですよ。その時、ぼく、居合わせたも

のですから。」

「でもねー、画像を消せない、なんて依頼は、今までうち

の店で、一度もなかったので、よろしければ、携帯電話会

社の方に送ってみますけど。」

「いえ、こわれたとしても、これだけだし、この携帯電話

は今でも、使っていますんで。」



「それでは、このままで、いいんですか？」

「ええ、今日はこれで、いいですよ、それでは、さような

ら。」

浜野は脱兎のように店を出て行った。それからネット検

索で、お祓いをする神社を見つけ出したのだ。急いで携帯

電話すると、

「ああ、いいですよ。持ってきてください。何でも、うち

は、お祓いしていますから。」

と、ノリノリの答えだった。

小田急線の電車内でカタカタと揺られていると浜野の耳

に、

「次は南輪姦、南輪姦。」

という車内アナウンスが聞こえた。駅に着くと、そこの駅

名は南林間だったわけだが。

「中央輪姦。中央輪姦。」



というアナウンスも聞こえたのだが、それはすぐに中央林

間であると認識した。

下車する目的の駅に着いたので、浜野は、ひらり、とホ

ームへ降りた。

改札口を降りて、広がる神奈川の、のんびりした風景は

時間が、まるで止まっているかのようだ。今日は、のんび

りとした日曜日だが、その神社に向かう人は少ない。朝早

い、というせいもある。やがて林に囲まれた、その神社が

見えてきた。受付に辿りつくと、そこにいた巫女の顔を見

て浜野は、

あっと思った。この前、いつもの出会い系サイトで見た
ことのある顔だ。神奈川は昔、相州といい、相州女は藁と

も寝るといわれていたらしいのだが、ＡＶ女優にも神奈川

県出身の女性や、普通の女優にも男好きの神奈川出身者が

いるのだ。巫女といえどもただの女性、今時、処女は、い

ないのかもしれない。その巫女は、プロフィールに自分の

写メを堂々と載せていた。驚いた浜野の顔を見て、その巫

女は、

「何かお探し物でも、ございますか、え？」



と、尋ねてきた。その巫女は、どうも二十代前半に見える。

「あ、いえ。今日は、ですね、お祓いの予約をしていたの

ですが。ぼく、浜野といいます。」

「それでは、お待ちくださいませ。」

と答えると和服姿の、その女性は背中を向けて立ち上がっ

た。着物の上からでも尻の辺りがなまめかしい。浜野はゴ

クリと生唾を飲んだ。

すぐに烏帽子姿の中年の神主が来ると、

「さあ、祭殿の方へ行きましょうか。」

浜野は神主の後をついていった。普通の神社より、そこは、

きらびやかに飾ってある感じだった。

「どれを、あなたは、お祓いしたいのですか。」

神主は、おもむろに聞いた。浜野はポケットを、がさご

そ、とやって、あの携帯電話を出した。それはガラパゴス

携帯と今では呼ばれるものである。スマートフォンは、ま

だ出ていなかったのだ。

「ほう、携帯電話ですね。これに何かあるのですか。」



「はい。心霊写真が写っていまして。」

「ふむ、どれ、見せてもらえますか。」

浜野は、携帯電話の中で、その怪奇写真を出して見せた。

神主は、それを見て、

「ふむ、何も写っていないようですが、ま、一応お祓いし

ておきましょう。」

それから太鼓をどんどんどんどんと叩き始めた。おーー

ーーーーーーーー。と声を上げたのは降神の掛け声である。

「かけまくもかしこき・・・・・。」

と大祓の祝詞が朗々と、そこで読み上げられる。

神主は浜野の携帯電話を左手で受け取ると、幣帛（へい

はく）を右手で二、三度左右に振り

「いえーいっ！」

と気合を込めた。それから浜野に携帯電話を返すと、



「もう、お祓いは、これですみました。以降は、これで何

の問題もないと思います。」

浜野は封筒に入れてきた初穂料五千円を神主に渡した。

祭殿を出て帰る時に受付を見ると、まだ、あの女はいた。

今度、あの出会い系サイトで、あの巫女にメールを出して

みようか、と浜野は思った。その時、携帯電話が突然、鳴

った。

「はい、もしもし。」

「ありがとう。」

「は？どちらさま、ですか。」

「いえね、わざわざ、わたしのために,お祓いまでしてくれ

るとは、思っていなかったわ。」

「えっ。だれ、あんた。」

それは、若い女性の声である。浜野の歯は、かちかちと鳴
った。

「お礼に何か、しようと思うのだけど、何がいいかし

ら。」



「な、なにもいりませんよ、べ、別に。」

浜野は、その携帯電話を急いで切った。少し小便が出そ

うになるのを、こらえつつ彼は駅へと向かった。受付の女

は不審な面持ちで彼を見ているのが感じられた。（そんな

馬鹿な話が・・・あったわけだが、でもお祓いは、された

って事だろうし・・・）

小田急電車に乗ると日曜の東京方面に向かう人達は明る

く感じられたが、浜野は冷たいものを背中に感じていた。

満員に近かったので立っていたら、隣の男の若者が、

「町田の版画美術館に行った帰りでも、近くの公園のベン

チで記念撮影しようじゃん。」

と連れの男性に言う。

「あー。何か写るかもしんねえぜ。楽しみだなー。」

「写ったらネットに公開しよう。」

「ああ。DAYLYMOTIONかＹＯＵＴＵＢＥで。」

「ニコニコ動画でもいい。」

「ユーストリームでも。」



（なんでもいいけど、やめとけよ。）浜野は思っても口に

は出さなかった。

原町田のアパートに帰った浜野は、ネットサーフィンを

しているうちに夜になったので、近くのローソンに行って

弁当を買ってきた。ローソンカードを使ってポイントを貯

めているのだ。

食事をし終わると携帯電話が又、鳴った。

「はい。もしもし。」

「あ、さっきの、わたしよ。電話を勝手に切らないで

ね。」

「一体何の用、というか、あなたは本当は誰ですか。」

「もちろん、あなたの携帯に写った幽霊ですよ。」

「そんな。では、どこから電話してるんです。」

「霊界だけど、あなたの世界にわたし、未練が、まだある

の。それで特別に霊界から電話をかけていいって、許しを

もらったのよ。こっちには、やはり携帯電話みたいのが、



あるんだけど、そっちに電話するには特別の許可が、いる

わけ。」

「ばかばか、しいなー。そんな話を、ぼくが信じるとでも

思っているんですか。」

「霊界にも携帯電話会社みたいなものが、あるのね。で、

そちらの世界にかけるのは、特別な場合だけよ。未練が残

っている場合とかね。よく、あの世から電話が、かかって

きたなんていう怪談話があるけど、みんな、そうやって電

話しているのよ。こっちにも最近、スマートフォンみたい

なものが、できたんだけどね。」

浜野は番号通知を見たが、非通知だった。

「お祓いしてもらったから、もうあなたは、出てこなくて

いいんです。」

「それがね、別にあなたを呪うとか、そういうのじゃなく

て、別の楽しみでもあげようかなっ、てわけだから。いい

んじゃないの。」

「特に、お礼はいりませんけど。」



「そんなに遠慮しなくって、いいわよ。あなたさー、あの

緑川鈴代って女の人だけじゃ、あなたのちんぽは、物足り

ないんでしょ。」

「なんて事を。そ、それは、そうかもしれませんが。しか

し・・・。」

「だったら、わたしがオマンコの相手に、なってあげ

る。」

そこで、いきなり、ソノ電話はプツーと切れた。

恐怖もあったが、浜野には、あの女性への期待もあった。

（あのヌードで、でてきたら、よかなー。情けは人のため

ならず、っていうけど、この場合、おれのためにも、なっ

とったしなー。）

そこで浜野はガラケー（今までの普通の携帯電話）の写

真を見てみた。すると、今度は、あの写真の女性が服を着

て写っているではないか。

（なんな、服ば着とるよ。）夜は更けていったが、あの女

性が出てくるわけではなかった。ガラケー片手に浜野は寝



入ってしまった。夢も見ずに浜野は、次の朝、起きてから

昨夜の事は幻想だったのかと思ってみるのだった。自分自

身の期待が幻でも見させたのかもしれない。白昼夢という

ものがある。あれがそうだったのか、と考えながらアパー

トを出た。百メートルほど歩くと、

「よっ、浜野。元気そうだね、息子ともども。」

と同級生の早手三五郎が、突然、現れた。彼は細身で長身、

甘いマスクで、とても女に、もてるやつだ。

「おう、お早う、早手。」

「今日は、おまえ、何か冴えない顔をしているね。どうし

たんだあ？」

「いや、別にな。そんな、なんでもないよ。」

「またー、嘘を、いうなっ。それは女の事じゃないのかい。

女なら、おれにまかせろよ。」

「ああ、任せたい。聞くけど、早手は逆援助交際とか、し

たことあるのか。」



「逆援助？ああ。おれはね、いつも逆援さ。女が、とって

も、おれに貢いでくれるし。」

「それは、おばさん、ばかりだろ。」

「なーに違うよ、女子大生でバイトにキャバクラ、行って

るやつからね、万札をおれ、相当もらったよ。」

「それで、そういうのって、どのくらいになる？」

「月、八十から百万だね。」

「へえええっ、そんなにぃっ、なるのかああ。」

交差点の信号が赤になったので、二人は立ち止まった。

出会い系を使って

「別に、それは驚く事じゃないんだよ。それは、そんなに

ね。」

早手は、ニヤニヤしながら言う。

「でも、それは君が、いい男だから、そんなに成功するん

だよな。」



浜野は横目で早手を見た。

「あ、それは違うんだ。まず、おれは出会い系しか使わな

い。それで、自分の写真も載せないんだ。」

「では、メールだけで？」

「ああ、そうさ。男と違って女は言葉に弱いんだ。男は女

を外見だけで、ほとんど判断するし、女が何を言うかはあ

まり気にしない。この逆が女なんだよ。」

「なーるほど、ね。」

「ある香港だったと思うが、そこの女優がだね。ベッドシ

ーンは絶対に嫌だということだったんだけど、監督に四時

間位、説得されてオーケーしたっていう話がある。これな

んかも、女が言葉に弱い事を示しているだろう？」

「ああ、そうだね。」

「だから出会い系を使えない人達っていうのは、そこのと

ころがわかっていないんだ。メールだけで会い、ホテルへ

誘導する。これもすべて言葉なんだよ。」

「そういえば、そんな気もするなー。」



「出会い系を使えなかった人達は、女を言葉で攻めるやり

方をしらない。ネットでよく出会い系は会えないなんて書

いてあるけども、口説き方を覚えればいい。又、女が使う

言葉も知っておかないとネカマにやられる、っていうか浜

野は、出会い系は、やってんの？」

「ああ、少しね。少しだけど。」

「うまくいった？」

「ちょっとはな、でも、今の話、参考にするよ。」

信号が青になった。歩きながら早手は、

「おれのおじさんも出会い系を使っている。町田のおれた

ちの美術大学を出たんだよ。今、ウェブデザイナーに、な

っているけど給料は安いらしい。唯一の楽しみは、出会い

系だそうだぜ。」

「そうか。おれたちも、なろうか、ウェブデザイナー

に。」

「考えておこうよ。叔父さんの名前は、早手三四郎って、

いうんだけどね。」



蔦が絡まった大学の校舎が、二人の視界には見えてきた。

魔術なんでも屋

最近はネットで呪い代行、などというものもあるわけだ

が、その女性は外国から町田に来た二十五歳の魔女で、原

町田のビルの一室で注文を受けていた。

といっても大抵は、インターネットからのメールでの依

頼になる。呪い、略奪愛など黒い魔術を得意としているよ

うなのだ。

キャンメルという名前なのだが、本国では彼女の親戚の

女性も、やはり黒魔術で生計を立てていた。悪魔を呼び出

し依頼するという、その方法で、もう百人ばかり呪殺して

いるのだ。

キャンメルも同じやり方だが、日本では、まだ呪殺の依

頼はなく、略奪愛の依頼が多いという。特にＯＬの上司と

の不倫の関係を成功させたい、というのがよくあるらしい。

キャンメル様、わたしは二十三歳になる大手企業の事務員

ですが、もう一年も上司の課長との不倫が続いています。



課長はもちろん結婚していてお子さんもいるのですが、育

児に専念する奥さんには魅力がなくなったと話しています。

セックスは、もっぱら昼休みに会社の会議室の物置でし

ていますが、わたしも声をあげないように我慢はしてます。

一度、おもいっきり大声で叫びたいんです。そのために

は、この不倫を成功させて、課長が奥さんと離婚するよう

にして欲しいと願います。

略奪愛の魔術を、お願いします。東京の丸の内のオフィ

スで勤務しています。

キャンメルは返信した。

その課長の名前と、できれば住所をおくってください。

送られてきたものを、もとにして魔術をかけるのだ、とい

うより悪魔に依頼するのである。

依頼したい



そんなキャンメルをユナは知る事になった。

自分の部屋にあるパソコンでネットサーフィン中に見つ

けたのだ。あの剣上エリとかいう女子高生は週に一度位、

待ち伏せしているのか、高ヶ坂でよく会う。

いつも絡んでくるが、何とか振り切っていたのだ。（縁

切りっていうのもできるのね。あの腐女子、うるさいもの

ね。頼んでみようかな。え、町田じゃない。直接行ってみ

ようかな。）

思い立った次の日の学校帰りに、原町田の魔女のいる部

屋へユナは行って見た。

十階位のオフィスビルの最上階にある。一階が花屋で、

近くに飲食店が多い。この花というものも魔術では、よく

使われるため選んだ場所なのだろうと思われる。

十階にエレベーターで昇ったユナは、目の前すぐに大き

な銀色の五角形の星が描いてある部屋を眼にした。近づい

てインターフォンを押すと、

「どうぞ。お客さん。」



という外国語訛りの声がした。

扉を開けると、そこは紫煙のたちこめる十畳ほどの部屋

で、デスクの上には人間の頭蓋骨の形の水晶があった。

「いらっしゃいませ。さあ、そこに尻を、かけてくださ

い。」

勧められる通りにユナは、そこの黒いクッションの椅子に

座った。

「それで、あなたは、どんな悩みですか。」

そう問いかけると、キャンメルは自信のある笑みを浮かべ

た。

「はい。それが今、わたし、ストーカーに会っていまし

て。」

「は・あ・そう。それで、どういう人なのですか。」

「はい、相手は女子高生ですけど、あいつ、わたしが私生

児だと言うんです。その子が、わたしの父の本当の娘だと

言うんですけど。」



「それは、そうかも、しれないではありませんか。真実で

は、とも。」

「そんな事、ありませんよ、だって、わたし、父に、ちゃ

んと育てられてきたんですよ。」

真実は

キャンメルは左手の祭壇らしきものにスイ、と向き直った。

「それでは、このことを、尋ねてみましょう。精霊は、す

ぐに、お答えくださいます。」

彼女は両手を組み、首を少し傾けて静かに瞑目する。そ

れから、しばらくして眼を開くと、

「やはり、あなたは、あなたの父親の実の子供ではありま

せん。」

「そうですか。そんな事、わたし、信じていいもの

か・・・。」



「で、そのストーカーという高校生が、本当の子供である、

とも精霊は、お答えくださいました。」

「えええ。では、その子を、わたしから追い払う事は、お

願いできないのですか。」

「できません。悪魔、と日本では呼ばれていますが、キリ

スト教で勝手に悪魔にした古代の神々なのです。理にかな

わない事は、神々には、お願いできません。」

「わかりましたわ。料金は、いくらですか。」

「ああ、何も、わたしが、できない場合は、お金は、お金

はねー、いりませんよ。え？」

キャンメルは、大きく眼を見開いてユナを見た。そして、

「あなたの母親は、もしかして、田宮可奈さんではありま

せんか。」

「ええ、でも、何故それを、あなたは知っているのです

か。」

「それはね、あなたが、あなたの母親に、よく、よく似て

いるからですよ。実は、あなたは私の・・・。」



キャンメルは、ピタリと口を閉じた。そして優しく微笑む

と、

「精霊には頼めないが、何かしてあげよう。そのうち思い

ついたら電話するから、携帯電話の番号でも教えておく

れ。」

と、とても優しい口調で問いかけたのだ。

「はい。ガラパゴスですけど０９０・・・。」

銀行員

人は自分の名前には、当然興味を持つ。自分の名前から進

路を決めてしまった人もいるほどだ。それで町田市の地方

銀行に勤めるその男は、ある衝動にとりつかれる事があっ

た。彼は、いたって銀行員らしく温厚で物腰も柔らかいの

だが、その名前故に営業の方には回されなかった経歴で、

今年三十歳になるのだが、未だに独身である。

知人には、

「郷さん。もう結婚してもいいんじゃない？」



と度々のように言われるのだが、

「いや、まだまだ、ですね。」

と、はにかんだように受け答える。五時で勤めを終えると、

すぐ近くの鉄筋のマンションに帰宅してはアダルトDVD

を見る毎日である。

大抵の銀行員は、お堅いといってもいいのだが、昔、ア

ダルトDVDに出た元銀行員の女性もいるので、彼の場合

も不思議とはいえない。大手電機メーカーに勤めていた人

が、風俗店に転職した例もあるのだ。その大手電機メーカ

ーは今、大赤字となっているのだが。

さて、彼の名前は郷冠太という。そのまま読んで、ごう

かんた、である。小中学校の時は何も言われなかったが高

校、大学と、からかいのタネにされた。何か強姦事件があ

ると、

「郷、おまえじゃないのか？犯人は。」

などと、からかわれたりしていたものだ。



銀行員２

そもそも町田市役所に母親が名前を届出に行った時にも、

受付の係員は苦笑を抑えた顔になったが、受理はした。

大学を卒業して今の地方銀行に就職した時も問題はなか

ったのだ。だが、名前による影響は、着実に彼の頭の中を

掻き回し始めていたのである。

一定期間の研修を経て窓口に座った時、若い女性が来て

用件が終わり、くるりと背中を向けた時に、郷は、その女

性の尻のところを見るのを常としていた。

そして、（あの女を強姦できれば・・・）などと思った

りしているのだが、表情は努めて、にこやかな笑顔を見せ

ている。

これは夜に鏡の前で、自分の顔の表情を見て、自分でコ

ントロールできるようにしてきた、からできるのだ。銀行

員という手前、レンタルショップに行ってアダルトDVD

を借りるわけにもいかず、便利な時代なのでネット通販で



アダルトDVDを購入している。やはり最近は強姦ものの

ＡＶが多くなるのである。

ピンポーンと玄関のチャイムが鳴ると、

「郷さん、日本郵便です。」

受け取った郵便物には、宛名は郷冠太、とあるわけなの

は当たり前だが、中にあるのは強姦もののＤＶＤだから少

し笑みが浮かぶのだ。

それをパソコンで鑑賞しながら、実行したくなるのだが、

彼は銀行に採用される位の人物ではあるので、衝動的に動

く事は考えはしない。

（何か見つからない方法ってないものか）

と思っている。町田市は繁華街は駅周辺だけなので、少し

行くと人通りも少ないところが多くある。夜は街灯も暗い

ものだ。そして公園が多い。樹木が植えられていて、物陰

になるところも多いのである。最大の問題は、人に自分の

顔を見られる事だ。



引き寄せの法則

最近何かと話題の、この引き寄せの法則が郷冠太の願望

を実現するのに力を貸してくれたのだ。

毎日毎日強姦への願望、しかも、ばれずにという思いは

それなりの人物を引き寄せる。彼はネットでキャンメルの

サイトを見た。（なんでも望みをかなえます、ってか。）

郷は結婚する前に、強姦の楽しみを味わいたいと願って

いる。独身の今だからこそ、できるのであって、奥さんが

いると難しいのはいうまでもない。

無論、彼は一日おきには勃起しているのだが、銀行員は

風俗にも行きにくいのである。行っては行けないという事

はないのだが、やはり風俗嬢とて銀行の口座を持つわけだ

し、先輩にはデリヘル嬢に絡まれた人もいたため警戒して

いるのだ。

その先輩は窓口で、昨晩シティホテルに呼んだデリヘル

嬢と顔を合わせた。用件が終わると、そのデリヘル嬢は何

かメモを書いてその先輩に渡したのだ。それには、



昨日の晩のことで、お話したいな。電話してね。しない

なら・・・それなりに考えます

と書いてあり、その女性の携帯電話の電話番号が書いてあ

った。

引き寄せの法則２

という事で、その先輩行員は夜になってデリヘル嬢に電話

した。

「もしもし。電話したけど、あの銀行員です。」

「あ。あの銀行員さんね。わたし、口止め料が欲しい

な。」

「いくら、いるんですか。」

「そうね。二百万円ほど、かな。」

「それは、それ、ちょっと高くないかな。」



「あら、あなた、銀行員の職を失いたいの？今時、職って、

ないわよね。それで、よければ、そうしましょ。」

「ああ、もちろん、すぐ工面しますよ。でも、これで、こ

の事は終わりに、してもらわないとね。」

「しますよ、多分ね。わたしの口座番号は

ね、・・・・。」

それは、郷の勤める支店の口座だった。翌日の昼休みに、

郷の先輩は、即、振り込んだという。

「という事で、郷。おまえには、そうなって欲しくないわ

けだ。」

町田のスナックで飲みながら先輩は、その話を話してくれ

た。

「ええ、気をつけますよ、ご心配なく。」

「まあ、お前の場合はね、強姦じゃないか、と思うんだけ

ど、いや、これは冗談だよ。」



郷冠太は冗談でもないんだけど、と思っていた。彼は頭

の中で、（林間学校で輪姦したい）などという冗談を思い

つくのだが誰にも言えず悩む事もあった。

彼は銀行員らしく、せっせと貯金に励んでいたので先輩

の話は身につまされた。それでデリヘルも呼ばない事に決

めていたし、出会い系サイトも入らないようにしたため、

性欲の発散の場が見つからない。

職場は、というとその支店では若い女性を採用するのを

見送ってかなりになるため、三十代後半のしかも既婚の女

子行員がいるだけだ。

その女性達は当然お堅くて隙など見せず、余計な話も、

した事はない。郷の風采は、といえば中肉中背で眼は細く

て平凡そのもの、三枚目というのがぴったりくる。それも

あってか、周りの女性からは好意的な目で見られた事はな

いのだ。そんなある日、ネットでバシャールの事を知った。

あなたがワクワクする事をしなさい

そうその宇宙的存在は言う。郷冠太は思った。自分にと

ってワクワクする事は、それは強姦だ、と。



四次元へ

ワクワクする事をする事が人間には一番必要であり、それ

は人間を四次元の存在へと高めていく事になるらしい。

（なんと素晴らしい教えではないか。自分は今まで強姦と

いう行為にためらいを持っていた。が、バシャールの教え

によって吹っ切れた。）

郷は、そう思うとハラハラと涙を流した。イエス・キリ

ストよりも救い主だ。バシャールという宇宙的存在は、日

本人でもチャネリングできる人がいる。

（四次元に移行した自分は、地球上の存在とは違うものに

なる。例えばそう、銀行の金庫の中にも入れるかも。）

何事にも愛が必要なのです、だから強姦も愛だ、と郷冠

太は思った。愛さえあれば、この世は強姦し放題、かなと

思いつつ、でも、方法を確立する必要はある、と銀行マン

らしく考えてみる。どうすれば？思いついても自分では、

どうしようもないので町田の魔女のところに行かなければ

ならない。



愛こそ人の動機のすべてになれば、戦争もなくなるけど

強姦はなくならないさ、と郷冠太は思いつつ、倹約のため

に変えないガラケーでキャンメルに電話で予約した。

♪愛がすべてだ、もちろん、だから強姦は愛♪と勝手に節

をつけて歌いながら郷冠太は踊っている。

西洋人は愛が好き、だから、きっと強姦も好きに決まっ

ているとも踊りながら考えた。キャンメルも強姦されたい

願望が昔はあったのかもよー・・・なるべく多くの女を強

姦できれば五次元に行けるかもしれない、と希望を持つ郷

冠太であった、なんて古い表現はもう時代遅れのもの、ゴ

ーゴー、ゴウカンタ！

魔女の教え

「・・・というわけで、なんとしても女をものにしたいん

です。」

原町田の魔女の部屋で、銀行員、郷冠太は語った。

「ほほほ、あなた、強姦したいのね。」

「え、何故、おわかりになりますか？」



「いえ、精霊が、あなたが入ってきた時に、わたしに教え

てくれたからよ。」

「ううん、オカルト的で神秘的ですね。ただ、わたしも、

社会的な責任のある職業ですから、ばれたら、まずいし、

抑圧できる方法が、あればとも思っているんですが。」

「そんなに深刻に考える必要は、ないわよ。あなたが強姦

したいと思っているように、強姦されたいと思っている女

性を探し出せば、いいじゃないの。」

「ああ、なるほど。それは素晴らしいと思います。でも、

わたし、どうしたら、いいんでしょう。」

「それは、わたしが精霊に頼んでみるわ。うまくいったら、

あなたに報酬を要求します。」

「金額としては、いくらですか。」

「まあ最低、五十万円ね。」

「へ、意外と安いですね。そのために、っていうか、ぼく、

貯金もしてますし、銀行員だから。その支払いは、大丈夫

ですよ。それで四次元に行けたら・・・。」



「は？四次元に?」

「いえ、なんでも、ありません。今日は、引き寄せの法則

ですかね。」

「そうね、そうだわ。それは、精霊である神様が引き寄せ

ますよ。」

「それなら、Ｍ女かな・・・。」

「え？なにが。」

「いえ、強姦できれば誰でもいい、それならＭ女・・・な

んてところです。」

「よろしい。しばらく、待って。」

若い魔女は、白い両手を組み、頭を少し下げて瞑目した。

精霊のお告げ

「あなたに強姦される女性は、現れます。」

眼を開けると、美人魔女は、そう宣告した。嬉しい限りで

す、と郷は思ったが、



「では、やってもいい、と。」

「そうです。そのために精霊は、あなたを導くのです。安

心して。それから、もう一度、ここに、きてください。そ

の時、ある人と引き合わせますから。」

「はい。それなら、次の日曜日では、どうでしょうか。」

「そうしましょう、それで、よし。」

部屋を辞してエレベーターで一階に降り、原町田の商店

街に出た郷冠太は、あの先輩と、ばったり出くわした。

「西城先輩、これは、どうも。」

「やあ、郷じゃないか。よかったら喫茶店にでも行こう。

おごるぜ。」

「ええ、喜んで、お供します。」

すぐ近くの喫茶店に入ると、銀行の先輩、西城秀一は、

「ここがいいな、座ろうよ。」

「ええ。突然だけど、先輩はバシャールって、どう思いま

すか。」



「ああ、あのニューエイジのやつね。アメリカ人らしい冗

談だろう。」

「でも、ワクワクする事を、やる事が大事だっていうのに

は共感しますけど。」

「そんなー、おれなら・・・あ、コーヒーね。二つ。郷、

いいだろう？」

「ええ、いただきます。」

「あ、向こうへ行ったな。おれなら近くの独身女性の下着

を見るとワクワクするし、それも手が届きそうなところに

あるから、もらったらワクワクするだろう。そんな事、で

きないじゃないか。」

「西城先輩は女性にもてそうだし、そんな事しなくても、

いいんじゃないですか。」

「いや、もてる男ってのは、案外、一人になってしまうん

だよ、なんて、そうもてないけどさ。だからデリヘル呼ん

でみたんだけど、原宿屋っていうビジネスホテルでね。」

「銀行員って、結局お見合いですかね。」



「そうだな。おれは支店長の野口さんから、そのうち見合

い話、持ってくるって、いわれていてね。」

「野口二郎さん、ですねえ。ぼくも、かなり勤めれば西城

先輩みたいになれますか。」

「なれるよ。銀行員は、まじめだけが取り柄だ。なんか腹

が減ったな、カレーでも取るか。」

「どうぞ、ぼくは、いいですよ。」

入金

浜野は逆援助交際で得たお金を、アパートの部屋の押入

れの中に入れていたが、大分溜まってきたので銀行に預け

る事にした。

近くの地方銀行に口座を作りに行くと、

「いらっしゃいませ。」

窓口で郷、と名札の付いた男に接した。

「口座を作りたいんですけど、普通預金のね。」



「かしこまりました。それでは、こちらの方に記入をお願

いします。」

差し出された用紙に、浜野は必要な所を書いて

「これだけですけど、ね。」

と言うと、一万円札を八十枚、添えた。

「こんなにも、たくさんお預けいただき、誠に、ありがと

うございます。」

「いえ、何、こんなの、それほどの事では、ないでしょ

う。」

「職業は学生さんでも、起業か何かされているのでしょう

か。ネット関連とか。」

「いえ、そういう事は別に、してませんけど。」

「もし、これから起業などされて、資金がお入用でしたら、

ぜひ、当行の融資をお受けください。」

「そうですね。考えてみます。」



浜野は、くるりと背中を向けて銀行の玄関へ向かう途中、

西城、と名札の付いた男から、

「どうも、ありがとうございました。」

と深々と礼を言われた。（逆援助以外でも、金を稼ぎたい

のになー。ネット起業か、あ。）

情報で起業

郷という銀行員に言われた事が、気になって浜野はネッ

トで起業なるものを調べてみたが、情報起業という言葉も

あるという事を知った。だが、自分には大した情報などな

い。犬のしつけ方をＤＶＤ化して億単位の金を稼いだとい

う人の話もあったが、自分にはそのような技術はなかった。

人は誰でも情報は持っている、とはいえ実は大した情報を

持っているわけではない。会社勤めなら社外秘の情報を知

りえる立場にある人もいるとはいえ、それは公開不可能で

ある。

（ネットで起業なんかできんなー。・・・そうたい、逆援

助交際の実績が・・・でも、特にテクニックが、あるわけ

やないし。それに、よく考えたら、あんまり逆援助に挑戦



する男が、おらんから、うまくいくと、だもね。それを、

ばらせんたい(公開できない)。みんなが、知ったら困

る。）

若い夢

次の日の学校帰りに、浜野は早手三五郎に出会った。早

手は、

「よっ、浜野。浮かない顔しているけど。」

「ああ、なんか、ネットで起業しようと思ったけど、考え

つかないから。」

「ふーん。おれたちには、美術があるじゃないか。それを

捨てるのか。」

「いや、ちょっと、考えてみてた、だけだよ。」

校内の大木の陰に立ち止まった浜野は続けて、

「何か情報起業って、長続きしないようにも思うね。」



早手は、うなずくと、

「もって数年だろう。そのうち他の誰かが、自分はネット

でこう稼いだ、なんて現れて、みんな、そっちに行ってし

まったりする。そういうものより、美術も電子書籍化され

つつあるし、それでもやろうよ。」

そこへ一人の若い女子学生が、ふいに通りかかった。早手

は右手を軽く挙げると、

「よう、丘。」

「あら、早手君、お友達と一緒ね。」

「ああ、浜野っていうんだ。」

「あ、浜野です。よろしく。」

「丘サレナっていいます。よろしくね。」

早手は、にやにやしながら、

「ああ、浜野。いいネット起業がある。丘さんのヌードで

もDVDに撮ってみたらいいかな。」



「まあ、いやね。そんなの、わたしに、できるわけが、な

いじゃない。」

「でも、考えておいてくれよ。」

「さよなら。」

丘は足早に立ち去った。黒のロングスカートが浜野の眼

に残った。痩せていながら彼女の尻の肉は、おおいにある。

胸は見忘れたが、やはりあるのだろう。

浜野は、

「今度、もう一度頼んでみるか。」

早手は胸を張って、

「そうしようぜ。なんせ、丘サレナだ。そのまま読んで、

犯されな、とも読めるよ。」

「ああ犯すの意味のね。ハーフかな彼女。」

「父親が北欧の人らしいよ。」

その時、



「やあ、お二人さん。お久しぶりー。」

と声を、かけてきたのは同級生の岡だ。早手は、

「なんだ、岡。今日は学校に来てたのか、珍しいね。」

「ああ、なんかＡＶ男優のアルバイトにも、飽きてきたし

ね。」

浜野は眼を見張って、口にする言葉は、

「なにー、おれにも紹介してくれないか。」

「いいよ。でも、一本で一万円だけど。」

「安いなー、考えておく。」

「あのなー、最近は、ゲイのDVDの方が出演料が高くて

一本、五万円らしいよ。」

「岡は出たのか、ゲイDVDに。」

「いや、まだ出てない。それに、それほど金に困った生活

でもないし。趣味でやってたんだ。それで、この前、ある

ＡＶ女優から真剣味が足りないと言われてね。」

早手は、ふむふむ、という顔をしていたが、



「なあ、岡。今度、丘サレナとのDVDを、おれたちで作

ってみようか、なんて今、考えていたんだけどね。」

「ああ、あのハーフの女の子だろ。やってみたいねー。」

「だろ？だって君の名前は岡志大（おかしたい）だし、彼

女は丘サレナだものね。」

岡志大は大声を出して笑って、

「そりゃそうだな。おれも親が何で、こんな名前をつけた

のかって随分悩んだし、名づけてくれた父親に聞いたら、

『志を大きく持つ人間になって欲しかった。』

って言うんだ。でも音読みの影響のせいか、高校在学中に

十八歳でアダルトDVDに顔を隠して出れたんだよ。体は

大きいしね。」

なるほど、岡志大の体格はプロレスラーみたいだ。浜野は

聞く、

「ＡＶって勃起するまで待つ、勃ち待ちってあるんだろ

う。」



「ああ、でも、おれの場合、それは、なくって、いつもす

ぐにという意味でのたちまち、でさ。勃起も早いんだ

よ。」

早手はニヤついて、

「それじゃあ、期待しよう。考えてくれ。」

「ああ、でも君たちに、ちんこを見せるのは少し恥ずかし

いな。」

早手は右手の親指と人差し指で丸を作り、

「これに、なればいいだろ。」

「うん、そうだな。君たちも、ちんこ出せば、いいの

に。」

早手と浜野は顔を見合わせて拒否の表情をした。岡は、

「ああ、おれだけ出せば、いいもの、できるかもね。それ

じゃ、課題の裸婦デッサンを家でするから、今日はさよな

ら。」

岡志大は、ひょこひょこと歩き去った。浜野と早手も、ゆ

っくりと、その場から歩き始めたのである。



外国と共に

美魔女・シャンメルに結社のビルの部屋の中で、アシスタ

ント・ディレクターの絵山は疑問を口にした。絵山は東

京・練馬区の画材商だったが、今は田宮真一郎の絵の画商

もやっている男である。

「ホルス神を日本にお招きするのは、福岡の方が、いいの

ですね。」

「ああ、日本の魔術本の翻訳なども、福岡在住の人達が多

かったですね。今度の金環日食も、福岡では部分ですし、

ホルス様は太陽の神ですから、太陽が隠れるところはお嫌

いなのです。又、」

そこで、シャンメルは青い眼を輝かせて、

「占星術でも日食は、それまでの権威者、昔なら王の失墜

を意味します。２００９年の皆既日食の後ですが、リビア

の指導者が、あっけなく殺されましたね。」

「ねずみと呼んだ民兵に、でしたね。革命軍はカダフィを

捕まえた時に、尻の穴にズボンの上から棒を突き刺したら

しいです。」



「それも日食というものが、そういう事を巻き起こせるも

のね。日本でも、与党は終わったり、しています。で、東

京電力もガタガタの現在でしょう。金環日食の後にも、

様々な現象は起こりますよ。今まで権威があったものの失

墜、と覚えておくんです。」

「はい。では、福岡に行ってみるほうが、いいのでしょう

か。」

「行ってみますよ、近い内に。ドイツも当の昔に東西が一

つになったのですが、日本の場合は首都を移動させない限

り又、ポツダム宣言になりかねませんね。今度は経済の方

でかな。すでに中国の家電メーカーの勢いは強いしね。」

絵山も、さすがに、それには暗い顔になった。

ひとつのサイクル

シャンメルはラピスラズリを嵌めた左手の人差し指を、

自分の鼻の頭にもっていった。ラピスラズリというパワー



ストーンには、精神の安定、その他の効用が、あるとされ

ている。絵山は、うつむいた顔をあげると、

「確かに江戸という地名では二百六十年にも及ぶ安泰があ

ったんですが、明治元年の 1868 年から終戦の 1945 年まで

は、77年しかありません。1945年から77年経つと2022年

ですが、この時にも又、何かの終わりがあるとも、予想で

きなくは、ないですね。」

「歴史は繰り返す、とヴィーコは言っていますね。」

「では、経済大国としての、一つの終わりが来る、といえ

るのかもしれませんが、私のような単なる画商には、考え

られない問題では、と。」

「東京を中心のサイクルは、いずれ又、破綻するのでしょ

うね。だから、東京に向かう日本の気の流れを、他のとこ

ろに移すべきではあるのですよ。とはいっても、すでに世

界最大の自動車メーカーは愛知県に本社を置いて変えない

し、製薬会社の首位は大阪が本社です。食肉も大阪に首位

の会社があるのですから、経済一流と呼ばれた日本の会社

は、東京にない事が多いものでしょう？これも第二次大戦



に東京で一手に力を握っていた図式とは、異なるために第

二のポツダム受諾にはなりにくいとは思いますが。」

絵山は感嘆の表情で、

「グランドマスターは日本語がお上手ですね。それに、そ

の知識は・・・」

「あ、いえ。わたしは母が、日本人だったのですよ。だか

ら、幼い頃から日本語を聞いて、話していたのですよ。日

本語の本も読めますしね。」

そういえば、シャンメルの脚は、そんなに長くない気が絵

山にはしていたので、これには納得させられたのである。

中心の分散

黒髪をポンと左で掻き分けると、シャンメルは、

「そう、福岡に新たなパワーポイントを作るのも、日本の

経済発展のためにもなるし、わたしの母は、まだ外国にい

ますが、とても喜ぶと思います。」



絵山は窓の外を見た。彼には、町田の風景も力なく見えた。

自分も先祖の土地に帰った方が、いいのかもしれない、と

思ったりした。

あの女

学校帰りに浜野と岡志大は町田の芹が谷公園に、いた。

あまり人はいないし、ベンチに座って、近くの樹木を眺め

ながら話をするのが楽しかったのだ。岡は白の携帯電話を

取り出すと、

「まだスマートフォンじゃないけどさ、いい出会い系を見

つけたんだ。で、教えたいと思って。」

浜野は興味で、にやつきながら、

「どんなものなんだ。教えてもらうよ。」

「これだ。写メでＯＫっていうんだけどね。とにかく登録

している女性のすべてが、自分の写メを、のせているとい

う事で話題なんだ。」

「顔を載せない方が、出会い系は多いのが普通だなー。そ

れに変な奴も多いし。」



「うん。大抵の出会い系って、女性登録は甘いだろ。それ

に無料だしな。ここは、女性もクレジットカードで認証し

ないと登録できない事になっているから、おかしなやつは、

いないみたいだよ。」

浜野は、急に、生き生きとした表情になり、

「そこに、おれも登録するよ。これは、面白そうだな。」

「ああ、そうしろよ。それに、ここはね、自前のメールア

ドレスが持てるんだ。男性には自慰メール、というものを

くれる。10 ギガの容量を使えるんだ。もちろんフリーアド

レスだし、その自慰メールの画面にはヌードの女性の画像

が、ついていて、それを見ながら送信できるよ。」

「自慰を、しながらメールしても、いいって事か。」

「そうかもな、おれは少し、しごいてから送信するし、そ

の画像は毎回変る、という楽しみが、あってね。」

「なんか、イクシーという、セックスでイキたい女性のＳ

ＮＳも、とうとう、できたらしいけど。」

「ＳＮＳじゃ、出会うのは難しいよ。おれは、使ってない

し、そこは女性だけの、たまり場みたいだってさ。」



浜野は岡に、その出会い系サイトを教えてもらって、そ

の場で登録してみた。彼らの目の前に、突然、若い男性二

人が通り過ぎて、近くのベンチに座った。

そのベンチに座った若い男性二人は、やはり大学生らし

かったが、座ると、いきなりあろうことか、抱き合ってキ

スをし始めたのだ。 浜野と岡が唖然として、それを見

ていると、顔を離した一人が、

「おまえら、何見てんだよ。おまえらだって、ゲイなんだ

ろ。おれたちと同じ事しろよ。見たいなら、もっと見せて

やる。」

抗議すると今度は、ディープキスをして、二人が舌を絡め

あうのが見えた。浜野と岡は、すぐにベンチを立ち上がっ

て、その場を早足で駆け抜けて行った。

最近のゲイの人口は急増中、であるという。なにせ結婚

しない男性が昔に比べて、ものすごく増えている。三十年

くらい前の八倍、ともいうらしい。これらの男性の中には、

もう女性には関与しないと決めてしまった人達もいるらし

く、ゲイのブームは 2012/05/01 現在でも、ひそかに進行中

なのである。なにせ、大手アダルトDVDメーカーでも、



男子社員をゲイもの、に出させつつあるようなので、少し

前にも体育大学関係の学生のゲイDVD出演問題、よりも

っと進みつつある感じだ。また、レンタルなどでも、ゲイ

ものが、はやりつつあるのかもしれない。ＡＶ関係者も、

これからは両刀使いであらねば、ならないのだろう。ただ、

浜野と岡は、そういう気は毛頭なかった。

アパートに帰った浜野は、先ほど登録した出会い系にロ

グインし、自分の住んでいる地域を検索した。すると、や

はり登録した女性の写メが、ずらりと並んでいる。その中

の一人の顔を見て、浜野はアッと声を上げた。

それは、あの心霊写真として写っていたＯＬ風の女だっ

たのだ。（もしかしたら、死ぬ前に、このサイトに登録し

ていたのかもしれない。）そう思った浜野は、取得した自

慰メールでメール送信画面を呼び出した。すると、若い女

性の上半身のヌード画像がメールを書くところの下の方に

現れていた。

件名 お久し振り

何か、この前、電話をくれましたね。死ぬ前に、ここに

入っていたのですか。



すると、一分以内にメールが返信されてきた。

件名 死んでも生きてます

死ぬ前に入っていたけど、こうやってメールの返信は、

できるのよ。よかったら、お会いしないですか。

浜野は返信されたメールを見て、ぞっとした。やっぱり、

あの女は、おれに電話してきたんだ。そう思うと、ピクピ

ク震える手で返信した。

件名 お会いしましょう

でも、ぼくに霊眼なんてないから、あなたが見えるかな

ー、と思いますけど。

今度は二十分くらいして返信が来た。

件名 ご心配なく

もちろん、霊眼がないと心霊は見えないんですけど、わ

たし、なんとかするし、今度の日曜日に町田駅前で会いま

しょう。時間は午前十一時が、いいな。

（なんとかするって、どうするのかな）そう思いながら、

浜野は返信した。



件名 了解です

それでは、待ってます。

実際に幽霊は来るのかと、浜野はいぶかしく思いつつも、

携帯電話のネット画面を終了させた。

福岡へ行く

魔術結社の「薔薇の星」福岡支部は、博多駅近くのビル

の一室であったが、シャンメルと絵山は本部の移転を計画

して福岡に向かう事にした。福岡は、いろいろと知られて

いるところだが、何と強姦の発生率が日本一、という年が

連続していた事も、あるところである。犯されたいという

願望のある女性は、福岡にくればいいという冗談のような

本当の話というか、実際のところ、福岡といっても東京よ

り面積も広いので、何処で行われているのかは発表もない

ようだ。筑豊地方に多いのかもしれないし、犯されるため

に福岡県を周遊したいというのであれば、それも一興だろ

う。ただ、そういう女性が、いるのかは、わからないとこ

ろ、ではある。



旅行代理店のツアーに福岡強姦体験ツアーなるものが、

あるわけもないのである。こういう強姦発生率は、福岡の

女性が誘発している事かもしれない、というより、そうい

う願望の女性が多いといえない事もない。不謹慎だと思わ

れるかもしれないが、引き寄せの法則だの、ワクワクする

事を実践しなさいだのという最近のスピリチュアル・ムー

ブメントに忠実な人間が、実は福岡には多かったりするの

かもしれない。閑話九大、いや閑話休題、それはさておき、

である。その九大、国立大学の九州大学が移転中なのであ

る。それでシャンメルと絵山は福岡支部を博多駅近くより

も、九大の移転先の近くに移してはどうか、と思っている。

２０１２年現在、残っている九州大学のある箱崎の土地は、

かなり近くの飛行機の離着陸でうるさい、というのも移転

の一つの理由らしい。

福岡支部

福岡に着いたシャンメルと絵山は、博多駅を降りると筑

紫口、すなわち南側の方から出た。



出てすぐに大型画面の映像が流れているのは、信号を渡

ったところのビルにある。人と車の流れは、いつもぎっし

りという感じだ。

こちら側から出てもあまり、福岡市の観光には役立たな

い。観光目的なら博多口という北の方から出ると、いいの

である。だが、二人の目的は観光にはないので、南から出

て歩いて二百メートルほどの場所にある、雑居ビルの一室

へ向かった。このあたりは、博多スターレーンというボウ

リング場以外、遊びの場所はない。

すべて、会社のビルかマンションで、分譲マンションも

あるのだが、小さな木造アパートというものは、すでに消

えていて、東京にもまだある銭湯などは一切ないのだ。福

岡市内からも銭湯は姿を消しつつある。ほんの数箇所にと

どまるほど、銭湯は消えている２０１２年現在である。

二人の前に一人の若者が現れた。やせて長身の二十代前半、

白いカッターシャツに黒のズボンという服装は、その辺の

ビジネスマンと変らない。右手を挙げると、

「お待ちしていました。福岡支部の文です。」



絵山は「こんにちは。」シャンメルは「元気そうね。」と、

それぞれに話した。「こんにちは。ええ、元気そうに見え

て、なによりです。」と笑顔を見せて、「支部に、ご案内

します。」と言うとトコトコと歩き始めた。

大宰府へ

絵山は、「ちょっと、待ちたまえよ。ぼくがタクシーを

拾うから、大宰府へ行こうよ。いいですね、グランドマス

ター？」

「ええ、もちろんですよ。わたしも、興味あります。」

文という青年は振り返ると、二人の近くにすぐ来た。近く

を通ってきた個人タクシーを、手をあげて絵山は止めた。

絵山が助手席で、シャンメルと文は後部座席に乗った。絵

山は快活な声で、

「運転手さん、大宰府まで。」

「はい、わかりました。」

博多駅から大宰府まで車で、そんなに遠くはない。ずっと

南に行くとシャープの福岡の大きなビルが見えてくる。そ

れを過ぎて、大野城市に入り、さらに南に行くと大宰府だ。



赤い橋が見えたら、そちらには行かずに、左折すると大宰

府政庁跡、という緑地帯に出るのだ。大宰府は古い歴史を

持ち、太宰府天満宮が有名だ。日曜日は特に太宰府天満宮

の方は人が多いが、政庁跡の方は緑地帯だけなので人通り

も少ない。その通りの一つの地点で、絵山は車を停めた。

観世音寺

という寺の前だった。大きな木が、いくつも並び、小さな

道は寺へと続いている。そこには、人も、ほとんどいなか

った。又、その寺の建物の古さは、異様なほど古いのだ。

何せ、千二百年以上も前に出来た寺なのだ。国宝の鐘も、

ぼろぼろという感じである。

ここは真言宗の開祖、空海が、しばらく滞在しなければな

らなかったところである。三人は本堂に行った。やはり人

は少なかった。それから絵山が先頭に立って、そこを出て

右折して、少し歩くともう少し小さな寺が右手にあった。

ここも見た感じは、相当に古いものである。

戒壇院



という寺で、三人は中に入った。ここには、誰もいなかっ

た。本堂の前には、お守りなどが置いてある。一つ三百円

程度のものだ。絵山は、

「ここは鑑真が最初に来たところだそうですよ。」

日本史上最大の

シャンメルは戸惑った顔で、

「仏教の僧ですか。」

「そうです。」

文は、

「そうですか。」

「ああ、ここで戒律を彼は、授けたのだけどね。まだ最澄

や空海以前の話だろう。この鑑真という人だけど、盲目に

なったという話があるけど、実際は、そうではなかったら

しい。それは、ある実話からわかるんだ。」

文は、

「何の実話ですか？」



絵山は星の瞬きのように微笑むと、

「この鑑真に人相を見てもらった姫がいるんだ。その姫の

名は東子（あずまこ）というんだけど、藤原仲麻呂の娘で

ね。大変な美人で、水鏡という歴史書には、彼女は世の中

に比較するものは、いないという意味の事が書いてあるら

しい。鑑真も、ここから当時の都である京都に行った。そ

の時に当代一の美人を彼は観ることになった。鑑真は彼女

を見て、

「千人の男と、やる人相だ。」

という意味の事を予言した。その事が、きっかけとなって

鑑真は、めくらだ、という噂が広まったのかもしれない。

盲目になった事にすれば、この姫の人相など見れないから

ね。しかし、鑑真は目は悪くなっていたかもしれないけど、

人相は見れたんだ。藤原仲麻呂はこれから後に、反乱を起

こして捕らえられ、彼も家族も死刑になる。その時に、こ

の東子は・・・今で言えばＡＫＢ総選挙なんてやっている

ようだけど、その当時の京都では一番の美人、と投票され

たに違いないこの東子だが・・・官軍側の兵士千人に犯さ

れたんだ。何日か、かけてね。」



文は眼を、ゆで卵のように丸くして、

「へえ、韓国も強姦は多いけど、これは又、すごいです

ね。」

「そうだね。日本史上にも類例は、ないみたいだ。しかも

公開の輪姦だったらしい。東子は次から次へと勃起した官

軍の兵士を多分、正常位で受け入れたんだと思う。当然、

中出しだったんだろうね。兵士は列を作って待っていたん

だろう。前の男が果てると、次に入れ替わる。そして又、

果てて、次へ。そこには観衆も、いたわけだし。」

文は苦笑いして、

「よくやれましたね。群衆の見守る中だったら、アダルト

DVDどころじゃないですよ。」

絵山は全くね、という顔をして、

「今のアダルトDVDでも、というか２０１２年５月５日

現在でもさ、いっぺんに千人の男性とやったＡＶ女優って、

いないものね。いるのかな、文君。」

「いや、よく知りませんけど。」



「とにかく今のＡＶ女優でも、この藤原東子には、かなわ

ないんだよ。７６０年頃の話だからね。当時は公開処刑も、

あったらしいんだが。正確には７６４年１０月の話らしい

けどね。まあ、秋だし兵士も元気いっぱいだったんだろう。

それに、かねてからお相手したかった東子と、できるなん

て夢のような気分だったんだろうね。」

シャンメルは、「・・・。」文も「・・・。」

「人相って、あたるらしくて、うん、美人って、そんなも

のなのかな。やっぱり男性なら美人とお相手願いたい、と

思うわけだもんね。それで美人も複数の男性と関係を持つ、

なんてよくある話だけど、この東子こそ、最強の美人なの

かもしれないね、日本史上。またさ、いや脚の間の股じゃ

なくて、千人の兵士を群衆の見守る中で勃起させる力、っ

ていうのもすごいな。」

文は素直に、

「ええ、すごいです。」

「次から次へと、中出ししていくから、凄い事なんだ。当

時はコンドームもないだろうし、ＡＶみたいに顔に、かけ



たりする事もないはずだからね。東子は超絶的美人だから、

みんな三分も、持たなかったのでは、なかろうかと。」

「・・・・。」「・・・・。」

「今のＡＶ女優にせよ、美人タレントにせよ女優にせよ、

こんな女性は全く、一人もいない。」

文は感嘆した顔で、

「世界の何処にも、いないでしょうね。数日で、というの

は、いるのかな、どこかの国では。しかし、知りませんで

したよ、そんな話。まず学校教育では、教えないでしょう

し。」

「ああ、教えないね。八世紀の話だけど、ほとんど知らな

い人も多いだろうな、日本人でも。あー、それから東子が

絶頂を迎えるより前に、どんどん早漏みたいにイってしま

ってた、みたいな気もするね。美人の方が、すぐ出るらし

いし。」

文は疑問を顔にして、

「何が出るんですか。」



「いやー、射精の事さ。だから美人って性的には不満なの

かなー。とにかく東子は、それだけの男性を拒否は、しな

かった。優しい超美人だな。」

文は、もっとも、という顔をして、

「今のＡＶなんて、比較になりませんね。」

偽りの日本史

絵山は少し考えていたが、やがて

「誰もが知っている日本の美女は、小野小町だね。ただ小

町は歌を詠んでいるため、有名なだけで才女とはいえても、

美人とはいえるかどうか。第一、絵にも正面から顔が描か

れていなかったし、東子のように世の中に比較する者がい

ない、と言われていたわけでもない。小町は９世紀の女性

だから、東子より四十数年後だけど、東子の千人を相手に

した話を打ち消すために、小町を大いにもてはやした、と

いう事も考えられなくはない。それに、今、小野小町の方

が藤原東子より、はるかに知られているのは、今までの日

本の歴史家の努力の賜物ではないか、と思うんだ。日本一

の絶世の美女が最後に千人斬りをしたなんて事実は、お子



様には教えたくないだろうし、一般向けにも、まずいんじ

ゃないか、と思ってきたんだろう。」

文はニヤリっと笑うと、

「日本の歴史家って、きんたまが小さいんですね。いや、

睾丸が矮小と言ったほうが、いいんでしょうか。」

「そうだね、真の日本一の美女を隠したいがための、小町

先生の噂作りに、いそしんだのだろう。だが、小町には穴

なし小町、という言葉まであって、有名だけど、つまりは、

知的美しさというものだっただけだろう、と思うよ。でも

そんなのじゃ、日本一の美女なんて大嘘で、やっぱり藤原

東子を、消し去りたい歴史家の意図もみえてくるな。」

文は深く納得した顔で、

「では、やはり藤原東子が、日本一の美女だということで

すね。」

「そうだな、世界に誇れるくらい、かもしれない。」

その間も寺の境内には誰も来なかった。黄色い蝶が三人の

近くを飛び過ぎていった。シャンメルは、



「あら、てふてふが、とんでいくやうですわ。」

絵山は感心して、

「グランドマスターも教養ありますね、大変に。」

「そろそろ、でませうか、ここを。」

絵山も、

「そうしませう。」

文の話

境内を出た三人は、絵山を先頭にして歩いていたが、文

は、

「この辺は、何もないじゃないですか。」

「ああ、大宰府は、都市としての発展には、取り残されて

いるね。」

絵山がいうとおり、大宰府政庁跡の近くには特に高いビ

ルもマンションもなく、店も小さなものが、ぽつんぽつん

とある程度だ。



福岡市のベッドタウンのような市が、大宰府である。太

宰府天満宮で、もってきたようなところもある。こういう

場所に左遷されて、菅原道真が悲嘆にくれた、という史実

も本当かと疑いたくなるような、のんきな田舎的な市では

ある。太宰府天満宮の近くに、店も、ぎっしりと立ち並ん

でいる。パワーストーンの店まで、あったりもする。文は、

「今度は、ぼくがおごりますから、喫茶店にでも入りまし

ょう。福岡市の方が、落ち着けますよ。広い店も、ありま

すし。」

絵山は軽くうなずいて、

「天満宮は、今日は人も多いし、帰ろうか。」

近くを通ってきたタクシーを、文が呼び止めた。今度は、

助手席に文が乗って、二人は後ろへ乗ると、文は景気よく

「福岡市の博多駅近くまで。」

「はい。どの辺ですか。」

「近づいたら言うから、スタートしてよ。」

帰りは早く感じるもので、えっ、という間に博多駅の南側

に着いた。 博多駅近くは、駅ビルと、その近くをのぞけ



ば、遊べるところは少ないので、日曜は天神と、その周辺

に大勢の人は集まる。だから、博多駅の南側なら、のんび

りとできるというわけである。

文の文学論

人通りもそんなに多くないビルの地下の喫茶店に、文に

導かれて、二人は入った。客は、いなかったのだが、奥の

方へ三人は進んだ。腰掛けて絵山は、

「なるほど、静かなものだね。君の名前は、文学男（ぶん

まなお）という字だけ見ると、あまりにも、出来すぎた名

前のように思うんだけど。」

文は、店主が置いていった水を一口飲むと、

「そう思われます。でも、僕の名前は近末学男だったんで

す。親父は日本人で、母は韓国人なんですね。ぼくが小さ

い頃、親父は他に女を作って、家を出て行った。それで、

母の姓である文を戸籍名にしました。そのせいか、それか

ら、ぼくは文学に興味を持ったんですよ。」

「ではオカルトには、あまり興味がないのかな。」



「そんな事ないです。薔薇の星の福岡支部長に、させても

らってますから。三十歳ですけど。」

「うん、熱心なので昇格させたんだ。」

「そう。ノーベル賞の詩人、イェイツも魔術団体「黄金の

暁」のロンドン支部長だったと思います。ぼくはイェイツ

のような有名人ではないけど、ぽつぽつと電子書籍で小説

を書いたりしてるんです。薔薇の星も宣伝したいし。」

「それには期待したいね。」

「それで、ぼくは日本文学の暗さというか、そういうのを

感じるんですけど、なんか自殺した人が多いし、そういう

人達の書いたものこそ日本文学だなんて、それは、いやに

なるんです。で、最近自殺した日本の文学者の死因を考え

ていたんですけど、わかった気がして。自殺した人、本当

に多くて名前あげたら芥川龍之介、有島武郎、太宰治、川

端康成と、いますが、川端をのぞけば、自殺した理由は才

能のなさを苦にしてのものだったと思うです。」

「そっかー、そうだね。それは、そうだろう。」



「でしょう？才能のある人が、自殺はしないと思います。

先に作品を書くものが頭の中にあったら、どうしても、そ

れを書きたいと思うはずだし、そのためにも、より生きて

文章にするはずだ、と思うんね。三島由紀夫も同じだと思

いますよ、彼は、それを派手にやった、それも日本人とし

て、すべきでない行動をとって。」

その時、店の主人が注文を聞きに来た。他に人は、いな

いらしい。文は、

「キリマンジャロ・コーヒー三つ、にしてください。」

「かしこまりました。」

文は笑顔で、

「ぼくのおごりです。それで三島由紀夫って国賊なのに、

今でも本は出てますね。あれ、よくないですよ。反社会的

行動をとる人が出たらいけないんじゃないかと、ぼくも文

だけど国籍は母もぼくも日本だし、愛国者とはいえないか

もしれないけど、文学って、そんなものじゃないと思うん

ね。芥川は長編書いてないから、そう、長編を書く才能が、

ないのを苦にしての自殺とも考えられます。それは太宰も



同じで、やはり長編といえるものは、ないみたいです

よ。」

「最近、映画監督が、よく自殺するのとは違っていたわけ

だ。映画監督は仕事が、なくなる事を苦にしてだと思える

ね。」

「ああ、当時の日本て、文学おおはやりで活字読む人いっ

ぱいいたのに、書けなくて自殺した人の作品を、ぼくたち

の教科書にまでのせてたですよ。ぼく日本人の学校ですか

ら。川端康成も老人になってからだけど、死んだのは書け

ないというのが原因だと思います。」

絵山は少し考える顔をしたが、

「そういえば東京は自殺する人が多いね。最近でもタレン

ト、女子アナウンサー、映画監督、いくらでもいる。これ

は東京の暗さもあるのでは、と思っているんだけど。」

「ああ、東京って暗いですね。ぼくは母と、はとバスに乗

って見物したくらいだけど、母は福岡の方が、いいって言

って。それで福岡に母と二人暮らしです。で、だもんです

から、ぼくは明るいものが読みたいんですよ。日本の文学



には暗いものが多くあって、それが正統みたいな。いやだ

なーと思います。それもこれも作者には自分には才能ない、

と思いながらも書いているって感じ。私小説なんて想像力

がないから、自分の体験談に色つけて出してるだけ。全く、

こんなもの読みたくもないの多いです。それで薔薇の星の

教団の文書は明るかったし、母も幸せにしてあげたいから、

今も続けてます。」

母子家庭

絵山はコーヒーを一口啜ると、

「君は日本の教育を受けた割には、韓国訛りが強いね。」

「いえー、ぼくは正しく日本語を話せますよ。ただ、親し

い人には母のような韓国訛りで話してみるんです。そした

ら日本人は、どう反応するかと見てるんです。そしてぼく

を韓国人として扱うかという、その感じを味わいたいんで

す。ぼくは母と同じ気持ちを味わいたくて。」

「まあ、ぼくらは君が韓国人でも別にかまわないよ、そう

ですね、グランドマスター？」

「ええ、気にしないのですよ、文君。」



文は、ほっとしたような、がっかりしたような気がした。

文もコーヒーに口をつけて、

「今、韓流ってネットで嫌っている人もいるけども、実は

電機メーカーはテレビをアメリカで売るのは韓国に負けて

いるんですよ。何故、韓国ドラマとかが勢いがあるかとい

うと、韓国企業が資本をテレビとかに、入れてるからと思

います。逆に日本のテレビは今、電機メーカーは大半は赤

字だから広告費も出せないでしょう。それで日本のテレビ

ドラマなんて面白くなくなるんでは、とね。ぼくはテレビ

は見ませんけど。」

「そうだね。テレビでは韓国に負け、電子レンジとか、な

んとかでは中国に押され、ってとこだよなあ。」

シャンメルが、いきなり割り込んで、

「今のままでは、日本の電機メーカーは赤字を続けるでし

ょう。これら日本の状況を一変させるためにも、ホルス神

の力が必要です。」

文は納得して、



「あ、ぼくも日本国籍だから、日本には勢いを取り戻して

ほしいです。母も日本国籍は、とってます。」

日本の現状

絵山は遠くを見たり近くを見たりして、

「それはそうだけど、日本人でもハイアールとか買うんだ

から。それで国も別に何もするわけでもないよ。安ければ

いいんだろうな。で、日本が家電を撤退する日は遠くない

とか、ハイアールの方では言ってるらしい。日本人は、あ

ぐらをかきすぎたんじゃないのかな。自分たちが、いつま

でも世界一だなんて、特に電機メーカーの人間は思ってた

んじゃないかと思うね。やれ、韓国ドラマが、どうとかい

うより日本の産業の一面が斜陽なのに気づくべきだと思う。

やっぱり金がかかっているものが面白いし、俳優にしたっ

てギャラが高い方が元気も出る。今の韓国は電機メーカー

だけでも少し前の日本みたいに沸いているんだ。ぼくも大

宰府では古い日本の歴史を話したけど、現代から眼を背け

てはいけないと思う。で、少し明るい話も出てきてるんだ。

それは、アメリカが中国の工場をやめるという話だ。それ

でアメリカ国内で数百万人の人を雇う計画らしい。中国人



の人件費が高くなったらしくて、手をひくそうだけど、日

本も、すでに、いくつかの会社は中国を引き払っているら

しい。アメリカの失業問題は実は中国にあったわけなん

だ。」

文は微笑んで明るくなると、

「日本の景気が、よくならないと母の仕事もよくなりませ

ん。中洲で韓国女性のキャバクラを、やってるんです。最

近は日本の家電メーカーの人達が来なくなったよ、と言っ

てましたしね。」

「ふーん。結構いるんだね、福岡市に韓国の女性が。」

「ええ、みんな若いんです。もちろん、韓国生まれ育ちの

美人が来ます。そして福岡の男性と、よく結婚します

よ。」

襲われて

町田の美術大学の日本画学科二年生の丘サレナは、北欧

人の父、日本人の母との結婚で日本に帰化したという家庭

を持っている。



彼女は小学校三年生までスエーデンで育ったが、以後は

日本の学校だった。それで自分の名前を続けて読むのが苦

痛に感じる年頃になったのが、高校三年の頃で、でも、そ

の事を親に言うのは何となく気まずい思いがした。彼女は

父親譲りの白い肌と彫りの深い顔立ちで、背は１７０セン

チはあったが、豊満な胸と尻を持つように育ってきた。そ

れでＪＲで調布の私立高校に通っている時によく、満員電

車で痴漢された。ひどく込み合ってくると誰も他人の動作

など見ていないために、彼女のスカート前面の上からパン

ティの部分を指で強く、さすられたり、後ろから豊満な両

胸を思いっきりつかまれたりした。その時、サレナは驚き

と共に快美感を覚えたため、痴漢ですと言う事もできない

まま、それらの男性の手は引っ込んだのである。又、後ろ

のスカートの上から硬いものを、こすりつけられている感

覚をよく感じていたが、それが男性の硬直したものである

と知ったのは、高校三年の夏に同級生の男性に、男子トイ

レの前で会った時に、自分の手を無理やりその男子生徒の

股間に当てられた時に感じたもの、と同じだと思ってから

だった。その生徒はラグビー部のキャプテンをしていた。

サレナが自分の手を振り切って戻すとその生徒は、



「丘、おれとどうだ？芹が谷公園のあるところなら誰にも

見られないから。」

と言うとにやっとした。彼女は何も答えずに自分の教室に

ミサイルのようなスピードで走って帰った。

放課後

その日の学校が終わって、丘サレナが原町田から芹が谷

公園の近くを歩いていると、

「おい、丘。おれひとりじゃあ、物足りなかったんだ

ろ。」

という声がして、目の前にあのラグビー部のキャプテンを

真ん中に、その両脇には、おそらくラグビー部の男子生徒

二人が、ぬわっと現れた。サレナは何か処女の危険を感じ

て駆け出したが、

「待てよ。」

とラグビー部のキャプテンに軽くディフェンスを体ごとさ

れた。彼女はキャプテンに、ぶつかると、彼にがっしりと

両肩を抑えられて、



「公園内に行こう。」

と耳元で言われた。抵抗しようにも強い力でサレナは公園

内に連れ込まれた。奥の森のようなところには、誰もいな

かった。サレナは又右手をラグビー部キャプテンの股間に

当てられた。それは学校のトイレの前の時よりも大きくな

っているという感じがした。キャプテンは他の二人に目配

せして、

「おまえらも触ってもらえ。」

と告げた。二人はサレナの両隣で彼女の右手と左手をそれ

ぞれ自分の股間にあてがった。（あっ）彼女は自分が、ち

くわの大きなものを両手で感じていると思った。少し手を

動かすと、それはシイタケか松茸のような気もした。

「おっ、手を動かしてくれたよ。いいぜー。」

「おれのも、いじってくれ、あっ、いきそー。」

二人は首を、少し傾けていた。

月夜



「おい、おれの続きが、あるんだ。それが終わったら、お

まえらも一人ずつ、この女を味わえよ。まずは、おれが味

見するからよー。」

キャプテンはサレナの両手を、二人の股間から引き離すと

思い切り彼女を抱きしめた。

「おー、たまんねえ。この前行った吉原のソープの姉ちゃ

んより成熟してんなー。」

と上ずった声を出しながら、ふくれあがった自分のものを、

サレナのスカートの上から彼女のＶゾーンに押し当てた。

「おい、おまえら、向こう向いて誰か来ないか見張ってて

くれ。」

「はい、キャプテン。」「わかりました。」

二人は背を向けて、公園の噴水の方を見ている。が、誰も

居なかった。もう夕陽は消えかかっていたので、黒炭のよ

うな闇が来るかとおもいきや、雲の間から満月が見えた。

しかし、すぐ雲が覆うと公園のいくつかの街灯以外灯りは

なかった。キャプテンは学生服のサレナの胸を揉みほぐし

た。彼女はいくらかの快感を感じたが、このままではいけ



ないと思いもした。逃げようと思いつつも、キャプテンの

荒々しい指は彼女の脚の間に触れた。その時、サレナは少

し脚を開いてしまったのだ。彼は彼女を草の上に寝かせる

と覆いかぶさって、彼女のスカートを下に下げ始めた。す

ぐに純白のパンティが露わとなった、その時、

「おいおい、坊や、こっちに来たら駄目だよ。」

と見張りの一人が声を上げていた。サレナが横目で見ると、

そこには中学生くらいの少年が立って見ていた。少年と眼

が合ったサレナは、

「助けて！警察を呼んで！」

と叫んだ。キャプテンは、かまわず彼女のパンティをずり

下ろしたので、サレナの濃い目のアンダーヘアが現われた。

丸い月

少年は冷静な顔で、

「やめろよ、まるたんぼうの脳なし野郎。」



と今はサレナのセーラー服の上を脱がせたキャプテンに言

った。彼女のふっくらとした大きなブラジャーに口をもっ

ていきかけたキャプテンは、少年を振り返った。そして、

「馬鹿野郎、何ぼんやりしてるんだ、このがきを殴って外

へ放り投げてこい！！」

二人は慌てて少年に詰め寄った。その時、雲は消えた。明

るい満月が、その場を照らすと、少年は、

「がるるるる。」

と獣の叫びをあげた。そして、詰め寄った二人を飛び越え

て、今は立ち上がっていたキャプテンに飛びかかった。

「うあっ、。」

少年に飛びつかれたキャプテンは、どしんとその場に尻餅

をついた。そして少年の顔を見ると、信じられない表情に

なって、

「狼だっ、こいつ！」

少年の顔は全くの狼に変貌していた。キャプテンに回して

いた両手も狼の毛むくじゃらな前足になっていた。その前



足の爪を、キャプテンの喉に当てた。ぐっ、と狼になった
少年が爪を立てると、たらたらたらと赤い血が流れ始めた。

「わおおおおおん。」

少年は吼えると、キャプテンの両眼を二つとも両手で抉り

取り出した。

「うわああああああ。」

絶叫のような悲鳴をキャプテンは、あげた。その両眼は、

ころころと草の上を転がった。

闇夜に

見張りの二人は眼を見交わすと、一目散にダッシュをか

けて、その場から逃げ出して行った。サレナはパンティを

降ろされたままの姿で少年に、

「ありがとう。こっちに来て。」

と誘った。もちろん彼女の眼には、驚きは隠せない。何故

なら、その少年の顔は、まだ狼だからだ。両手も狼の前足

である。



その頭部で人の言葉が、わかるのだろうか、が、狼の少年

は、キャプテンから離れて二メートルほどのところに座っ

ているサレナに近づいてきて、彼女の前に立った。キャプ

テンは、うううと呻きながら、

「眼が見えない。闇夜なのか、痛いいいいい。」

と口走っている。少年は振り返って飛びかかろうとした時、

サレナは、

「待って。あなたにお礼をしたいの。その男はほっておい

て、もっと近くに、来てちょうだい。」

その時、満月に黒い大きな雲がかかった。すると、みるみ

るうちに狼の顔と両手は、少年の顔と両手のあり様に戻っ

ていった。

「まあ、不思議ね。わたし、夢を見ているのかしら。」

彼女は口にしたが、ごそごそと苦痛にうごめく二メートル
離れたところの男の気配で、

「夢じゃないわね。よかった。ねえ、あなた、歳はいくつ

なの？」



「十八になったばかり。今日が誕生日だ。」

照れ臭そうに少年は答えて、彼女の半裸身をまぶしそうに

見つめた。サレナは微笑むと、

「それなら大丈夫ね。わたしの方が、少し早生まれ。ね、

抱いて。」

と、両手を少年に差し出した。

「あ、いいの？こんなところで。」

「もちろん、一番感じそうだわ。わたし処女だけど。」

「ぼくも実は童貞だけど、抱いていいのかな。」

初めて

サレナは黙ってブラジャーを外した。下着と同じ色の白

い巨乳がゆらゆらと揺れた。少年はひざまずくと、彼女の

西洋人の両胸の谷間に顔をうずめた。そして右から左へと

乳首を吸うと、それは尖って、ふくらんだ。サレナは長い

真っ直ぐな白い両足を大きく広げたので、大きな陰唇が、

ぱくりと開いた。少年は、ぎこちなくズボンを脱ぎパンツ

をおろすと、もう闇夜の薄い月に向かって、ペニスは伸び



ていた。右手で、それを握りつつ、彼女の迎える入り口へ

挿しこんでいった。サレナは経験した事のない快感に、頭

の中も肌と同じく白くなった。少年も、ぎこちなく、心地

よくペニスを出し入れし始めた。少し離れたところで、キ

ャプテンは寝転がって身をよじっている。草が、かさかさ
と音を立てた。サレナも快感で身をくねらせ、腰を少し動

かしているので、ガサガサ、と草がこすれる音を出した。

やがて、少年の腰の動きが早くなり、あっ、と小さく叫ん

だ。少年の射精を自分の中で感じたサレナも、

「ああーん。は、あああんっ。」

と美声で、尻を浮かせて身悶えた。その時、月が、ますま

す、まん丸くなったように現われると、少年の顔は次第に

狼の顔に変っていった。

サレナは、子宮の快感と目の前にある狼の顔を、見てい

る頭の中の混乱とで、気は変になりそうだったが、狼少年

は、

「大丈夫。今、顔を元に戻すから。」

と、サレナの膣の中で小さくなっていく、彼のペニスと同

じスピードで、自分の顔を狼の顔から少年の顔に戻した。

それから彼は、サレナから出た。



紅潮した顔で彼女は、

「よかったわ。初めてだったけど痛くもなくて、とても気

持ちいい。」

「ぼくも、そうだったな。あ、ぼく佐山牙っていいます。

孤児だから中学出て働いてるけど、君は学生みたいだ

ね。」

「ええ、もうすぐ卒業だわ。」

と色っぽく言いながら、足首から外れた白いパンティを引

き上げた。佐山もパンツを履いて、ズボンを履く。彼は、

セーラー服を身につけたサレナに、

「又、危ないかもしれないから家まで送っていこうか。」

「ええ、そうして。あなたの携帯番号を、それまでに教え

てね。」

「教えるよ。行こう。」

「そうね。行きましょう。まんこ、感じたわ。」

二人は、近くに転がったまま、両眼に手を当てて、ずるず
る動いているキャプテンの横を冷たく通り過ぎた。



西の海岸で

シャンメルと絵山と文は、福岡市の西の方の海岸にいた。

まだ海水浴客の来る季節、ではないため閑散としている。

その浜辺の向こうには島が見えるし、半島も見える。絵山

は、

「日本の海底には、大変な資源が眠っているらしいですね。

国連に申請した日本の海底の領土が認められたそうで

す。」

シャンメルはうなずいて、

「数十年先には、世界一の海底の資源国になるし、今の劣

勢の経済も、再び取り戻せると思います。そのためにも、

ホルス神をお迎えし、特に、その守護を仰がなければなり

ません。」

絵山は、

「ホルスの永劫は日本から始まる、という事ですか？」

「そう、もともとエジプトを守っておられましたが、エジ

プトの民の不信仰さに呆れられて、太陽にお戻りになった

のです。」



「アレイスター・クロウリーのところへ、使者を送ったの

は何故ですか。」

「それは、当時、イギリスは太陽の沈まない国、といわれ

るほど広大な領土を持っていたからです。今は、ありませ

んけどね。現在は日本にホルスの栄光を、現そうとされて

いるのですよ。何故なら日章旗の赤丸は太陽を表し、日の

本、つまり太陽の国である、と宣言しているからです。ホ

ルス様は、地球を整備された時、日本の海底に資源を集め

られたのです。それで、その資源に気づかない時は懸命に

働いてきたし、中近東のように石油だけで生活するように

もならないできました。」

「勤労してきた癖は抜けない、という時になって、豊かな

資源が現われたわけですね。これを実用化するためには労

働力もいるし、国策として、やってほしいものですが、又、

外国人労働者でも使ったりするのか、どうか。」

「さあ、とにかく、ここから見える海の底にも資源がある

し、かつてのエジプトのように何でもある国となるでしょ

う。エジプトにはないとクレオパトラが嘆いた雪も、日本

には降りますしね。」



天啓

シャンメルは博多湾を指差した。すると、その海面から

ぬう、と人の顔に体はイルカのような生き物が跳ね上がっ

た。絵山と文には一瞬で、よく見えなかったらしい。文は、

「今の、半魚人ですか。」

シャンメルは首を横に振ると、

「河童なのですよ。実は博多にも、カッパ伝説は、ありま

すが、岡に上がると、いじめられるので、海の中に潜んで

いるうちに体はイルカみたいになった、とテレパシーでわ

たしに交信してきたんですよ。」

二人は半信半疑の顔つきだが、絵山は、

「もう、出てきませんね。イルカもテレパシーを出してい

るとは、いいますけど。」

「そう。あのカッパは、最近の日本の出来事は天啓だと、

言ってます。」

絵山と文は、考えこむ顔になった。白い雲が、するすると

流れていく。



「それは中国からの人間を、雇う事の愚。あるいは観光目

当てで、古都に行く事の愚かさみたいなものを、天の戒め

だとカッパは言いたいのですね。」

シャンメルは右手を高く上げて左右に振ると、

「あのカッパは能古島に帰るそうです。時々、宝当神社ま

で遊びに行くそうですよ。あ、それから自分はイルカのコ

スプレをしているし、体は、もちろんカッパのままだと言

ってました。」

絵山は楽しそうな顔をして、

「では、伝説は本当だったんですね。時々、若い女性を、

さらっては、自分たちのすみかに連れて行ったセックスし

まくった、とかいうのも。」

画廊

緑川鈴代は二十代に、叔母の銀座の画廊、「銀月」で働

いた事があった。

アシスタントとして仕事を覚えた後、急に伸びてきたイ

ンターネットの美術ショップに社員として入社した。業績

は右肩上がりだったので、法外な報酬を貰えた。ネットシ



ョップ、とはいっても彼女は都内のあちこちに営業に回っ

ていた。主に学校、特に大学や医院それも、大きな病院を

回って、絵画の注文を受けるというものだった。

叔母の緑川鈴華は、行方不明となってしまったが、鈴代

は叔母と同じく、自分の画廊を銀座に持ちたいと思ってい

た。最近の彼女は、そのネットショップでは店長みたいな

感じで責任者として、管理を任されていて、それで高収入

なのだが、動く事は、なくなっていた。

そんな時、町田の美術大学生、浜野貴三郎との性的交遊

は、彼女にとって、何よりのストレス解消ではあった。仕

事人間の鈴代は、叔母の鈴華と同じように独身を長く続け

ている。

さて、その銀座であるが、昔の銀座と何が違うかといっ

て 2010 年あたりには、中国人を多く見かけるようになった、

という事だろう。数十人位の中国人が固まって、銀座の歩

道のわきのところに座り込んでいる姿も見られる。現に鈴

代も、金を持った中国人に絵を売った事もあった。そんな

彼女も、ついに銀座に画廊、「金月」を開店させた。



彼女は、ネットショップの営業の頃に知り合った得意先

に、案内状を送った。電子メールなどというものでは、や

はり、誠意が伝わらないと考えたからだが、何でもネット

で売れる、と思ったら大間違いなのである。特に美術関係

は、あまり売れないものなのだ。

一つは高額であるという事もあるし、画像では、絵のよ

さが伝えきれない、というのもあるだろう。

金月を開店させる前に、鈴代は浜野に絵の制作を依頼し

てみた。場所は、ホテルに行く前の、小田急デパートの最

上階のレストランで、

「今度、銀座にね、画廊を出すから、何か絵を描いてみな

い？」

浜野は、パフェを口にする手の動きを止めて、

「それは、すごいですね。よかです、やってみますよ。」

と答えて、にこやかな顔をした。

「買い手が、つくまでは、お金を払えないけど、それでも

いいかな。」



「もちろんです、ま、もしかして売れんのじゃないか、と

思うですけど。」

「それは、やってみないと、わからないわよ。わたしも浜

野君の絵って、まだ見た事なかったわね、そういえば。」

「ああ、学校で描く分しか、まだ描いてないですから、何

とかしてみます、緑川さんの店のためにも、がんばります

よ。」

「そう、がんばってね。この後のホテルで頑張った分には、

すぐにお礼を払うけど。」

鈴代は二十代の女性のような眼をして、ウインクした。

浜野は、ごくりと生唾を飲んだ。鈴代は浜野には、避妊具

なしで終わりまで、セックスを、させているのだ。妊娠し

たら、という浜野の問いにも、

「その時は、その時だけど、わたしも三十も半ば過ぎだし、

大丈夫だと思うけどね。」

と呆気羅漢とした表情で答えたものである。

絵の制作



それから浜野は、町田駅近くのビジネスホテルで、緑川

鈴代と逆援助をして報酬を貰い、自分のアパートまで歩い

て帰った。

町田駅前の商店街には女子高生が、よくうろうろしてい

るが、実際、いけない事を求めて、パパを探している場合

もあるのだろう。さっきも浜野は、女子高の制服を着た茶

髪の女の子に、物欲しげな視線で見られた。が、浜野の頭

は頼まれた絵の製作で、ぐるぐると土星の輪のように回っ

ていたのである。浜野は、なんとなく美術の道を選んだだ

けで、有名な画家になろうという気持ちもなかった。それ

が、振って沸いたようなこの話。

部屋に帰って一時半の画面をパソコンで見た時、ハッと

浜野は思った。そういえば、あの女と会う約束だった。で

も、もう大分、時間もすぎているから、いいや、と思い絵

筆を手にして、机の上の画用紙に描き始めようと構えると、

スススススと細かい筆は、黒い線を描き始めた。

（なんだ、これは）

それは、まさに、自動筆記みたいな感じで、絵が描かれ

ていくのだ。浜野の右手は、自分の意思で動かしてはいな



い。手が勝手に動くという感じである。三十分にも渡って

動いた右手は、最後の線をえがくとピッタリ、ピタッと止

まり、上に絵筆を持ち上げて、右に動いて筆をおろした。

さっきは緑川鈴代で、何回目かの筆おろしをしたのだが。

できた絵を見て、浜野は天地がひっくり返るような感覚を

感じた。

絵に現われたのは

それは、あの女が裸体となって描かれていた。

今日の午前十一時に、町田駅前で会う約束をしたあの女

である。幽霊だと思っていたのに、その裸身は、あまりに、

なまめかしい。 アンダーヘアも、濃い色で描かれている。

浜野は即座に勃起したが、気を落ち着けて、眺めている

うち自分も全裸になっていた。その時、携帯の着信音が鳴

ったので、見てみると新着メールだった。それはあの写メ

でＯＫ、という出会い系サイトからのメールで、あの女か

らのものだった。

件名 遅いわね。



もう来ない、と思って帰ったけど、あなたの残留思念が

町田駅の小田急デパートの近くにあったから、それを追っ

ていくと、あなたのアパートの部屋が、わかったわけ。で、

今あなたの頭の中をコントロールして、あの絵を描いても

らったのね。どう、そんなに驚かなくても、こんなのオカ

ルト的な事の、ほんの初歩のものだわ。

浜野は全裸で、それを読むと急いで返信した。

件名 ごめん

ちょっと大事な用が、できたもんだから、ぼくの将来に

も関わるものでねえ、今からでも会いに行くよ。Ｉは会い

に行く、なんて。

それを送って、五分もせずに返信が来た。

現われた女

件名 玄関前に

いるわ。ノックしても、いいかしら。

浜野は蒼ざめていったが、少し震え始めた指で、

件名 もちろん



できれば、ノックして。

トントン、と木造の玄関扉が叩かれた。浜野は心臓がペ

タンコになりそうな感覚を覚えつつ、玄関へ駆け寄ると急

いでドアを開けた。

（あっ）そこには、あの携帯電話に写っていた、そして出

会い系サイトに載ってもいた、あのＯＬ風の女性が立って

いたのだ。その女は、

「はじめまして、ね。そんなに、こわがらなくても、いい

のよ、だってわたし、幽霊じゃないのだから。」

「えっ？じゃあ、あの下半身だけの死体は・・・。」

「こんな場所では、そんなこと、話せないわよ。よかった

ら、あがってもいい？」

「あ、いいよ、あがれよ。」

浜野の六畳一間の部屋に、その女は上がってきた。浜野、

今見ているのは夢かと思いつつ、

「まあ、狭いけど、座ってよ。幽霊じゃなければ、君は一

体・・・。」



女は座ると、

「生身の人間よ。わたし、名前は与我那美子（よがなみ

こ）、っていうの。」

「ああ、ぼくは、浜野貴三郎（はまのきさぶろう）って、

いうんだけど。」

「そう、覚えておくわ。でね、わたし、自分の名前の姓だ

と思うんだけど、あ、せいは、かばねの姓ね、それで姓の

せい、なんてね。うまいと思わない、それ、どうでもいい

けど、名前の影響だったのかな、ヨガを始めたのが六歳の

頃で、場所は福岡市中央区のヨガスタジオに父に連れられ

ていったのね。わたしの父はインド人なのよ。カレーの店

を福岡市に、いくつも持ってて、今度、町田にも出すんだ

けどね。それでさ、名前は那美子、だから、ヨガ並み子、

みたいで、いやなのね。だって、長い事、ヨガをやってき

たから、与我最優子（もゆこ）、に改名したいって父に言

ったら、いいよ、っていってくれて。今、改名中なんだけ

ど。」

あれは秘法



与我那美子は、ほっと、そして、もう一回、ほっと息を

つくと、

「父の店のために、町田を調べまわってたんだけど、わた

しさー、いたずら心が湧いてきて、やったんだー。」

「なにを、したんだ、あ、ぼくは熊本出身だけど。」

「そう、熊本なら行った事あるわよ。それでね、上半身と

下半身を切断して、下半身を芹が谷公園のベンチに置いた

わけ。」

「いえええええ。そんな事、出来るのかあ。うそ、ついた

ら、いかんよ。」

「それがねー、ヨガの秘儀なのね、これは。もっと上達す

れば、手とか、頭も切り離せるのよ。」

「そういえば、警察は、あれから下半身が行方不明になっ

たと発表してたねー。」

「でしょ、わたしが引き寄せて、自分の上半身とくっつけ

て、元通りにしたんだから。これはインドっていうか、ヒ

マラヤで修行して身につけたのよ。幸いわたしの父の友人



が、インドでヨギだから、そのつてで、行けたんだけ

ど。」

「そうは聞いても、信じられないなー。本当に生身の女性

ですか、あなたは。」

与我那美子は、にこっとすると、

「わたしの手に、触ってみてよ。」

と言いつつ、右手を浜野に差し出した。浜野は、それを右

手で握ると生暖かった。離すと、名残惜しい気がした。

出会えて

与我那美子は明るい表情で、

「とにかく会えて、よかったわ。今日の待ち合わせには、

すっぽかされるし、会えないかとも思ったんだけど、でも、

あなたは町田駅の小田急に来てたわね。」

「そうだったなー。でも、あれから、ぼくの携帯に写した

写真に起こった変化は、心霊現象だったのかな。」

「いえ、あれもね。わたしが念を送って、あなたの写した、

わたしの画像を変化させたのよ。」



「それもヨガの秘儀か、何かなのかな。」

「それは、ヨガにはないけど、わたしがヨガの修行を通じ

て得た能力なのだわ、きっと。やれるとは、思ったのよ。

自分の携帯に撮った写真の画像は、変化させられたか

ら。」

「それは、超能力だなー、全く。」

浜野は感心したように、右手を顎に当てた。与我那美子

は結跏趺坐の姿勢を取ると、何やら印を結んだ。すると、

彼女のシャツは、するり、と取れてしまい、赤いブラジャ

ーと白い肌が、浜野の眼についた。

「ええー。とても、いいけど、これは、意図してやったの

かい。」

美那子は又、印を結ぶと、服をつけた姿に戻った。

「そうよ。意図してね。あなたが版画美術館のところで、

わたしの下半身を写真に撮ったのは、わたしが意識体を下

半身に置いていたから、わかったわ。それで、その日は、

わたしの意識体が、あなたの後を追っていったわけ。」

「それで、不思議な現象が起こったわけだ。」



「わかってみれば、不思議じゃないかもね。どう、あなた

もヨガをやってみる気、あるかしら。」

「ぼくは、ちょっと・・・考えてみます。」

身の上話

浜野は、続けて聞いてみたい事を問いかけた。

「与我さんってＯＬなのかなーと思って、あの、顔が、な

にか、そんな感じだから。」

美那子は、ふふふ、と小さく笑うと、

「いいえ、ＯＬは、した事がないのよ。高校を出てインド

に行って、ヨガの修行をしてから帰国して、それから父の

カレーの店を手伝ったりしていたのが長くて、それは、お

勤めって感じだったからＯＬみたいな顔に、なったんじゃ

ないかとね。」

「ああ、それでね。インドで、できるようになった凄いこ

とって、何かある？」

「それはね、多分実行しないけど、自分で死ねるようにな

ったというか、そういう技法も身につけたのよ。これはヨ



ガナンダという人が、自分が死ぬ時に、やったものなの。

つまり、脳のある部分を意図的に停止させるのよ。途中ま

でやったけど、だんだん意識が遠のいていくから、これ以

上やると死ぬんだ、と思って、やめたの。これは、結構高

いヨガのテクニックだわ。」

「なんか、色々できるんなら、動画でも撮って、動画共有

サイトにアップロードした方がいいような・・・。」

「あれは、疑いの目で見る人も多く出そうね。でも、版画

美術館のベンチで発見された死体の謎は、迷宮入りね。」

「ぼくが、話しても、誰も信じないだろうな。」

「わたしが話しても、同じと思う。ヨガって、美容と健康

の体操みたいに思っている人も多いしね。」

美那子は、そこでウーン、と背伸びした。ふっくらとし

た両胸が、形よく、シャツに浮かび上がる。

今は



ふくらんだ、その胸に浜野の視線は流れたが、美那子が

両手を下ろすと、すぐに丸みは消えた。彼女は浜野に顔を

向けると、

「出会い系も、ただ入ってみただけだったし、浜野さんを

追ってみたのも、ただ、自分の能力を試したかっただけな

のよ。悪いけど、男女関係なんて、考えていないから、今

日は、この辺でね。失礼。」

すっ、と浮き上がるように立ち上がった美那子は、滑る

ように玄関まで歩いていくと、ドアを開けて出て行った。

中から鍵をかけた浜野は虚脱感に襲われたが、

「あの絵、あれを緑川さんに持っていこう。いい加減だけ

ど、何か面白いことに、なるかもしれないなー。」

と一人で話してみた。机に戻って、その絵を見ると、やは

り人間離れのしたタッチがある。色も数種類でしかないが、

カラフルだ。その絵の左に名刺が置いてあった。

カレーショップ ヨギ 東京都町田市原町田三丁目・・・

（０４２）６２３－ｘｘｘｘ

与我那美子



ざっと見たので細かなところは読まなかったが、住所も

電話番号も載っている。（ちゃっかりしてるよ、あの女）

電話した女は

ただ、と浜野は思い出した。あの携帯に写った幽霊です

よ、と電話してきた女の声とは、与我那美子の声は違う気

がする。それに緑川鈴代のことまで話していたが、それに、

わたしが相手にしてあげる、とも言ったのに、美那子は、

さっさと帰ってしまった。何故・・・その時、携帯電話が

鳴った。

「はい。浜野です。」

「あ、わたしよ。今さ、私の事を考えていたでしょ。」

あの女だ。声は、やはり美那子と違う。

「そうだけど、あんた一体、誰？」

「あはははは。わたしね、美那子の死んだ姉、なのよ。そ

れで、あの事件で、美那子から通信してきたから、色々調

べて電話してみたの。面白かった？」



「そ、そんなー。なんか、怖いです。本当に、あなた、幽

霊なんですかあ。」

「それは、美那子に聞いたらわかるよ。でも、わたしこれ

で、いたずらは、やめるから。あんたと美那子が、どうな

るか楽しみだわ。」

浜野の感覚は、ますます、混乱していた。

「でも、美那子さんは、ぼくとは、男女関係・・・。」

プチ、と携帯電話が切れた。ひゅーうううう、と窓の外に、

つむじ風がした。浜野がレースのカーテンを開けて、外を

見ると窓の外に与我那美子の姉らしき顔が、笑って映って

いる、と思った瞬間、それは、すでに消えていた。

回春

ひまな大金持ちの白山吾郎にとって、目下の趣味は若い

女性だ。

孫の田宮ユナも、いい年頃だが、まさか孫娘に手を出す

わけにはいかない。ユナは母の可奈には、あまり似ていな

いためか、愛情もそれほど湧かないのも事実だ。そんな平

日のある日、原町田の商店街を夕方、散歩していると、向



こうからやってきたのは、セーラー服を着た女子高生だ。

彼女と眼が合った吾郎は（いい顔しているな、キャバ嬢に

でも、なれそうだ。）

「おじさん、わたしを遊びに連れていってよ。」

と女子高生の方から、声をかけてきた。

「ああ、ゲームセンターにでも、行くか。」

「そうねー。どこでも、いいけど。」

「それでは、行こうよ。もう目の前にあるよ、ほら。」

吾郎が指差したところが、町田のゲームセンターだった。

二人で入ると、中は老人ばかりが眼につく。ひまで金を

持っているのは、年寄りばかりなのが今の日本だ。吾郎の

ように若い女性に興味を持つ老人など日本には、そんなに

いない。これが中国ともなると事情は少し違う。香港でも、

七十代の男性が二十代の女性と、つきあうなどという事も

ある。極めつけは、モンゴルの九十九の男性と十八歳の女

性との結婚という話だ。おまけに、その女性は妊娠したと

いうから驚きだろう。イギリスでも、百歳を越えて女性を

強姦した罪に問われた男性もいる。かなり昔の話だが。



「ＵＦＯキャッチャーを、やりたい、わたし。」

と、その女子高生は言うと、ゲーム機の前に行った。透明

なガラスの中に景品が入っている。吾郎は追いつくと、

「こんなもので、いいのかい。何回でもやりなさい。」

と話すと、ブランドらしい財布の中から、一万円を取り出

して女子高生に渡した。

満足

一時間も、そのＵＦＯキャッチャーで遊んだ二人は、か

なりな景品を手にしていた。開けてみると、実用性のある

ものばかりだった。カラーコンタクトレンズも、あった。

吾郎は自分が当てたものを、

「あげようか、君に。」

「いいえ、いいんです。わたしのバッグには、もう入らな

いし。」

ふーん、感心な娘だ、と吾郎は思った。それに言葉遣いも、

最近の若い女のような口調ではないのが又、吾郎の気に入

った。近頃の若い女は、だよねー、だの、そうですよね、



など、うっとうしいにもほどがある、と吾郎は思っていた。

いつの頃から女言葉が日本で、なくなって、いっているの

だろう。中には、ぼく、や、おれ、という、つわものの女

もいる。

これこそ学校教育の成果か、いや狂育だ、と吾郎は思っ

ていた。草食系男子とは、いうけど、

「ぼくさー、近頃 SNSに、はまってて。」

なんて言う女に性欲を感じるものか、どうか、と吾郎は思

う。ゆとり狂育は男を女に、女を男にしたのか、と吾郎は

考えていると、

「おじさん、外に出ましょうよ。もう、ゲームは飽きまし

たもの。」

と、その女子高生は言って、爽やかに微笑んだ。

「そうだね。では、喫茶店でも行こうか。」

「ええ、喜んで。お供します。」

喫茶店で

ゲームセンターを出た吾郎は、目の前を指差すと、



「そこに、喫茶店があるよ。アルマンっ、て書いてあるね。

入ろうかな。」

女子高生を見た吾郎に彼女は、こくり、と華奢な首を傾

けて、うなずいた。店内は中世ヨーロッパ風だった。バロ

ック音楽が流れている、落ち着いた雰囲気である。二人が

向かい合って座って、黒の衣装に身を包んだ若い女性のウ

ェイトレスが、コップの水を置きに来た。吾郎は気さくに、

「レモンティー二つ、頼むよ。」

「レモンティーを、おふたつですね。かしこまりまして、

ございます。」

軽く会釈をして、ウェイトレスが立ち去ると吾郎は、

「名前を名乗らないと、お互い変な感じだな。私は白山吾

郎といいますけど、君は。」

「わたし剣上エリ、といいます。覚えていて、ください

ね。」

「ああー、覚えておくともさ。変った名前なら、特に覚え

ておける。高校三年生なのかな。」



「そうです。毎日、退屈しているんです。高校出たら、す

ぐに働こうかなっ、て思っています。大学なんて退屈で、

行けそうもないし。」

「それは、いい。私ね、会社を経営してるんだよ。よかっ

たら、うちにおいで。」

「ええっ。わたし、母と同じように、キャバクラで働きた

いんですけど。」

吾郎は、両手で制止するような動きをすると、

「いや、それは、やめようよ。私の見たところでは、君に

は霊感というか、もしかしたら超能力みたいなものが、あ

るのかもしれないと思う。酒は、それを駄目にするしね。

貿易の仕事だけど、難しいことは、しなくていい。少しす

れば、私の秘書にしてあげても、いいかな。」

吾郎は、穏やかに微笑んだ。

決意

先ほどのウェイトレスが、



「失礼いたします。レモンティーで、ございます。ゆっく

りと、おくつろぎ下さいませ。」

注文の品と、真っ黒な、おしぼりをガラスのテーブルに置

いた。

剣上エリは、

「それは、うれしいな。母も喜ぶと思います。わたし、私

生児なんです。」

「ほお、そうかね。ま、お茶を飲みなさい。おしぼりは、

冷たくていいね。そんな身の上だから、うちに入れないな

んて事は、ないから安心しなさい。自分を不幸だなんて、

思ってはいけないよ。」

「ええ、時々、父は、うちに来てくれるので、本当に不幸

とは、いえないんじゃないか、と思います。」

「なんだか、事情は、わからないけど、君のお父さんも、

その相手と離婚して、君のお母さんと一緒になればいいの

にな。」

「ええ、でも父は有名な画家ですから、そうは、いかない

らしくって。」



「ふーん。画家なら、自由に生きたらいいのにな。」

「今度、父に会ったら、そう言っておきます。社長に、そ

う言われたって、言いますわ。」

吾郎は苦いコーヒーを飲みながら、笑いを浮かべているよ

うな表情になった。

「父はいつも、いないけど、わたし母に愛情を、いっぱい

受けて育ったんです。高校を卒業したら自動車免許を取っ

て、それから高級車を買ってくれる、って言われたんです、

わたし。」

「あ、免許は、うちでも費用は出すつもりだ。そうか、そ

れじゃ運転手も、やってもらおうかな、そうなったら、給

料もすごく払えるね。」

吾郎は、いたわりの笑顔を浮かべていた。

ヒモ稼業

親戚の誰かに影響を受ける、という事は誰にでも、ある

ことだろう。



町田市在住の市川朱夫（いちかわあきお）は町田市役所

に勤めていたが、叔父の市川明夫に感化されて、専業ヒモ

職への道を歩んでいた。

市川明夫は、町田市の隣の神奈川県相模原市に住んでい

るが、新宿のキャバ嬢を、次から次に手玉にとっては自分

に貢がせていた。この不景気でも金のある人間は、いなく

なるわけではない。東日本大震災で、てんやわんやの電力

会社の重役なども、遊びの一つはキャバクラだったりする

のだ。市川明夫は町田のキャバ嬢、デリヘル嬢にも手を出

していた。どうせ彼女達の職業は長続きしないのだ。そう

なったら、次の女を物色する。

「おじさんは、すごいけど、ぼくはヒモは、できないと思

うよ。」

原町田のパチンコ店で、となりの台に向かっている明夫に、

おなじく朱夫は話しかけた。明夫はパチンコの台を見なが

ら笑うと、

「馬鹿だな。ヒモは真面目な人間の方が向いているんだ。

考えても見ろ。不真面目な男に女が貢ぐか？」



ルルルルルルー♪と店内で音がしている。

「あっ、そうだね。大当たりは・・・ああ、逃した。じゃ

あ、ぼくも挑戦してみるかな。」

「やれよ。しけた公務員なんて、やってんじゃねー。ヒモ

なんて働く必要は、ないのさ。おれは、一日の半分はパチ

ンコで、後は図書館に行ったりしてるよ。」

「へーえ。真面目なんだね、図書館って。」

「いや、仕事のうちさ。最近は活字離れの馬鹿どもばっか

りだから、読書して知識をひけらかすと女は惚れ込むんだ。

いい時代だろ？特に最近の若い奴は本も読まないから、そ

んなやつらには楽勝だよ。簡単に女なんて手に入る。朱夫

も読書に励めよ。そうしないと、その辺の本を読まない若

いのと同等に見られて、金なんか貢いでもらえないか

ら。」

ヒモ稼業２

朱夫は、なるほどと思った。そういえば、おれも最近本

を読んでいないな、パソコンばっかり見てるけど、ひとつ

電子書籍でも買ってみようかな、と考えつつ、



「知性で女を縛る、ってわけだね、おじさん。」

「そうさ。空手や何か、やって強くなっても逆に女は逃げ

出していく。だからというか、もちろん武道なんてやる人

はヒモなんてしないけど、武道をやるのはヒモになるのに

マイナスだね。恐怖じゃ女を縛れないんだ。後は、自分の、

いちもつ、だね。」

「ああ、結局は、それが一番なのかなー。」

朱夫は、にやにや、した。公務員でも仕事中にアダルトサ

イトを見て処分された人達もいるのだ。

「一番かもしれないけど、最初に持ってくるものでもない。

まあ自分のものを東京タワーからスカイツリーに変えたほ

うが、いいとは思うね。努力次第では、なんとでもなるけ

ど、最近の草食系男子とやらは、むしろゲイに走りつつあ

るし、ハーレムも夢じゃないよ。」

「スカイツリーも開業したし、新たな人生は、自分のもの

次第っていうことだね、おじさん。」

「そうだ。おお、出た、出た。パチンコも極めれば、女か

らの上がり以外にも収入があるし、恥にすることは何もな



いよ。ライオンなんて餌を持ってくるのは、メスライオン

だそうじゃないか。なんで人間様の男が女とやらに、せっ

せと稼いで貢がなければいけないんだい。朱夫もパソコン

やってるみたいだが、ネットビジネスよりヒモのほうがラ

イバルは圧倒的に少ないし、金になるよ。ヒモなんてあん

まり誰もやらないから、おれは成功しているのかもしれな

いし、チャンスを逃さないようにな、朱夫。」

主夫

ドル箱を又、一つ下に置いた市川明夫は、右にいる甥に、

「それにお前の名前さ、音読みしたらシュフだ。今までシ

ュフといえば、家庭の主婦って事だったけど、今の時代、

主夫とは男の仕事だ。今は亡きビートルズのジョン・レノ

ンも主夫をやっていた。つまりそれ相当な女なら、働いて

収入も高いから、男が家事をやればいいんだ。財布のひも

は、ヒモが握る、なんて、うまいだろう？洒落じゃなくて、

うまい話だ。海外でも、結構、はやり始めたらしいし、日

本でも、すでに主夫は出始めたようだな。」



「そのうち「主夫と生活」なんて雑誌が出たりなんかし

て。」

「ああ、昔ならな。でも、今は雑誌は、どんどん廃刊にな

っていっているから電子版で「主夫と生活」を朱夫、おま

えが、やればいいのさ。」

「主夫と生活社の社長になるのも、悪くないな。それで風

水の本、あっ！」

朱夫は自分の右に座った中年の男を見て驚いたのだ。そ

の男はテレビで風水師として有名になった過去があったが、

今はすでに風水のインチキさを見抜かれて支持する人もい

なくなり、そういえば「パチンコ風水」なるものを唱えだ

したのは、インターネットのその男のサイトで見たことが

あった。その男は弟子らしき若者を、そのとなりに座らせ

ている。風水先生は口を切った。

「いや、ぼくは知らなかったんだよ。ただテレビ番組に出

て下さいって言うから、出て風水指導をした。自分は風水

の古本は、いっぱい持ってるし。その中から適当に選んで

指示すると、大当たりした。けど。」



弟子は暗い顔をして、右手はパチンコのレバーを押さえた

まま、

「それが、すべて番組制作会社のヤラセ、だったんだそう

ですね。はやらない店には、モニター募集と称して裏で人

集めして、エキストラとして店に行かせて、あとで謝礼を

する。もちろん飲食代も後から伝票を提出させて、その製

作会社が経費で落としたらしいですよ。」

「ていうのが、ネットで、ばらされて。パチンコにも風水

は効くかなと思って始めてるんだけど、郊外の町田じゃな

いと、ばれそうだし、マスコミに。」

その男はパチンコ店内が騒々しいので、声をひそめもせず

に話していた。朱夫は耳がいいので、逐一聞きだすのに成

功していたのだ。

努力もせずに

過去有名だった風水師は続けた。

「そもそも、おれもね、占いは、やってたけど風水なんて

興味なかった。でも、世の中風水ブームとか、だったから

やってみたら、風水の古本を集めているのは自分が一番だ



ったんで、何かと権威のように振舞ったが、製作会社がヤ

ラセをしてたなんて、ね。」

弟子は狡猾な笑みを浮かべると、

「でも、手はありますよ。特に主婦なんて何もせずにラッ

キーなことが起こる風水なんてやつに、すぐにひっかかり

ますからね。」

「ああ、馬鹿主婦だろ。おれたちのいいカモだよ。パチン

コ風水は二人で作り出そう。」

「ええ、世界初のパチンコ風水です。どうせ最初に寄って

くるのは主婦とかですから、適当にやっても・・・。」

「いや、それなりの風格を出すためにも、少しは取材に時

間を取ろう。番組制作会社のものには出られないから、こ

ちらで作るんだ。そうしないと、今度はもう、終わりだろ

うな。」

「そもそも風水なんて・・・。」

「あるようでないみたいだけど、主婦の夢と希望を輝かせ

てあげるんだから、化粧品みたいなものだ、と思えばい

い。」



「なるほど、占いなんて、そんなもんですね。ぼくたちは

精神の化粧品を作り出す仕事をしてるんだ、と。」

「うまいこと言うじゃないか。おれの古本を今度たくさん

貸すから、それで勉強しろよ。」

「はい、風水先生。」

二人はパチンコ機種を、じろじろ眺め回しながら打ち続け

ていた。

開店準備

画廊を開店させるにあたって、緑川鈴代は画家の田宮真

一郎に接触を図った。

叔母の緑川鈴華の銀座の画廊、「銀月」は田宮の絵の力

で有名になった。自分も、そうならないかな、と鈴代は考

えてみたのだ。そううまくいく世の中でもない、と思いは

するのだが、有名画家である田宮の絵なら売れるはず。

しかし、このところ田宮は絵の制作をやめているらしい。

叔母の銀月で会ったこともある田宮の電話番号は、メモに

記録していたので、携帯電話で交渉してみた。



♪♪♪「もしもし、田宮です。」

「ご無沙汰、しております、わたし、以前、銀座の画廊

「銀月」で働いておりました、緑川と申します。」

田宮真一郎は蒼ざめたが、電話の向こうの鈴代に伝わる

わけもない。緑川といえば真一郎が、ああいう関係で絵が

売れて、しかし行方不明になって久しいし、もう死んだと

思っていたから、もしかして霊界から電話を、かけてきて

るのでは、と思ったりしたのだ。

「・・・・・。」

答えない田宮に、鈴代は、

「いえ、わたしは、叔母の緑川鈴華では、ありません。姪

の緑川鈴代と申します。今度、叔母と同じように、銀座に

画廊を開く予定ですので、なんとか、お力添えを、いただ

けないかと思いまして。」

真一郎の顔は、平常に戻った。ふ、と息をつくと、

「ああ、絵の依頼ですね。ここのところ、絵は描いていな

いんですよ。だから、いつになるか、わからないなあ。そ



ういえば、あなたの声、銀月で社員にいた女性の声と同じ

ですね。姪御さんとは知りませんでしたよ。」

どうすれば

やはり、田宮真一郎は絵の制作を、やめていた。鈴代は、

どうしたらいいものか、と頭を悩ませたが、

「お話だけでも、させていただけませんか。今度の土曜な

ど、いかがですか。」

「ああ、いいですよ。大学の授業は午前中までだし、最近

の生活にも退屈していましてね。ぼくは金はあるから、そ

のために描くという必要もないんで、それで、やる気がな

いのかもしれませんね。」

「なにか、ご不満なことでも、ありますか、今の生活

で。」

「ううん。プライベートな話を女性の貴女にするわけにも

いかないし、不満はあるんだけど、それが妻の事だなんて、

とても言えませんよ、って言ってしまったかな。」



「ははー、それは、あまり口外できるものでは、ありませ

んね。やはり、芸術の創作の源は女性にある、という事な

のですね。」

「そうかも、しれません。ピカソでも、女が変るたびに作

風も変ったとかいう話ですし、ぼくなんか、大したことな

い画家のはしくれでも、それは言えるかもしれませんけ

ど。」

鈴代は内心、満面の笑顔を浮かべていた。（なんとか、す

るわ。ちょうどいい、なんとか、できそう。タイミングよ

く・・・）

「緑川さん？こんな話をして、引いてしまわれたのでは？

どうしました？」

「いえいえ、少し考え事をしてしまいまして、申し訳あり

ませんでした。土曜の午後に、ＪＲ町田駅前の西側出口辺

りで、待ち合わせませんか。」

「そうしましょう。あなたの叔母さんも、私に創作意欲を

湧かせてくれることもあったし、不思議なことも、あるも



んですね、世の中って、だから、生きていてよかったのか

な。」

「叔母とわたしは、少しだけ似てますのよ。わたしも画廊

を成功させたいんです。日本一の画家は田宮先生だと思い

たいし。それでは土曜に詳しいお話を。♪」

捌け口は

田宮可奈は夫、真一郎が浮気を、している事は、わかっ

ていたのだ。

が、歳も三十代後半ともなると、どうでもいい気もしてい

た。夫は結構な資産を絵で作ってくれたので、離婚となっ

ても半分は請求できるし、娘は、もうすぐ社会人になる歳

だ。

あの時の遊び相手には、あの自殺した人には、悪い事を

したと思う気もするけど、男なら女ほど悩む必要もないの

に。と今、考えても、そんな気がする。

だけど、ずいぶん長い間、男と遊んでいない。もし、真

一郎に気づかれても最悪の場合、離婚があるだけで、本当

は夫だってわたしと離婚したいのではないか、と思えてく



る事もある。行く先不明な外出などは、女のところに決ま

っているし、日曜と相場が決まっていたが。もしかして、

隠し子でもいるのでは???そういえば、娘のユナは最近、何

だか浮かない顔をしている。

「どうしたの、ユナ。なんか、暗い顔をしてるわよ。」

日曜日の夫のいない昼食時に娘に、たずねてみると、

「なんでもないけど、ストーカーみたいな女子高生が、い

て。ちょっとね。」

「ええ?女子高生にストーカーされるなんて、あなた何か悪

い事でも、したの？」

「い・い・え。嘘とは思うけど、わたしが、お父さんの本

当の娘ではない、とか言うのよ。」

「まあ、・・・・・。」

「本当なの？お母さん。」

「それは・・・そうでないかどうか、市役所に行って調べ

たらいいわ。」

「そんな事しても、わかるわけ、ないじゃないのよ。」



「う、うん。あなたはね、でも、ちゃんと遺産も相続でき

るし、心配ないわよ。」

「お金の問題では、ないでしょう。愛情の問題だわ。」

「そう。ちゃんと育ててくれた事が、その証明なの。だか

らそんな変な話、忘れなさい。」

「うん。そうする(?)」

銀の食器は、新しく来た、お手伝いさんが片付ける。可奈

はリビングルームに行って、葉巻を吹かしながら、

（ふうん、そのストーカーの女子高生こそ、真一郎の隠し

子なんだわ。なんか、吹っ切れたな。）

ユナは昼食後、すぐに台所の外へ出て行った。リビング

には、自分だけなので大胆にも携帯電話を出して、最近登

録した出会い系サイト、写メでＯＫにアクセスしてログイ

ンした。すると、メールが来ていた。

件名 初めまして

ぼくは町田市の美術大学に通う男子学生です。ルナさん

は美術に興味が、おありのようだと思いましたのでメール



しました。逆援助も、していただけるとなると、相当なセ

レブですね。ご住所は世田谷ですか。

可奈は、すぐ返信する。

件名 どうも

わたしの住所は町田です。夫のある身ですけど心配要り

ません。夫とは長い事、夜の生活はありません。婚活なん

て、はやっているようですけど、わたしは性活しないと、

いけない状況です。よかったら、お会いしませんか。

その日の夜には真一郎も帰ってきて、親子三人で晩餐と

はなったが、寝室は、すでに別々の部屋に夫婦二人は寝て

いたので、可奈は自分の寝室で、携帯電話を見てみると、

あの大学生から返信が来ていた。

件名 お会いしたいです

奥さんが町田なら、ぼくも駅の近くに住んでいるので、

いつでも会えます。とはいっても、学生の身なので平日の

昼間には会えません。その辺をお考えいただき、待ち合わ

せ場所なども、ご連絡下さい。

ユナの思い



夕食を終えて、十五畳の自分の部屋に戻ったユナは、先

ほどの母の口ぶりからしても、自分の父は、やはり田宮真

一郎ではない、という思いが確信となって、こみ上げてき

た。

父の自分に対する、よそよそしさは、今までは、どこの

家庭でも娘に対する父親の態度だろうと思っていたのだ。

何か自分にとって父とは雲をつかむような、時には氷を

素手で掴んでいるような気持ちも、持ったことがある。で

も、それは父が画家だからで、普通の人間ではないからだ、

とユナは思って自分を納得させていた。

本当の父は行方不明なのか、それとも、もう死んでいる

のだろうか。母は身持ちの悪い女性には見えなかった。む

しろ良家の子女で、お嬢様だった、と祖父から聞かされた。

祖父は、かなりのお金持ちで貿易商をやっているけど、

自分が遊びに行った時には、いつも優しく応じてくれて、

祖父と父とでは同じ男性とは思えないくらいだった。



孫は又、格別に思ってくれるのだろう、ともユナは考え

ていたのである。それが、もし、父が自分の本当の父でな

いとしたら、今までの父と祖父の違いも十分に理解できる。

では、あの女子高生、剣上エリは父の本当の子という事か。

考えすぎたのか、ユナは空腹を感じて台所へスナック菓子

でも食べようと思い、部屋を出て廊下を歩いていると、母

が楽しそうな顔をして風呂に行っているのが見えた。

（男と会うんじゃないかしら？）そんな予感がユナにはし

た。

廊下の窓から外を見ると、庭には薔薇が咲いていた。

（もしかして母は薔薇みたいな存在なのかしら。男が母を

掴もうとすると、鋭いとげが突き刺さる。じゃあ、わたし

も？）

庭には、ひまわりも成長している。

（わたしは、ひまわりになりたいな。複数の男性と付き合

うのなんて、ごめんだわ。薔薇の花言葉、 愛と裏切りー

ではないと思うけど、わたしの中では、そう思う。）



白山吾郎は剣上エリが、まだ在学中ではあったけど、ち

ょっとした仕事をやらせてみると、よく働く真面目な娘で

ある事に気づいた。

「うん、ありがとう。よく働いてくれた。孫娘にも、ちょ

っと仕事をやらせた事があったけど、君の方がよく働く位

だよ。高校を卒業したら、すぐに入社して、やってもらい

たい。」

「はい、そうします。社長にはお孫さんが、いらっしゃる

のですね。わたし、お会いしたいとも、思います。」

「そうだな。いつか、会わせよう。ただ、孫はね、貿易の

仕事はしないと言ってるし、写真の専門学校を出たら、そ

っち方面の仕事に、つきたいそうだ。」

吾郎は、砂糖を入れないコーヒーを飲んだような、苦い顔

をした。剣上エリは、ふふ、と笑うと、

「わたしも写真は好きですけど、働かないとお金になりま

せんから。母にいつまでも世話をして欲しくないんです。

逆に母に何か買ってあげたくって。」



「おお、感心な話だね。母子家庭なら、そうだと思うけど、

君のお父さんが来た時に、お父さんにもプレゼントしてあ

げたらどうだろう。」

エリは、物思いに沈んだ顔をしてから、

「本当は、そうしたいんですけど、父は母には辛い思いを

させているんですから、今は、そんな事したくありませ

ん。」

歌手志望の少年

孤児院育ちの佐山牙の夢は、歌手になる事だった。だが、

それは甘い夢かもしれない。孤児院で用務のおばさんに、

「あんたの母親は有名な歌手だったんだよ。」

と言われたのが、志望の動機だったのだ。牙は、

「おばさん、ぼくの母は誰なの？」

「水川マキっていう、日本人離れのした顔の女性だよ。も

う死んでるけどね。」



「死んだの？やっぱり、っていうか、ここ孤児院だから当

たり前だね。ぼくも歌ってみようか？」

その時、佐山牙は十歳だった。マイクを持った振りをして

歌い始めたが、なんとも調子外れで、声もいいとは言えな

い。

近くで聞いていた他の中年の女性事務員達は、

「あんたさー、狼少年の歌でも、歌ったらいいんじゃない

かな。何か声が狼みたいだねー。とても人間の声とは、い

えないような気がした。」

「そうねー。狼の遠吠えって感じがしたわよー。あ、そう

だ。狼の声の真似、してみてよ。」

佐山牙は、とまどった。このときの彼は、まだ自分が狼男

に変身するとは気が付いていなかったのだ。それで、

「ああ、でも、狼の声って、どんな感じなのかな。」

「ワオーン、って感じよ。」

牙は深呼吸して、

「ワオーン。」



その場の事務室の一同は、これに感心した。とても狼の吼

え声に似ていたからだ。

「もう一度、やってみてー。」

牙は、うなずいた。今日は孤児院のクリスマス会で、先ほ

ど六時過ぎに終わった。ここの町田の孤児院で、一番年少

だった牙には特別に事務室に呼んで、クリスマスプレゼン

トを渡してあげたのだ。

佐山牙は自分の声真似が褒められて、うれしかった。少

年とは、そういうものだ。大人になったら、多少は疑うよ

うになる。気分もよく、牙は、

「ワオーン。ワオーン。ウウウ、ワオーッ。」

と吼えている時、事務員の一人が、窓のカーテンを開けて

外を見て、

「今日は満月だったわねー。」

と隣の同僚に話しかけた、その時!佐山牙の顔は、みるみる

うちに狼の顔に変貌していった。それに気づいた人々は、

「きゃあああっ。」



と声を上げたが、年長の事務長は牙に近づくと、

「おい佐山君、とても、うまい手品だね。いつ、狼のマス

クを、つけたんだい。」

と、にこにこしながら、少年の頬に手を当てた。

「おお、なんか本物の狼の頭みたいだね。どうすれば、は

ずれるのかな。」

「ががががが。」

「もういいよ。手で外せるだろう。手を出しなさい。」

少年の出した手、それは狼の両手だった。事務長は、にや

にや笑って、

「念が入ってるね。でも、作り物だろうから、どんなかな。

その手で、私の顔を引っ掻いてごらん。」

牙は右手を、さっ、と事務長の顔に当てた。うっ、と呻い

た事務長は、顔に手を当てると、そこからタラリーと血が

流れ落ちてきた。



窓際の事務員は（もしかして!）と思い、窓のカーテンを引

いて外からの月光を遮断した。すると、みるみるうちに少

年の顔と手は、元に戻ったのだった。

「こら、佐山君、こんな危ないものを、身につけたらだめ

だよ。」

怒る事務長に、窓際の女性事務員は、

「事務長、ちょっとお話が・・・あります。」

事務員と事務長は、窓の近くに寄っていくと、

「あの・・佐山君は、狼少年なのではないかと思います。

笑わないで下さい。わたしが、カーテンを閉めると佐山君

は元の状態に戻ったのですよ。満月の光が佐山君を狼に変

身させたんだ、と思います。」

事務長は、きゅうり、のように苦い顔をすると、

「そうか。それなら私が実験しよう。」

くるり、と佐山牙の方を振り向くと、



「佐山君、ちょっと今から外へ出よう。」

佐山牙は、素直に、

「ええ、でも今日は、なんだか変な気分です。さっきぼく、

何もわからなくなって、ぼんやりしていました。手も勝手

に動いたんです。自分が狼になったっていう気持ちは覚え

ているけど、そんなこと、あると思えない。夢でも見てい

たのかな。」

「そうだね。外へ行けば、はっきりするよ。」

事務長と佐山少年は、孤児院の庭に出た。外で満月は、白

い光を送り出している。

少年の顔は、みるみるうちに狼の顔になり、カッと口を開

くと、そこには鋭く光る牙が見えた。事務長は、その場に

腰を抜かして、どしん、と座り込んだ。狼の顔になった少

年が、不気味な顔で事務長をヌッと、覗き込んだ。

「あ、今度は、もう手は出さなくていいんだ。君は、やは

り変身しているよ・・。」



そう言いながら、事務長のズボンの股間のあたりは、液体

で、びしょびしょに湿り出した。少年は気味の悪い狼の顔
で、事務長の股間に、その顔を近づけた。

「あ、のぞかなくていいよ。小便もらしてしまった。君は

狼になったら、正義の味方になるんだ。私の股間に、手を

伸ばさなくていい。触らなければ、君は私の性器の味方、

となる。」

事務長は、相手が十歳の少年である事を忘れていた。少年

がニコリともしないのを見ると、

「佐山君、眼を閉じてごらん。」

佐山は、言われたとおり不気味な狼の眼を閉じた。すると、

みるみるうちに、少年の顔と手は元に戻っていった。

事務長は立ち上がると、佐山少年の肩を抱いて、

「そのまま、眼を、つぶっていなさい。部屋に連れて行く

からね。」

「しょんべん、くさいなあ。」



「少しの辛抱だよ。性器の、う、世紀の誕生日だったな

あ。」

二人は孤児院の建物の中に、ゆっくりと戻った。

「もう眼を開けていいよ。牙君。自分の部屋に帰りなさ

い。」

そう言うと、急いで事務長は更衣室に行った。そこでズボ

ンに消臭スプレーをかけてから、ベルトを外して脱ぐと、

パンツは、ぐっしょりなので、ゴミ箱に捨てた。そこにも

消臭スプレーをかけて、パンツの替えもないので、ノーパ

ンでズボンを履くと又、スプレーをかけた。それから事務

室へ戻って行く時は、パンツをはいていないので新鮮な気

分だった。

事務室に入ると、若い女子事務員が、

「お帰りなさい。佐山君は、どうなったんですか。」

「部屋に帰したよ。驚いたね。満月の光で彼は又、オオカ

ミに変身した。そこで、私は狼になったら正義の味方にな

るように、言って置いたよ。まあ、私には、その場では性



器の味方、いや、何でもないけど。それで眼を、つぶらせ

たら元に戻ったんだ。」

中年の女子事務員が、ほっとしたように、

「まあ。それなら、対策は、その方法ですね。佐山君が見

えなければ、いいんですか、月の光を。」

事務長は、

「他にもあると思うけど、色々とやってみなければ、いけ

ないようだねー。」

いっそ、サーカスが来たら交渉してみるか、とも事務長は

考えていた。それ以上に、有名にもなれるとは思うが、と

も考えてみていたのだった。

高祖山（たかすやま）

シャンメル、絵山、文の一行は、福岡市の西区から糸島

市の高祖山に来ていた。

小さな山だが、その周辺は見渡す限りの水田である。ここ

は、福岡市西区の周船寺から南へ行ったところで、人の姿



は、ほとんど見られず、車も通ってない。少し登ると、一

面の林になって、昼でも少し暗めだ。絵山は、

「全く福岡の東側にある、糟屋郡だったかなあ、の犬鳴峠

あたりは、ひどいもんでしたね。心霊スポットなんて、行

くもんじゃない。やっぱり、犬鳴峠付近は、浮かばれない

霊が、うようよいる感じでした。」

シャンメルは、ッ、と肩をすくめると、

「あんな環境の悪いところは、日本でも少ないんじゃ、な

いかな。犬鳴峠には、悪霊が住み着いていると思いま

す。」

犬鳴峠は、心霊スポットとして少し有名だが、行かない

方がいいだろう。

ものすごい辺鄙な、ところの割には交番があって、パトカ

ーが停まっている。駅前交番でも、パトカーのないところ

は多くあるのに。つまり、何らかの事件がある、というの

は、現在でもそうなのだろう。文は、



「昔の話ですけど、違法で、日本に渡って死んだ韓国人を

犬鳴峠に埋めに行った、という話を母から聞いた事があり

ます。」

絵山は、

「携帯電話の電波も、届きにくいようだね。何かあった時、

百十番も出来ないって事だ。」

シャンメルは、

「富士の樹海を思わせる感じも、あったね。あ、私の妹が、

外国の悪霊は、日本観光で犬鳴峠に行くっていうのを、霊

との交信で聞いたんだそうよ。」

文は、

「何故でしょうか。理由でもあるのですかねー。」

シャンメルは、

「そうねー。悪霊は、人の念を食べているのよ。というよ

り、吸収するといった方がいいかな。で、犬鳴峠周辺にあ

る悪の想念が、彼らの、ごちそうなんだって。」



絵山と文は、二人で、とても感心したように、彼らの眼を

大きく開いていた。

シャンメルは、二重瞼の青い眼を、チラチラ、まばたか

せて、

「それで、そういうところは、ホルス神は、お嫌いなので

すよ。神様にとっては、吐いたもののような匂いがするら

しい。それでホルス神の使者エイワスは、わたしに福岡市

の西に行くように言った。具体的には糸島市にある雷山

（らいざん）こそ、ピラミッドを建てるにふさわしいのだ、

とね。」

絵山と文は驚いた顔をした。涼しい風が吹いていく。

「ピラミッドといっても、エジプトにあるような巨大なも

のでなくても、いいのですよ。高さ三十センチぐらいでい

い、というお話だった。エジプトのピラミッドは、世界の

七不思議とか言われているけど、本当はイシス、オシリス、

ホルスという神々をお祭りして、交信するためのもの、だ

ったのですね。それを、いつのまにか、特にクレオパトラ



の時代に、エジプトの人達は怠けてしまった。それで神々

は、エジプトに恩寵を与えなくなったので、ローマにやら

れたわけ。」

文は、なるほどという顔をして、

「日本では、風水ブームとかで、人々が、まじめに働かな

くなって、しばらくして産業は衰退して、特に電機メーカ

ーは、韓国に負けたのと似てるのかな。」

絵山は、苦りきった表情をすると、

「だから、我々の活動は、日本のためで、あるのだよ。勤

労の美徳を忘れた日本人は、エジプト末期に似ているのか

もしれない。日本人から勤労を取ったら、何が残るのか。

不景気だけだね(笑)。風水で、いい思いをしようとした日

本人は、君の母の国の人達に笑われているのかな。」

「さあ。ただ、韓国は風水とか、あまりやらないし、母も

知らなかったですよ。どっちかというと、風水って詐欺の

イメージが、ありますよ。だから日本人は、詐欺に引っか

かったんじゃないか、って母は、あちこちで風水のものを

見るたびに言ってました。」



絵山は、うんうん、とうなずくと、

「戦後がむしゃらに働いて、日本を復興させた人達に申し

訳ない、と思わないのかね。楽していい思いできます風水

なんて。腹が立つよ、堕落した世代には。」

絵山は、立ち木に、ぼんと手を当てた。

金環日食その後

シャンメルは、そういう絵山を、あやすように、

「今の日本のリーダーシップを取っている人に駄目な人間

が多いのは、外国人のわたしでも、わかりますがね、絵山

君、あなたは、もっと若いのだから、気にする事はないで

すね。ああ、そういえば日本の電機メーカーの、パナソニ

ックが本社でのリストラをするという話ですが、これは金

環日食後に出てきたものだと言えますよ。」

絵山は、

「それ以外にも、変革は必要だと思います。２０１２年６

月１日に、ぼくたちは、どうすればいいのでしょう。」

シャンメルは、白い歯を見せると、



「ホルス神に祈りましょう。世界は勤勉な民族が変えてい

けば、いいのですよ。」

文は、にこやか、になると、

「最近東京の方で、世界拝金教なるものが、できたらしい

ですね。」

絵山は両手をポンと打つと、

「なんでも神社をやっていけなくなった神主が、神がかり

状態になって、我は宇宙発生以来の神である、とか、のた

まったやつだね。」

「ご神体は新品の一万円札だそうです。東京の、ぼくの友

人、韓国人なのですが、教祖がその宇宙発生の神に祈ると、

エネルギーを一万円札に、そそいでくれるらしいです。宇

宙根本金（うちゅうこんぽんきん）の神というのが、正式

な、ご神名だそうです。その友人は、そのうち入信するつ

もりだ、と言ってました。韓国支部長に、ならないか、と

も言われているそうですから。」

「はあー、それは、いいね、って皮肉だよ。なんか政治家

にも参拝者が出たとか、ネットで話題だね。なんでも二万



円寄付すると、一万円をその宇宙根本金の神のエネルギー

を入れて、返してくれるらしい。それをお札のように神棚

に祭るのが、信者の勤めらしいよ。神棚が、よく売れてい

るのは、そのせいだ、というけどね。」

「友人の話では、一人入会させたら五万円もらえるらしく

て、ぼくも勧誘されましたが、薔薇の星の方が大事だ、と

言って断りました。」

「ネットビジネスの大物達は、続々と入信しているらしい

よ。勧誘も始めたらしい。東京都文京区に本部神殿を建立

中だそうだ。」

キーボード先

シャンメルは笑いながら、

「わたしもネットで見たよ。教祖に憑いた神は、パソコン

のキーボードに向かって教祖の指を操り、お筆先ならぬキ

ーボード先、ともいう文書をワードにしてしまった。それ

をＰＤＦファイルにして、有名アフィリエイターのいると

ころに出すと、よく売れたらしくて、それが教典だそう

ね。」



これがキーボード先の文書

世も末と思えばこそ、天地発生以来より存在せし我が、

汝に与えし教え、よく頭に入れるがよいぞ。世の貧乏人な

ど相手にせず、ただひたすら金持ちへの道を歩むことこそ、

神の望みしもの。今の日本人の切望せしものは、ただひた

すら金、これなり。よって国家の休日、休まずに、ただひ

たすら金のために働けよ、さすれば汝、本懐をとげん。そ

もそも今の日本、世も終わらんかとの趣きある故、汝が日

の本の民を救うべく立ち上がるのじゃ。

という一節から始まる、神界勅諭なるものが結構売れて、

信者数も増えつつあるというが・・・絵山は、

「ま、我々はあくまで、ホルス神の使徒として働かなけれ

ばいけないですね、グランドマスター。」

「そう、雷山の頂上にピラミッドを置く事です。このピラ

ミッドに流れ込むエネルギーが日本再生ともなり、経済再

生ともなるでしょう。太陽の神、ホルス様に比べる神など、

どこにもいないのです。アレイスター・クロウリーは、た

だホルス神に使われていただけの存在でした。」



雷山から流れてくる風は六月とはいえ、涼しいものであ

った。又、そのあたりは、ヒートアイランドとは無縁の土

地であるせいもある。

雷山（らいざん）

糸島市の南にある雷山は標高９５５メートルの山である。

その麓は一面の田園地帯で農家の人は、一人で日曜日に

も農作業をする姿も見られる。この雷山を少し登ったとこ

ろに真言宗の大覚寺派、別格本山、千如寺、大悲王院があ

る。

境内の中に入るのは、お金はかからないが、本殿に入る

のには四百円の拝観料が必要だ。これは２０１２年６月現

在の話。この寺の凄さは、その古さにあるだろう。

なんと１４８年にインドの僧、清賀上人によって、つく

られたというものだ。今をさかのぼる事、１８６４年前と

なるから、その古さは有数だろう。ここに福岡地方の誇る

歴史のようなものを感じるのだが、どうだろうか。これに

比べれば、京都も、それほど古くはないのだ。いわんや江

戸に、おいておや。



本殿では薄暗いので常時、電灯が灯りをもたらしている

のだが、それでも少し薄暗い。僧侶に案内されないと、巨

大な観音像のある部屋には入れないのである。

そこを出て上に行くと又建物があり、その中に実物大の

ような大きさの清賀上人の坐像がある。左手の斜面には五

百羅漢が並んでいたりする。いいしれぬ古さ、歴史を感じ

たい人には、おすすめだ。もちろん、シャンメルら一行も

タクシーに乗ってこの寺を訪れた。拝観料を払って見物し

て回り、境内の外に出た時、文は、

「雷山には、こんな寺があるのに、ホルス神を祭るための

ピラミッドなんか、おいてもいいんですかねー。」

と納得が、いかない顔で聞いた。

シャンメルは坂道を悠々と降りながら、

「もちろん、この密教寺院があるからこそ又、ホルス様の

御心に叶うものなのです。何故なら密教の教主、大日如来

とは実はホルス神の事なのです。」

「ぎょえっ。」



と、絵山は声をあげた。眼下に見えるのは田園地帯だ。山

からの少し涼しすぎるような風が三人を包み、冷房感を与

えた。絵山は額に右手を当てると、

「そうだったのですか。それでは日本にも古くからホルス

様は信仰されていたのですね、形を変えて。」

「そう。もともと密教がインドを出て行く原因となったの

も、インド人が崇拝するシヴァやヴィシュヌより大日如来

を根本に持っていたからなのです。大日如来の原型はホル

ス神で、これはエジプトから持ち込まれたものだったので

す。龍樹菩薩が密教を作る時に取り上げたということは、

ホルス神の使者エイワスが、わたしに教えてくれまし

た。」

絵山は胸を叩いて、

「それでは、密教信者は実はホルス神を崇めていたわけで

すね。密教に限らず、日本の仏教は大乗仏教だから、すべ

て大日如来を根本としていると思うのですが。」

「そう、その通りですね。」

シャンメルは涼しげな顔をした。



付け加えるようにシャンメルは、

「インド人もカーストの最上位にいるのはインド・ゲルマ

ンで、外国人なのですから。密教も外国人が作ったような

ものですね。

話しは変わりますが、今でも東日本大震災の復興支援の寄

付金は、お寺でも集められているようですね。困った人達

を助けるのは、もちろんよい事なのですが。絵山さん、海

でもいいですけど水面に石を投げると、どうなります

か。」

「それは、しばらく水面を、跳ね返りながら飛んでいきま

す。」

「そう、ですね。実は人間の思念も何処かへ飛んでいるの

ですよ。それは、自分のところに、もどれば世話はないの

だけど、海の中に潜ることもあるでしょう。一人ひとりの

思念は、そう強くなくても何百万人、何千万人の人の思念

が結集すると恐ろしい事になります。その巨大なエネルギ

ーが海の底の地底に潜り込み、地殻を変動させたとした

ら？」



絵山と文は、すぐに地震や津波を思い浮かべた。でも、ま

さかと二人は顔を見合わせていると、

「硬いようでいて、振動する地殻は、巨大な人々の思念で

動かされるのです。問題は、その力になった元は何処かわ

からない、という事ですね。それは神のみぞ・・ホルス神

のみぞ知る事だとは思うのですが、東北の人達の思念だけ

で、あれが起きたかどうか。関東は四千万人もの人がいま

すから、果たしてあの災害の原因は誰にもわからないとは

いえ、地震学者などは地球のせいばかりにしていますが、

そんなに地球は気まぐれなものかどうか。」

雷山から降りた三人は、糸島の水田の稲の匂いを感じた。

素朴なる風景の中、絵山は自分もそうだったが、東京で

は金儲けのことで頭がいっぱいだったのを思い起こした。

それでも、又、東京に戻って画商と画材屋の仕事を、やら

なければならない。みはるかす何万坪もの土地は水田だが、

東京では百坪の家屋でも六億円のものもある。それを思う

と絵山は、

「狂った思念というものは、消えてしまわないとすれば大

変な事になりますね。金儲けキチガイの東京都民、まあ、



すべてとは思いたくないですが、彼らの、といっても、ぼ

くも今はというか昔も東京都民ですけど、の発しているエ

ネルギーは中には、ねじまがったものがあるとは思えます。

それは、ブーメランのように自分たちに戻ってきたとした

ら、いやもう、逃げ出したい気もしますね。魔術で、なん

とかなりませんか。」

とびが空を舞っている。白い蝶がひらひらと三人の近く

を華やかに舞って行った。自然とは人間に残酷なものだろ

うか。人工的な不自然なエネルギーをただ、送り返してい

るだけなのではないのか。

「わたし達が東京にいる時は、ホルス様の守護があるから

大丈夫だ、とエイワスは伝えました。巨大な人の思念の行

き先は、わたし達少数の人の力では、どうしようもないも

のでしょう。」

文は悩んだ顔で、

「芥川龍之介は巨根だったそうですけど、自殺しましたね。

女遊びは、もうどうでもよくなったのかなあ。それとも不

能になってしまったせいかなー、とかも思ったんですけど。

バイアグラがあったら自殺しなかったのか、というと下半



身より頭の方の問題なら、そういう強精剤じゃ効かないし。

巨根なら人生に自信がつくみたいな事が言われていますけ

ど、芥川が、そうじゃなかったから、ペニス増大の通販を

買うのは、やめようかな、と思ってます。」

と、絵山にだけ聞こえるように、ヒソヒソと話した。

「そうだね。太宰は女と心中だったのかな。下半身が活動

的だったんで文学もいける、とか勘違いしたんじゃない

の。」

「あはははは。昔の日本の作家なんて、そんなのばっかり、

ですね。」

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

ーーーーーーー

土曜日の町田は、いつもと違って休みの日を満喫する人

達もいるため、駅周辺も違う雰囲気が漂っている。

町田市の高所から見ると西に山が見えるが、それは神奈

川県の大山だろう。標高１２５１．７メートル、この山に

は古くから大山神社というものがあって、勝海舟も父親と



参拝に来たという話があるのだが、勝海舟の社も小さいな

がら建てられている。

明治維新の荒波を乗り切ったのは、この大山神社参拝の

ためかどうかは誰にもわからないだろう。とにかく勝海舟

は明治政府になっても旧幕臣としては、なかなかの出世を

して伯爵の位まで、もらっているのである。

古くから大山神社は参拝客が絶えないといえるのだが、

今はケーブルカーは、あるとはいえ大山の山頂ちかくにあ

る大山神社は登るのに大変な坂道がある。女坂と男坂に分

かれていて、文字通り、男坂の方が険しい登り道とはなっ

ているのだ。

昔の人は豆腐を食べながら大山を登ったとも言われてい

る。この大山に浜野貴三郎も、しばらくして登る事になる

のだが、今は町田で友人の岡志大とともに町田駅前に来て

いた。浜野は遠くに見える女性を見て、

「あの人じゃないのか、あの赤い帽子をかぶっている、少

し太った女性。」

「みたいだな。君は、もうここまでで、いいよ。」



「もちろんさ。でも。」

「なんだ、浜野。」

「あの女性は３Ｐしたいのかもしれないぜ。」

「かもな、ってわからないけど。話ではノーマルそうだっ

たからな。」

「何、冗談だよ。それじゃ、お楽しみに。」

浜野は、くるりと背中を向けた。

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

:::::::::::::::::::::::::::::::::::

田宮可奈の眼は<町田駅前で夫の真一郎が<三十メートル

ほど先に立っているのを見つけていた。声をかけに行こう

か、と思ったその時、夫に近づいてくる一人の女性を認め

た。

その女性は、真一郎の前で深くお辞儀をすると、談笑し

て、それから二人は小田急デパートの方に仲良く並んで歩

き始めた。



（あの女性、画商じゃないかしら。忘れもしないあの女性、

と何かよく似ているわね。といっても、あの女性のわけは

ないもの。だって、あの女性は・・・。

そう、それは、わたししか知らない秘密だけど。

世の中、似た人は、いるものだから気にしない方がいいの

かしら。何か絵の商談っていう感じだから、別に気にもな

らないけど。

それに比べて、わたしは浮気。何年目の浮気かしら。夫

が先だから、わたしも負けないように、やろうっと。

出会い系サイトって便利ね。近所の岸山さんにも聞いて

みようかな、出会い系、使った事ありますか、って。あの

奥さんは真面目そうだし、そんな事、しないのかもしれな

いけど、

でも・・・この前、岸山さんに会った時、うちは今、幸せ

ですわ、って言ったから、

もしかしたら、出会い系を、やっているかもしれないわね。

そうそう、深夜にタクシーで、岸山さんのご主人が帰って

くるのをわたし、部屋の窓から見てしまったから。



だいたいね、妻の浮気なんて、夫が先にするからいけな

いのよ。

妻の方が先に浮気する事ってあるのかしら。積極的な北海

道の女性なら、するのかしらね。お向かいの家に越してき

たのが、横村さんっていう北海道からのご夫婦で、どうも

そんな感じがするし。

わたしの専門学校の同級生にも北海道から来た女性がい

たけど、男の子五人位と遊んでいたなあ。冬でも薄着なん

かして、スカートも超ミニだったわ。一日に一回は、パン

ティをお気に入りの男の子に見せてたもんね。）その時、

目の前で

「ルナさん、ですね。お待たせしました。岡です。ぼく、

本名なんですけど。」

と話しかけた男が立っている。

「ええ、ルナです。わたし、本名じゃなくて、ごめんなさ

い。夫子（ふし）ある身ですもの。」

可奈は赤い帽子を深々と、かぶり直した。



「あ、それは、そうでしょう。ぼくは独身だから、構わな

いのですよ。」

「そうね。ここでは何ですから、小田急デパートでも行き

ましょうか。」

「ええ、喜んで。もうすぐお昼だし、ぼくが何

か・・・。」

「いいえ。わたしが、お金は出しますわよ。そんな事は、

学生のあなたが気遣う事では、ないのよ。それじゃ、」

可奈は、一歩を踏み出した。その一歩は小さな一歩だが、

田宮家にとっては大きな一歩となるだろう、なんて。

可奈は真一郎が多分、小田急デパートのレストラン街に

行ったのでは、と思い、自分も行こうと思った。

もしかして同じ店で鉢合わせなんて事になったら、どう

なるのかしら、と思ったりもした。

小田急デパートは小田急新宿線の町田駅の上にあり、駅の

改札口前からエレベーターに乗れる。ともかく多い人の流

れではあるが、左側通行のような形で人は歩いている。



何故右側ではないのか、ということを考えると、ＪＲ町

田駅の西口を出て左折すると、小田急町田駅に向かう方向

になるので、自然に左側を歩く事になるからだと思われる。

東京と神奈川のクロスロードみたいなところが町田駅だ。

可奈の後ろをついていく岡志大に、立ってビラ配りをして

いた若い女性が、

「古本のブックタフです。」

と言ってチラシを渡そうとしたが、岡は軽く手を振って受

け取らなかった。

可奈は自分の横に並んで岡が歩かないので、ちらちらと

振り返りつつ、小田急デパートのエスカレーターへと歩み

を進めていった。

エレベーターに比べれば、のんびりとだが、途中のフロア

も見れるし、何処の階も買い物客で賑わっていた。

ネットショッピングに、びくともしない町田のデパート

は、やはり老人が多いせいもあるらしい。



ネットショッピングといっても、結局通販なのであるけど、

老人はこの通販というもの、例えばカタログ通販などにも、

なじめない場合が多い。

やはり眼で直接見て買うという昔ながらのやり方がいい

のだろう。町田には老人ホームも多いし、一人暮らしの老

人もそれなりにいる。

というわけで老人女性の買い物客を、かなり見かける。

最上階のレストラン街に着いた二人は、可奈の先導で、

ゆっくりと通路を歩いていた。

両側に店が並ぶのだが、店によってはガラス張りで通路か

ら見える店もある。

田宮真一郎は画廊の経営を始める緑川鈴代と、ラーメン

の店にいたが、その店は、カウンターなどなく最低でも二

人がけのテーブルと椅子だ。

真一郎は通路の方を何気なく見ると、妻の可奈と少し遅れ

て、自分の美術大学の学生が歩いているのを見た。どうも、

可奈の後をその学生は歩いていたようだ。あの学生、何と

いったかな・・・



「岡志大（おかしたい）。」

ぽつんと、真一郎は呟いた。

「えっ？」

と聞き返すと、緑川鈴代は、顔を真っ赤にした。真一郎は

我に帰ると、

「いや、今、そこの通路を歩いていた学生が僕の生徒でし

て、名前を岡志大と言うんです。まぎらわしい名前で、ち

ょっとわいせつな感じなんだけど、あの男の本名なんです

よ。」

真一郎は、頭をポリポリと掻いて説明した。

「まあ、そうなんですの。珍しいですわ。」

鈴代は、こほんと小さく咳払いした。

ガラス張りの店を右に見ながら通り過ぎた時、可奈は右

目で真一郎と、あの女性が座っているのを見た。



女性は背中を向けているが、いかにもビジネスの話という

姿勢である、と可奈は見て取っていた。真一郎は自分を見

たようだが、可奈は立ち止まらなかったので、夫との間に

人が通過したりもした。

それで、ほんの少しの間だったろう、真一郎が妻を見れ

たのは。

しかも、連れの男は後ろから、ついて来ている。後から聞

かれても知らないと押し通す事もできるはずだ。

もっとも、認めてもいいのだろう。夫は、その時、どんな

顔をするのだろうか。

そういえば、前の浮気相手も・・・だが、今は、それを

思い出すまい。あの頃の快楽とは又、違った快楽を自分は

求めているのだ。

男子学生の勢い、つまりはペニスの勢いを、可奈は考えつ

つレストラン街を歩いている。（夫のペニスは、あの何と

かいう女性に訪問して、自分のとこには、もう長い間、来

ないのだから。わたしは、空き家でいるのは、もう、うん

ざりよ。まだまだ、女盛りだと自覚してる。）



中華の店が眼についた。可奈は立ち止まると、

「ここに、しましょう。」

と、岡に振り向いて優しく誘うと、

「ええ、いいですよ、もちろん。」

と答えながら岡は、揉み手をするようにした。

その店の中に入ると、客人は、そう多くは、なかった。表

のメニューのサンプルを見ても、値段が高そうなので、人

は、あまり入らないのだろう。可奈は密かに男性の精力を、

つけるのには中華料理がいい、と考えていた。

それで、真一郎にも作ってあげていたのだけど、結果は

何処かの若い女に持っていかれたというわけだった。席に

着くと、可奈は身を乗り出すようにして、

「岡君の本名って、フルネームで、なんて言うのかし

ら。」

「おかしたい、です。」



「えっ、何言ってるの。ここは、ホテルでは、ないのよ。

今すぐ、そう言われたって、ここで、できるわけないじゃ

ないの。」

可奈は、年甲斐もなく、顔が赤くなるのを感じていた。岡

は笑うと、

「いえ。ぼくの本名は、おか。したい。と言います。岡が

姓で、志大が名前です。」

可奈は、納得してうなづくと、

「そうだったのね。わたし、何か、勘違いしてしまったみ

たいだわ。ふふふ、でも。二人きりになったら、あなたの

本名、フルネームで言ってくれると楽しいわね。」

岡は可奈が、そういうのを聞くと、どぎまぎした。太っ

ているとはいえ、魅力的な女性だ。特に胸のふくらみと、

尻の大きさには悩殺されそうになる。口紅を赤くつけてい

るのが、岡の座った距離からでも見えた。

「そう、ですね。それは。言ってみますか。ルナさんのご

希望なら。」



「とても楽しみだわ。あ、ご馳走が、きたわよ。たくさん

食べて頂戴ね。」

春巻き、えびのチリソース、ふかひれのスープ、ホイコ

ーロー、餃子、シュウマイ、八宝菜、スーラータンメン、

中華丼。岡は、なるべく食べてみたが、可奈の方が倍くら

い食べた。デザートに杏仁豆腐とプリンとメロン。

可奈は赤い帽子を、かぶったまま食事をした。

真一郎のいる店では、緑川鈴代が携帯電話で話をしてい

た。

「今、小田急デパートのレストラン街にいるわ。ラーメン

のお店よ。ガラス張りだから、後姿のわたしが見えるし。

今は、まだ人も少ないから、早くいらっしゃいよ。」

携帯電話を切ると、鈴代は、にこりとした。そして、

「うちの画廊の、社員で雇うつもりの人物と、話をしたん

です。今、ここに来ますから、田宮さん、よろしくお願い

します。」

「え。えー、まあーね。」



「あら、田宮先生、ラーメンが、のびてますわ。」

「あ、そうだ。ラーメンが五倍くらい伸びたら、ラーメン

五麺、ラーメンごめん、なんて謝ろうか、なって。」

「そうですわね。ウフ。謝るよりも、そのラーメンを絵に

描いてくだされば、いいのに。」

真一郎は鈴代の言葉を聞いて、シュールレアリズムのよ

うなラーメンの絵を描こうかと思ってみた。

結局、日本人画家に大した人間は、いないし、葛飾北斎

のような古い時代の人の絵の方がヨーロッパでも注目され

ている。

当時の江戸は、のどかなものだったのだろう。家賃も現代

と比べると、はるかに安かったといわれている。

画狂人北斎のように転々と引っ越しても、絵に専念でき

る環境があったわけだ。都心の、どえらい家賃では、もう

北斎のような人は出ない事は確実だろう。真一郎も町田だ

から、ある程度のゆとりをもてるのだ。

ネット時代のいいところで、真一郎の絵はアメリカ人にも、

なかなかの評判だった。それで、緑川鈴代はアメリカ人の



顧客のために、英語に堪能な女性をインターネットから募

集したところ、ひとりの若い女性が採用された。

彼女の名前は本役英子という。鈴代も、電子メールで添

付されてきた履歴書の名前を見て、

「本役英子（ほんやくえいこ）だって。こに濁点があれば、

ほんやくえいご、じゃないの。ふざけているのかな。」

と呟いたが、面接して、後日、住民票を持ってきてもらっ

て、やはり本名だとわかった。ラーメンを食べ始めた真一

郎に

「田宮先生に、担当の女性を、つけようと思いまして、さ

っき電話したのは、その女性ですよ。」

「ええ、それは。どうも。」ズルズルズル。

「ああ、どうぞ、ラーメンをお食べください、先生。今は、

わたくし、返答は求めておりませんので、聞いていてくだ

さるだけで、よろしいんですのよ。それでですね、先生、

やはり田宮先生が国際的になれば、もっと顧客も増えて、

大いに売れるといいますか、そのためにも、英語の得意な



女性を見つけましたの。きっと、先生の気に入るはずだと

思いましたから。」

ズルズル、ゴクゴク、ふーっ、

「ああ、おいしかった。と、その話も、おいしいですね。

ぼくも、そうだな、海外の人に認められてこそ、本望とい

うかですね。アメリカの方から、ちょくちょく、直にメー

ルが来るんですけど、読めないから削除してます。」

緑川鈴代は勿体無い、という顔をして、

「その中には、商談も、あったかもしれませんのに。でも、

今度の新人に、それを送ってもらえば、先生に読んでいた

だけますし。」

「ええ、そうしますよ、楽しみだ。私の絵は、海外の方が

受けるのかもしれません。明治以降、文明開化とかで洋画

も取り入れられましたが、浮世絵よりも認められていない、

みたいですね。それは不思議だと思います。

江戸時代は身分制のような窮屈なところもあった時代な

のに、浮世絵という西洋人も注目するものが生まれたんで

す。



江戸幕府はそういう文化の誕生に貢献したんですね。それ

に比べれば、明治以降、新政府とやらは富国強兵の一点張

りだったのでしょう。

それはポツダム宣言受諾で終わったのだけども、今に至

るも地価狂乱とか、その他にも理由はあると思うけど、住

みにくいところでは文化も生まれないと思いますよ。

それで、せわしなく通勤電車に乗っている人達以外も芸術

を理解、鑑賞する、ゆとりのある人達は今の日本では、も

う、稀だと思います。

ヒルズ族という人達も芸術の理解者であるかというと、

ただ資産が多いのを自慢するだけの嫌味な人間が多いので

はないでしょうか。

彼らは芸術より高級車とか別荘とかにしか興味がないよ

うだし、より自分が金を人より持っている事を見せびらか

す事しか考えていないように思えます。それで、北斎、歌

麿のような人達は、もう東京の中心辺りからは、出る事は

ないだろうと思います。」



「そうですね。わたしが、ネットで絵の売買をしていた頃

にも、確かヒルズ族の人達からの注文はありませんでした

わ。意外にも東京都の顧客は少なかったのです。それは、

今からも続くと思っていますわ。」

真一郎は、デザートのアイスクリームを食べながら、

「ヒルズもそうだけど、明治というのも大した時代では、

なかったというか、絵の世界に限っての話ですが。

元禄文化のようなものも、なかったわけだし。かね、にし

か眼が行ってない人間というのは札束の奴隷だと思うんで

す。

今の東京には、そういうのが多いんでしょうね。世界拝

金教が膨れていっているのも、それもネットの企業家を中

心にして、という事らしいですが、東京ならでは、という

気がします。この前、長野に帰ってみたんですが、自然を

感じましたね。やはり、懐かしいのは故郷だな、と思いま

した。」



真一郎は、通路の方を、ちら、と見た。すると、オレン

ジ色のセーターに、青のスカートを身につけた二十代の女

性が、彼らがいる店内に入って来た。

「いらっしゃいませ。」

「あら、本役英子さん、ここよ!!」

緑川鈴代は座席に座ったまま、華奢な右手を、大きく挙

げた。本役英子という女性の顔は、彫りが深いわけでは、

ないけれど西洋人的な容貌だった。眼は大きな栗色の瞳。

「お待たせしました、社長。」

二人の近くに来た英子に、鈴代は、

「席を移りましょう。窓際のあそこは、町田市の駅近くの

景色が見えるから。田宮先生、もう一度何か注文しますか

ら、あちらに移動を、お願いします。」

真一郎は、うなずいた。

自分の近くに立っていた本役英子は、いい匂いがした。

身長は百六十センチ位で、真一郎より少し背が低い。髪

は長く、肩に垂らしている。



三人で窓際の席に移ると、大きなガラス張りの窓から、町

田駅周辺の建物や道路が見えた。

真一郎からすれば左の方から、緑川と本役の二人からは、

右の方から、店の窓の外の景色は見える。鈴代は本役に、

真一郎の前に座らせた。右に景色が見える方の座席に。鈴

代は、おしるこを、三人前注文して、

「本役さん。この方が、あの画家の田宮真一郎さんで

す。」

「初めまして。わたくし、本役英子と申します。」

その声は、英語的なアクセントを持っているようにも、真

一郎には聞こえた。

「初めまして。田宮真一郎です。」

本役は、疑問があるような顔をして、

「いきなり、こんな事を、お聞きしていいのか、とは思い

ますが、田宮先生の画風は、怪奇的ともいえる、といわれ

ますね。四谷怪談のお岩さんの姓が、田宮だったと思うの

ですけど、何か関係が、あるのでしょうか。」



真一郎は、少し驚きの表情をした。そして、

「今まで東京に来てから、誰もそういう質問をした人はい

ませんでしたよ、実はね。あのお岩さんの家と、うちは親

類でもあるんです。

今まで誰にも話さなかったんですけどね。ぼくも東京に来

て四谷にも行きましたが。四谷の近くに親戚がいるもんで

すから。

子供の頃、夏の怪談話のついでに、あのお岩さんと親戚

だって父に教えられましたよ。そのせいか、怪奇とか神秘

とか幽霊、心霊ものが気になって、色々と、のめり込んだ

りしていると、画風も、そんな感じになるんでしょうか

な。」

「まあ本役さん、よく気が付いたわね。わたしも、今まで、

その事は考えた事が、なかったわ。」

感心したように、緑川鈴代は本役英子の顔をジッと見る。

「わたしも、ここに着いて、田宮先生のお顔を拝見して、

初めて、そういう考えが湧いたものですから、不思議な感



じです。そう、わたし今日、田宮神社にお参りして来まし

たの。それで、なのかもしれません。」

ふと鈴代が、田宮の隣の席を見ると、水を入れたコップが

置いてある。近くを通ったウェイトレスに鈴代は聞いて、

「ここには、三人しかいないのに、何故コップを四つ、持

ってきたの？」

「え？こちらのお方と一緒に、着物を来た品のいいおばあ

さんが、いらっしゃって、席につかれたから、おしるこ三

人前なら、あと何か注文されるかな、と思ったんですけど。

あのおばあさんは、今、いらっしゃいませんね???」

その四つ目のコップの水を真一郎が見てみると、それは、

三分の一くらいの量になっていた。それでウェイトレスに、

「ねえ、君は、このコップだけ少なめに、注いだのか

な。」

「いいえ、四つとも、同じくらいですよ。あのおばあさん

が、この水を飲んだんじゃないですか。!!!???」



三人はゾっとした寒気を覚えた。ただ、真一郎は、お岩さ
んも自分の血縁者だと知っているので、そんなに恐怖感は、

起こらなかった。本役英子は、四つめのコップを手に取る

と、生暖かいものをそのコップに感じた。少し、べっとり

と湿っているのを感じると、

「何か少し、濡れている感じです。やはり、これは。」

緑川鈴代は、落ち着いた表情を無理に作って、

「やはり、田宮先生の血のつながりのある人だから、来た

のかもしれないですね。」

真一郎は、軽くうなずくと、

「本役さんが参拝した時に、彼女の心の中というか、これ

からの行動というか、僕の名前を、お岩さんは読んだのか

も知れませんね。」

本役はアッと驚くと、

「田宮真一郎画伯に、会いに行きます、よろしくお願いし

ます、と、その時、わたし、思ったんです。」

鈴代は、



「それでは、田宮先生の守護霊は、もしかしたら、お岩様

かも、しれませんわね。それで、もう、とうの昔に、怨霊

では、なくなられたのではないか、と思います。」

真一郎と英子は二人とも、黙って、うなずいた。鈴代は、

明るい顔をして、

「田宮先生、本役さんの出身は、長野なんですのよ。」

真一郎は大きく、その眼を見開くと、

「それは、それは。ぼくも出身は、長野なんですよ。」

本役は、とても嬉しそうに、

「同郷という事は、心強いですね。東京って、色々なとこ

ろから来た人達の集まりですから、わたし時々、アスファ

ルトの砂漠にいるような気がしていました。この前も、わ

たしのマンションで殺人事件が、あったりしたもんですか

ら、東京って何があるか、わかりません。」


